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第１章　浸食







　辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　彼女と初めて出会ったのは辻峰本家。

　生まれたときから一緒の屋敷で育った俺たちは、まるで本当の兄妹きようだいのように暮らしてきた。

　やがて俺は七年もの間辻峰本家を離れることになり、再び辻峰本家を訪れたとき──真由香は昔よりもはるかに大人になっていた。

　そして、俺たちの戦いが始まった。

　ウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆう。

　魔女の血魔力を分け与えられた九十九のアンティーク。その蒐集こそが、魔女の子孫である辻峰家の役目。俺たちは魔女の最高傑作と謳うたわれるウィッチクラフト──ラピスと出会い、これまで様々なウィッチクラフトを蒐集してきたんだ。

　しかし、犠牲がなかったわけじゃない。

　辻峰梨り央お。

　真由香の姉にして、かけがえのない俺の家族。彼女は遺産[image: ]13《白兎ホワイトラビツト》との戦いで命を落としてしまった。そして、《白兎ホワイトラビツト》に奪われたラピスを取り戻すために、俺たちは戦ったんだ。

　そして、勝利した──はずだった。

　なのに──。

「さぁ」

　俺の目の前にいるのは、漆黒の剣を構えた真ま由ゆ香か。

　彼女は、殺意の籠こもった瞳ひとみで俺を──いや、俺たちを射貫きながら、




「──踊れ」




　漆黒の夜空の下。

　西洋墓地の空気を切り裂くように、静かに告げた。

　彼女の手には──《夜想曲ノクターン》。

　遺産[image: ]７《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力、刀剣変化によって生み出された漆黒の剣。現在、真由香の意識は《剣舞士の首飾りソードダンサー》によって操られてしまっている。

　じゃなかったら、こんなことになるわけないだろ？

　あいつが、俺たちに本気で剣を向けるなんて……！

「……真由香」

　手に持った日本刀──遺産[image: ]９《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を握りながら、俺は彼女の名を呼んでいた。

　──やるしかない。

　今の真由香はウィッチクラフトの精神呪じゆ縛ばく──《剣舞士の首飾りソードダンサー》の残留思念によって操られている。

　だったら、助けるしかねえ。

　あいつの家族である、俺が──。

「……冬とう夜や」

　俺の隣で、ラピスが心配そうに呟つぶやいた。

　その後ろには七なな海みとアリスの姿。

　さらには真由香の一刀を喰くらい、地面に倒れ伏したまま動かないセツナ。

「下がってろ、ラピス。七海はセツナの傷を治してくれ。今ならまだ助かるかもしれねえ。アリスは、みんなを守ってくれ」

「………っ。冬夜。でも……」

「大丈夫だ、ラピス。真由香は──俺が絶対に取り戻す」

　そう告げて、俺は真由香との間合いを計りつつ一歩を踏み出した。

　その瞬間だった。

「何を言ってるんですか、兄さん」

　疾走。

　狩り場に放たれた猟犬のごとく、真ま由ゆ香かは剣を構えたまま俺へと肉薄してきた。

「───っ！」

　瞬間、ギィイインという金属音が墓地に響き渡る。

　放たれたのは真由香の渾こん身しんの一ひと太た刀ち。

　反射的に、俺はそれを《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で受け止めていた。

「あはっ、さすが兄さん。良い反応ですね」

　ギチギチと歪いびつな音を立てて鍔つば迫ぜり合いをしながらも、不気味に微笑ほほえむ真由香。

　──迅はやい。

　やっぱり《剣舞士の首飾りソードダンサー》を使っている真由香は以前と明らかに違う。以前のコイツはここまで攻撃的な戦法を取って来なかった。

　今のコイツはまるで別人だ。

　いや、ひょっとしたら──。

「目を覚ませ、真由香！」

　眼前に迫った漆黒の刃を渾身の力で押し返しながら、俺は叫んでいた。

「おまえは《剣舞士の首飾りソードダンサー》に操られてるんだ！　正気を保て！　そうすれば、精神呪じゆ縛ばくを跳ね返すことだって──」

「あははっ。バカなことを言わないでください。私は、兄さんのことが好きなんです。兄さんの傍そばにいるのは、私一人でいい。他ほかには誰だれもいらない。私たちさえいれば──すべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうできます。だから──」




　そこを退どいてください。




「!?」

　瞬間、異変が起きた。

　ピキピキと砕けるような音を立てて、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の刃にヒビが入っていく。しかも、その現象は真由香の《夜想曲ノクターン》が触れた場所から始まっているように見えた。

　これは、まさか──！




「──消失音階サイレント」




　呪じゆ文もんじみた言葉が響いた瞬間、俺は右足で真由香の身体からだを弾はじくように蹴けり飛ばしていた。

　しかし、当たらない。

　蹴けりを察知したかのようにバックステップで回避した真ま由ゆ香かは、ひらりと優雅に墓地の乾いた大地に着地する。

　その身体からだや剣には傷一つなかった。

「くっ──！」

　だが、俺は違う。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　金属以上の硬度を誇るその刃が、中ほどで折れて地面へと落ちていた。

　これが《夜想曲ノクターン》の能力。

　真由香が蘇よみがえった魔女──リリィ・ヴァレンタインを斃たおすために生み出した剣。その力はすべての魔術の無力化。当然、ウィッチクラフトの能力もあの漆黒の刃に触れた時点で掻かき消されてしまう。

　──天敵。

　まさにすべてのウィッチクラフトの天敵と言っていい能力だ。

「さあ、兄さん」

　折れた刀を構える俺に、真由香はまるで歌うように言った。

「そこを退どいてください」

「真由香……」

「そうすれば、私がみんなを殺します。ラピスを、七なな海みさんを、アリスさんを、そしてセツナさんを……全員殺して、誰だれも私と兄さんの邪魔を出来ないようにします。──あっ、でも、ウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうにはラピスか七海さんが必要ですよね？　だったら、二人の内どちらかは生かしておいてあげないとダメでしょうか？」

「───っ！　しっかりしろ真由香！　こんなことは誰も望んでねえ！　それに、梨り央お姉ねえだって……」

「けど、姉さんが死んだのはそこにいるセツナさんのせいなんですよ？　兄さんだって知っているはずです。三年前の事件で、姉さんはセツナさんに殺された」

「そ、それは……」

　確かに、真由香の言葉通りだ。

　三年前──《魔狼フエンリル》を暴走させてしまったセツナは、真由香を守ろうとした梨央姉を殺した。

　自分の親友を、その手にかけちまったんだ。

　けど、それには黒幕がいたじゃねえか。

《白兎ホワイトラビツト》。そもそもセツナのもとに《魔狼フエンリル》が渡るように仕向けたのは、あいつだ。自分と相対するのにふさわしい戦力を作りだすために、あいつは強力なウィッチクラフトを魔女の子孫に渡した。

　そして、そのせいで三年前の事件が起きた。

　でも、その因縁は終わったはずだ。さきほどの戦いで俺たちは魔女の人形ゴーレムを操る《白兎ホワイトラビツト》を蒐しゆう集しゆうした。戦いは、終わったはずなんだ。

　なのに──！

「なんで俺たちが戦わなくちゃいけねえんだよ!?」

　やりきれない想おもいを叫んでから、俺は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の刃を再生させる。そう、このウィッチクラフトの能力は──氷結。空気中の水分さえあれば何度でも氷の刃を生み出すことができる。

「なんで？　そんなのは簡単ですよ」

　クスクスと、どこか蠱こ惑わく的な笑みを浮かべながら、真ま由ゆ香かは言葉を紡ぐ。

「そうした方が楽しそうじゃないですか」

「………っ！」

「私は兄さんが好きです。兄さんを私だけのものにしたい。だから、他ほかの人たちはいらない。これはウィッチクラフトの精神呪じゆ縛ばくのせいで言わされてるセリフなんかじゃありませんよ？　辻つじ峰みね真由香は……心のどこかで、ずっとそう思っていたんです」

「ふざけんな！　真由香がそんなことを思うはずが──」

「どうして否定できるんです？　私が兄さんを好きだってことは、あなただってわかっていたでしょう？　なのに、兄さんはみんなを殺すのを邪魔する。だから、戦う。ほら、こんなにわかりやすい理由はないじゃないですか。それに……」




　兄さんと戦うのは、楽しそうです。




　おもむろに刃の切っ先をこちらに向けながら、真由香はそう宣言した。

「辻峰家最強の当主と謳うたわれた姉さん。その姉さんの切り札である瞬しゆん転てんを使えるようになった兄さん。そして、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力を完かん璧ぺきに引き出せるようになった私。ほら、戦ったらとっても面白いことになりそうでしょう？　それに、今の兄さんはきっと姉さんより強い。兄さんに勝てば──姉さんを越えたことになる」

「……バカなこと言うな。俺は、家族とは──」

「心配しないでください。たとえ私が勝っても、兄さんだけは殺しませんから。けれど、兄さんも手を抜かない方がいいと思いますよ？　まあ、家族想いの兄さんには難しいかもしれませんが」

「くっ──」

　ぎりっと、刀の柄つかを握る手に力を込めた。

　──ふざけんな。

　真ま由ゆ香かは、俺に殺し合いをしろって言うのか？

「仕方ありませんね」

　葛かつ藤とうする俺の思考を読み取ったように、真由香は息を吐ついた。

「やっぱり兄さんは私たちに優しすぎます。これじゃせっかくの戦いも盛り上がりません。どうすれば、本気になってくれますか？　なんだったら、一人くらい先に殺して見せましょうか？」

「なっ──」

「嫌……ですよね？　後ろにいるのはセツナさん以外みーんな兄さんの家族です。七なな海みさん、アリスさん、ラピス……みんな大事な大事な兄さんの家族。彼女たちを守りたいのなら──」




　私と戦ってください！




「！」

　獣のような咆ほう哮こうと共に加速する真由香。

　──チクショウ。

　このままじゃ、きっと真由香は俺以外の誰だれかを殺す。

　だったら止めるしかない。

　七海を、アリスを、ラピスを……そして、真由香を。

　俺の家族を守るために、俺は──！

「──《氷刃ブレイド》！」

　覚悟を決めるために一声叫んでから、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の刃を自分が最も使い慣れた形へと変化させる。

　ただし、殺し合いはしない。

　俺たちは家族なんだ。

　だったら、俺が真由香を《剣舞士の首飾りソードダンサー》から取り戻す──！

「《氷矢アロー》！」

　接近する真由香を足止めするために、空気中の水分を氷結させて矢を放つ。

　一気に作りだした矢の数は三十本。

　今の俺に作りだせる限界だが、

「あははっ！」

　響いたのは、まるで子供と戯れているような楽しげな笑い声。

　そして、恐ろしいことに自分の身体からだに殺到する夥おびただしい数の矢を刃を一切使わず、身のこなしだけで躱かわす真由香の姿。

　あれは──戦せん場じよう舞ぶ踏とうか！

「消失音階サイレント！」

　次の瞬間、氷の鏃やじりの雨を切り抜けた真ま由ゆ香かの一声で彼女の剣が漆黒の影を纏まとう。

　そして、こちらに走り込んできた勢いそのままに放たれたのは──突き。

　普通なら刃で弾はじいてもいいが、

「ふっ！」

　突きが刃に触れる前に、俺はバックステップで回避。

　影を纏った《夜想曲ノクターン》に触れた瞬間、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の刃は簡単に砕かれてしまう。だからこうやって避けるしかない。

「逃がしませんよ？」

　だが、そんな俺の行動を見越したように真由香は追走。そして、上段に構えた剣を一気に振り下ろす。それを俺が躱かわせば、次は下段。まるで俺の選択肢を徐々に塗りつぶすように、攻め手を変えて追ってきやがる。

「ぐっ!?」

　ひゅおんっと、耳元で風切り音。同時に頬ほおを生温かい血が流れるのを感じた。いや、頬だけじゃねえ。真由香の剣を躱し切れなくなった俺の身体からだは徐々に血に染まっていく。

　完全に、防戦一方。

　真由香の攻撃の合間を突くように俺も刃を振るうが、ことごとく躱されてしまう。その原因は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の二つ目の能力──戦場舞踏。相手の呼吸リズムを読み切って、攻撃を予測する力。

　──クソッタレ。

《夜想曲ノクターン》と戦場舞踏。この組み合わせは、俺のようなウィッチクラフトを使って戦う人間にとっては相性が悪すぎる……！

「《氷壁デイスコネクト》！」

　俺の叫びに呼応して、氷から巨大な氷の壁が発生。

　少しでも距離を取りたい。その一心で作り上げた障壁だったが、

「無駄ですよ？」

　まるで硝子ガラスが砕けるような甲高い音色と共に、真由香は氷の壁を一刀のもとに切り伏せていた。それだけで、《四銃奏カルテツト》のラストショットすら防ぎ切った氷壁は全体にヒビが入り砕けてしまう。

　そして、砕け散る破片を完かん璧ぺきに避けながら真由香が俺に突貫する！

「───っ！」

　──ここだ。

　ほんのわずかだが、氷壁を壊すことで真由香に隙すきが生まれた。

　その瞬間を──突くしかない！

「真ま由ゆ香かぁああああああっ！」

　彼女の名前を呼びながら、俺は一気に加速。こちらに突っ込んできた真由香の放った一いつ閃せんを回避し、瞬く間に背後を取る。

　──瞬しゆん転てん。

　ウィッチクラフトのリミッターを解除して、その強化の魔術を全開にする禁じ手。負担が大きすぎるためほんのコンマ何秒しか加速できないのが弱点だが、今はそれでも十分だ！

「《氷鎖チエイン》！」

　背後に回り込んだ瞬間、刃から発生させた氷の鎖を使って真由香の身体からだを束縛する。身動き一つできないくらい、強く。

「きゃっ!?」

　こちらに振り向きかけたところで動きを拘束され、短い悲鳴を上げる真由香。

　──今だ。好機チヤンスはここしかない。峰打ちでいい。真由香に一撃喰くらわせて、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪え。

　そうすれば、真由香を助けられる。

　家族を、取り戻せるんだ──！




「…………助けて」




　しかし、刀を振り下ろそうとしたその刹せつ那な、鼓膜に届いたのはか細い声だった。

　辻つじ峰みね真由香。

　彼女は明らかにさきほどとは違う表情で、俺に助けを求めて──。

「まったく」

　だが、その表情はすぐに不敵な笑みに塗りつぶされた。

　──しまった。今のはフェイク。精神呪じゆ縛ばくが解けたふりをして、動きを止めるための罠わな。その証拠に、俺の身体はほんの一瞬だが硬直して──。

「だから兄さんは、優しすぎるって言ったんですよ」

　冷淡な言葉と共に。

　漆黒の刃で氷の鎖を切断した真由香が、俺に刃を振り下ろしていた。





×　　×　　×






　紅くれない。

　その瞬間、俺の目に映ったのは赤黒い血液だった。同時に身体からだのあちこちに焼けるような痛みが走り、膝ひざが乾いた大地に突くのを感じる。

　……ああ。

　俺は、斬きられたのか？

「冬とう夜やぁあああああっ！」

　朦もう朧ろうとしかけた意識を、ラピスの声が帰還させる。

　瞳ひとみに映ったのは胸を大きく斬り裂かれた自分自身の身体。──いや、胸だけじゃねえ。胸を斬られた後で、二の腕とふとももにも刃を奔はしらされちまってる。

　完かん璧ぺきに、機動力を奪われた。

「あれ？　もしかして、もう終わりなんですか、兄さん？」

　そして、首筋に触れる氷のように冷え切った感触。

《夜想曲ノクターン》の切っ先を、真ま由ゆ香かは俺の首筋に向けていた。

「残念です。兄さんの家族を守ろうとする気持ちは常軌を逸しています。だからこそ、兄さんは家族を守るときに常人以上の強さを発揮する。けど、それが弱点になってしまうときがある。たとえば──敵が家族のときとか」

「ぐっ……！」

　苦く悶もんの表情を浮かべる俺を見下ろしながら、真由香は口くち唇びるを吊つり上げた。

　──そうだ、今のは完璧に俺のミスだ。

　家族を守りたい。

　その衝動を、俺の戦う理由を、辻つじ峰みね冬夜の信念を……利用された。あの一瞬、俺は真由香が《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくから抜け出したと思ってしまった。

　そのほんのコンマ数秒が、勝敗を分けた。

「心配しないでください。兄さんの命までは奪いません。兄さんがさっき私にしようとしたように、峰打ちで気絶させます。兄さんは少し眠るだけです。まぁ、目が覚めたときにはもう手遅れになってるでしょうが」

「………っ！」

　それはつまり、真由香が──いや、《剣舞士の首飾りソードダンサー》が俺以外の全員を殺すということ。まだ《四銃奏カルテツト》を持ったアリスがいるが、今の真由香にはアリスだけじゃ太刀打ちできねえ。

「……ざ、けんなっ」

　出血のせいでもはや痛みすら感じなくなってきた意識を奮い立たせて、ゆっくりと右腕を上げる。

　そして、首に突き立てられようとしている刃を掴つかんだ。

　だが、震える手は刃を掴むことで精一杯。

　けど、それでも──！

「──殺させねえっ」

　胸に湧わき上がっている闘志を吐き出してから、ギリギリと《夜想曲ノクターン》を握り締める。

「へぇ、まだそんな力が残っていたんですね」

「……当たり前だろ。聞こえてるか、《剣舞士の首飾りソードダンサー》。いつまでも真ま由ゆ香かをてめえの操り人形なんかにはさせねえ。俺が……真由香を取り戻す」

「あははっ！　剣を掴つかむことがやっとの兄さんに何ができるんですか！　それに、たとえ私が操られていたとしても……これは私が望んでいたことなんですよ！　私は兄さんのことが好きなんです！　そして、他ほかの人が邪魔なんです！　だから──」

「ああ、そうだな。もしかしたら、真由香は心のどこかでそう思ってたのかもしれねえ」

　唐突に話を遮られて、真由香は「えっ──」と硬直していた。

「……なんだ。じゃあ、兄さんも私がそうだって認めるんですね？　好きな人を手に入れるためなら、誰だれかを殺すような人間だって」

「バカか。そんなわけねえだろ？　真由香は……俺なんかのことを好きだって言ってくれた。そして、心のどこかで俺の周りにいる女に敵意を抱いたかもしれねえ。だけど、真由香は……本当の真由香はそんな気持ちに負けたりしない」

「………」

「なあ、《剣舞士の首飾りソードダンサー》。てめえは知らねえだろうが、俺は真由香の家族だ。あいつとは十年以上も同じ家で暮らしてきた。だから、俺はてめえよりあいつのことを知ってる。俺が知ってる辻つじ峰みね真由香は──」




　そこまで、弱い女の子じゃねえ。




「あいつは、強い。だから俺を手に入れるために他の人間を殺すとか、そんな考えには支配されない。自分の欲望を制御できないのは、獣だけだ。真由香は強いが、獣じゃねえよ。ちゃんと理性を持った人間だ」

「───っ！　勝手なことを！　兄さんが私の何を知って──」

「知ってるよ。少なくとも、俺たちは十年以上も一緒に暮らしてきたんだ。まだまだ知らねえこともあるだろうが、きっと俺が辻峰真由香って人間を一番理解してる」

　思い出せ。

　子供の頃ころから一緒に育ってきた真由香の姿を。

　鍛錬のために数えきれないほど刃を交えた真由香の姿を。

　そして、俺みたいな人間を好きだって言ってくれた──真由香の姿を。

　毎日毎日、俺は真由香のことを見てきたんだ。

　だから、知っている。

　いや、信じられる。

「聞け、《剣舞士の首飾りソードダンサー》」

　ぎゅっと刃を握り締めすぎたせいで掌てのひらから血液が零こぼれるのを感じながら、俺は言葉を吐き出した。




「真ま由ゆ香かは、てめえなんかに負けない」




「───っ！」

　その言葉に、はっきりと、真由香の表情が歪ゆがんだ。

　まるで、苦痛を堪こらえるように。

　そして──。

「うるさい！」

　まるでその苦痛を誤魔化すかのように、俺の顔を蹴けり飛ばした。その衝撃で、刀を握っていた手が離れてしまう。

　そのまま仰向けに倒れた俺を真由香は見下ろしながら。

「だったら、証明します」

　血に濡ぬれた切っ先を、静かに振り上げた。

「ここで兄さんを殺して、兄さんの考えが間違いだったって証明してあげます」

「ああ、いいぜ。やってみろ」

「………っ！　随分余裕ですね？　言っておきますが、これはハッタリではありませんよ？　このままでは兄さんは確実に──」

「だったら、試してみればいいだろ？　さっさと、その刃を俺に振り下ろしてみろ」

「くっ──！」

　ぎゅっと、真由香は俺の言葉に口くち唇びるを噛かみしめた。

　そして、柄つかを握る腕に力を込めてから。

「わかりました。さよなら、兄さん」




　俺の心臓に、刃を突き立てた。




「──えっ？」

　けれど。

　真由香の刃は、俺の皮膚に辿たどり着いたところで静止していた。

　その腕はカタカタと震えている。

「嘘うそ……どうして……」

　そして、その震えは声にまで伝染する。まるで波紋のように震えは真ま由ゆ香かの全身に伝わっていき、彼女は苦しそうに表情を歪ゆがませた。

「違う……私は兄さんを殺さなくちゃいけなくて……あれ……どうして？　お、おかしい、どうして私は兄さんやみんなを……ち、違う違う違う。殺さなくちゃいけないんだ。そうしなくちゃいけないはずなのに、なのに、なのに、どうして……」

　カタカタと俺に突き立てた刃すら震わせながら、瞳ひとみを潤ませる真由香。

　──違う。

　これはさっきの罠フエイクとは違う。

　戦ってる。

　真由香も必死に《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくと戦ってるんだ。

「ぐっ……あああああっ！」

　再び《夜想曲ノクターン》の切っ先を掴つかんでから立ち上がるが、俺に出来たのは刃を退けることだけ。真由香から《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪うだけの力は残っていない。明らかな出血多量。さっきの攻防で体力スタミナを軒並み奪われちまった。

　俺一人じゃ、真由香を助けられない。

　こんなときに、あの人が。













　梨り央お姉ねえが、いてくれたら──。




「がんばったじゃねーか、おにーさん」




　その刹せつ那な、空気を震わせたのは掠かすれ切った声だった。

「!?」

　同時に疾走する黒い影。

　セツナだ。《魔狼フエンリル》の第二獣化形態を発動させた彼女は、震える真ま由ゆ香かに一撃シヨルダータツクルを叩たたき込んでいた。

「………っ！　セツナ！」

「心配すんな！　殺しちゃいねーっ！」

　真由香を吹っ飛ばした後で、俺の声に応こたえるセツナ。

　おそらく、七なな海みの能力で傷を治してもらって──いや、ひょっとしたら、まだ完治してないんじゃねーか？　真由香に切断された右手は繋つながっているが、彼女の肌はひどく青ざめ、呼吸は荒くなっているように思えた。

　それでも、セツナは戦場に跳びこんできてくれた。どうしてかその姿に、梨央姉の……俺たちを守って死んだ家族の面影が重なった気がした。

「これで終わりだ！」

　そして、セツナは白髪を振り乱しながら疾走。

　さきほどの一撃で吹っ飛ばした真由香。おそらくはその手から《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪うつもりなのだろう。対して、真由香は地面に倒れ伏したままピクリとも動かない。ひょっとしたら、セツナの一撃のせいで意識が飛んでいるのかもしれない。

　──勝った。

　第二獣化形態になったセツナの疾はやさなら真由香が意識を取り戻す前に《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪えるはずで──！




「──残念だが、終わるのはきみの方だ」




　だが、そこで響いたのはひどく冷淡な声だった。

「!?」

　同時に、奇妙な現象が起きた。

　あまりにも唐突に、倒れ伏していた真由香の姿が消えたのだ。

「なっ──」

　目の前で起きた現象に、目を見開くセツナ。そして、次の瞬間──恐ろしいことに、真由香の身体はセツナの背後へと回り込んでいた。

　この光景を、俺は知っている。

　瞬しゆん転てん。

　辻つじ峰みね梨り央おの切り札にして、ウィッチクラフトの強化を全開にする禁じ手。真ま由ゆ香かの身体からだは消えたんじゃねえ。正確には俺の視覚ではとらえきれないほどの疾はやさで移動しやがったんだ。そのまま、一瞬でセツナの背後に回り込んだ──！

「消失音階サイレント」

　そして、呪じゆ文もんじみた言葉を呟つぶやいた後で、真由香は背後からセツナの胸を貫いた。

「……ぐっ、がはっ!?」

　同時に血ち反へ吐どをぶちまけるセツナ。

　その身体を貫いたのは、黒い影を纏まとった《夜想曲ノクターン》の刃。ウィッチクラフトの魔術を破壊する剣は、いとも簡単に《魔狼フエンリル》の装甲を射貫いていた。

「て、てめえ！」

　瞬間、動き出すセツナ。

　胸を貫かれながらも、彼女の闘志は折れていなかった。血に染まった口くち唇びるを噛かみしめながら、彼女は両腕で自分の胸から生えた刃を掴つかもうとしたが、

「!?」

　その腕は、空を切る。

　またもや真由香の姿が消えて──いや、違う。瞬転だ。一瞬でウィッチクラフトの強化を全開にし、身体能力を限界まで上昇させてセツナの身体から離れやがったんだ。

　そして、彼女の行く先は──。

「はじめまして。ようやく会えたね」

「───っ！」

　俺の、真横。

　朦もう朧ろうとする意識の中で立ち上がった俺のすぐ傍そばで、彼女は嗤わらっていた。

　──違う。

　コイツは真由香じゃない。真由香は瞬転なんて技は使えないし、こんな表情で嗤ったりなんかしない。それに、今のセリフ。

　俺はこの言葉を聞いたことがある。

《蜃気楼ミラージユ》。

　土砂降りの雨の中、俺は重騎士を蒐しゆう集しゆうするためにラピスの力を借りてあいつと対話したんだ。そして、今の言葉は深層対話室であいつが俺に初めて言った挨拶セリフで──！

「……あんた、まさか……」

　俺の隣に立っている真由香の姿をした彼女に、ラピスは──魔女の最高傑作と謳うたわれたウィッチクラフトは震える声で話しかけていた。

　その声に、彼女はクスッと微笑ほほえみを零こぼしてから。




「やあ、《蒼柩ラピスラズリ》。きみとこうして深層対話室の外で喋しやべるのは初めてかな」




　まるで踊り子のように、優雅な仕草で答えた。

　その言葉で、俺の中に芽生えた予感が確信へと変わる。

　遺産[image: ]７──《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　瞬しゆん転てんでセツナに傷を負わせ、今まさに真ま由ゆ香かの口を借りて喋っているのは、俺がかつて所有していたウィッチクラフトに違いなかった。





第２章　魔女







《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　それは俺が初めて所有者になったウィッチクラフト。遺産[image: ]７にして《Ⅸノウエム》の一角。その能力は刀剣変化と戦場舞踏。そして、ラピス曰いわく所有者を戦わせることに特化したウィッチクラフト。どんな素人でも達人みたいに剣を扱えるようになる。

　だが、彼女は所有者に戦わせることを拒否して、俺たちの前に姿を現した。

　辻つじ峰みね真由香。

　俺の従妹いとこの身体からだを乗っ取るという方法で。

　そして、その目的は──。

「───っ！」

　そこまで考えたところで、意識が覚かく醒せいした。

　瞳ひとみに映ったのは見慣れた天井。辻峰本家にある俺の部屋。どうやら俺は、自分のベッドに寝かされていたようだった。

「くっ──」

　バッと反射的に身体を起こす。

　身体からだの至るところに負っていたはずの傷は痛みと共にどこかに消えていた。おそらくは、七なな海みが治してくれたんだろう。

　けど、重要なのはそんなことじゃねえ。

「……八時？」

　自分の枕まくら元もとに置かれた時計を見て思わず呟つぶやいてしまった。

　昨日の《白兎ホワイトラビツト》との戦いが深夜だ。それから真ま由ゆ香かが《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくに侵されて……けど、真由香は懸命にそれに勝とうと足あ掻がいた。

　だからこそ、俺たちは勝利の糸を繰り寄せることができたんだ。

　なのに──。

「……冬とう夜や」

　そこでドアが開く音と共に聞こえたのは少しだけ幼い声。

《蒼柩ラピスラズリ》。

《白兎ホワイトラビツト》によって人質に取られ、《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介にされていた俺のウィッチクラフト。そう、俺たちは昨日コイツを取り戻すために戦った。そして、その目的は果たしたはずなのに──。

「目が覚めたのね。傷の方は大丈夫？」

「……おう。けど、ラピス。俺は……」

「落ち着いて。もしかしたら、あんたは少し記憶が飛んでるのかもしれないわ。あんなことがあったら、そうなっても無理はないもの」

「………っ」

　蒼あおい瞳ひとみを持った少女の言葉で、一気に記憶がフラッシュバックする。

　──そうだ。

　俺は昨夜、あいつと出会ったんだ。





×　　×　　×






「答えなさい、《剣舞士の首飾りソードダンサー》！」

　西洋墓地に響くラピスの悲鳴じみた詰問。

　その蒼い瞳の先にいるのは、辻つじ峰みね真由香──いや、真由香の身体を乗っ取って剣を振るった《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

《Ⅸノウエム》の一角に数えられるウィッチクラフトは、ついには自らの所有者の身体を乗っ取って動き始めていた。

「どうしてあんたが真由香の身体を……」

「ふむ。愚問だね、《蒼柩ラピスラズリ》。きみだってこれと同じような現象を一度は見たことがあるはずだ。《四銃奏カルテツト》に遺のこされた残留思念──確か、霧きり谷や雪ゆき哉やだったかな？　そこにいる《遺灰人形ウイツチドール》が彼に身体からだを乗っ取られたことがあっただろう？」

　そう言って、真ま由ゆ香か──いや、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は七なな海みを守護するように立っているアリスに目を向けた。

　確かに、コイツの言う通りアリスは過去にウィッチクラフトに遺された残留思念に意識を奪われ、身体を操られた。そして、俺たちに牙きばを剥むいたんだ。あのときのアリスは、間違いなく霧谷雪哉だった。

　それがウィッチクラフトの精神呪じゆ縛ばくの末路。

　じゃあ、真由香は……！

「残念だったね、霧谷雪せつ奈な。きみの一撃で、私の所有者は意識を失ってしまった。しかし、それは逆に私がこの子の身体を完かん璧ぺきに支配するきっかけになってしまったんだよ。まぁ、私の目的は元からこうして表に出てくることだったが」

「──待ちなさい。目的っていうのは、どういう意味？」

　今度は七海が訊たずねていた。

　深しん紅くの刻印を持った少女の問いに、《剣舞士の首飾りソードダンサー》はクスッと微笑ほほえみを零こぼしてから。

「決まっているだろう、《紅柩ピジヨンブラツド》。──戦い。それこそが私の目的だ。いわば《白兎ホワイトラビツト》と同じさ。私はずっと私と戦うのにふさわしい相手を探していたんだよ」

「………っ。それじゃ、あなたがお兄様や真由香さんのウィッチクラフトになったのは……」

「こういう展開に持っていくためさ。幸い、そこにいる辻つじ峰みね冬とう夜やは私の所有者になることで──成長した。そして、強くなった。元から魔女の血を色濃く受け継いでいたせいもあるだろうが、彼の強さは辻峰家最強と呼ばれた辻峰梨り央おすら越えているだろう」

「でも、あんたと冬夜が戦う理由は何も……」

「理由？　無粋なことを言わないでくれ、《蒼柩ラピスラズリ》」

　ふうっと息を吐ついてから、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は告げる。

「私と彼が殺し合うのに、理由なんていらない」

「なっ──」

「当たり前だろう？　それが私の行動理念であり、信念だ。ただ殺し合いたいから、戦う。一体どちらが強いのか、一体どちらが勝っているのか、一体どちらが戦いを楽しんでいるのか……ただそれを確かめたいんだよ。戦いに必要なのは理由ではなく、動機だからね」

「まるで……《白兎ホワイトラビツト》みたいなことを言うのね」

「ふむ。彼女の信念はなかなか興味深かったよ。強肉弱食ジヤイアントキリング。弱者が強者を斃たおす下げ剋こく上じよう。彼女はそんなものを求めて、戦いをしていた。けど、厳密に言えば私は彼女と違う。なぜなら──」




　私は、弱者じゃない。




　はっきりと、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は言い切った。

「断言しよう。私こそが最強だ。今きみたちが前にしているのは間違いなく最悪の敵だ。《白兎ホワイトラビツト》から聞いているだろう？　魔女を殺したのは、この私なんだよ？」

「───っ」

　冷徹な宣告に、ラピスが息を呑のんだ。

　──落ち着け。魔女が死んだのは五十年前。そして、《白兎ホワイトラビツト》が死に際に遺のこした言葉を思い出すなら、コイツこそが魔女を殺した張本人にして、ウィッチクラフトをこの音おと原はら市にバラ撒まいた人物。

　つまりは、元凶。

　五十年にも渡る魔女の子孫たちによるウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうの歴史。その始まりは、この女だっていうのか？

「まぁ、殺したと言ってもほとんど相打ちだったけどね。それに、今は詳しい説明をしてる場合じゃないがね。なにせ、今からとても面白いことが起きる」

「なっ──」

　その言葉に心臓が揺さぶられる。

　そして、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の視線の先にいるのは──セツナ。さきほどの一撃のせいで第二獣化形態が解けてしまった彼女は、傷口を押さえるようにして苦く悶もんの声を零こぼしていて──。

「！」

　ゾクッと。

　どうしてか、その姿に背筋が凍りついた。

　──なんだ？　はっきり言って、今のセツナは満身創そう痍いだ。真ま由ゆ香かから受けた傷。そして、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の瞬しゆん転てんによって受けた致命傷。おそらく学園の校庭で梨り央お姉ねえと戦ったとき以上の深手だろう。

　あれじゃ、もう何も──。

「……逃げろ」

　けれど、そこで俺の鼓膜に届いたのは、まるで必死に助けを求めるような声だった。苦痛、焦燥、憤ふん怒ぬ、憎悪……そんな負の感情を精一杯抑え込んでいるような悲鳴。セツナは、血に染まる大地に座り込みながら一人何かを堪えていた。

　そして──。




「あぁあああああああアアアアアアアアアアアアアアッ！」




　墓地の空気を戦慄わななかせたのは、獣じゆう咆ほう。

　白髪を振り乱しながらも、セツナは白み始めた夜空に向かって叫び声を上げる。

　まるで、自分の内に溜たまった何かを解き放つように──！

「これが、《魔狼フエンリル》の所有者の末路さ」

　雄叫おたけびを上げるセツナを見つめながら、《剣舞士の首飾りソードダンサー》が言った。

「きみも知っているだろう？　《魔狼フエンリル》には獣化変身以外にもう一つの能力がある。それが、略奪。自分以外のウィッチクラフトを取り込み、文字通りその魔力を自らのものにする能力だ。彼女がああなってしまったのは、その力が原因だ」

「原因って……なんでそんな……」

「簡単だよ。霧きり谷や雪せつ奈なはおそらくウィッチクラフトの所有者として優秀だったんだろう。元霧谷家当主で、最強のウィッチクラフトと謳うたわれた《魔狼フエンリル》の所有者にすらなれたんだから。しかし──」




　彼女は、今の《魔狼フエンリル》の力をすべて使いこなせていなかった。
















「おそらく、彼女が今まで略奪したウィッチクラフトは十数個。下位の遺産[image: ]ばかりならよかったが、それには《白兎ホワイトラビツト》のように上位の遺産[image: ]も含まれているだろう。簡潔に言うなら──彼女はウィッチクラフトを狩りすぎたんだ」

「………っ。まさか、今のセツナは……」

「きみの推測通りさ。《魔狼フエンリル》の魔力を制御できていない。きっと、彼女は普段から無意識のうちに《魔狼フエンリル》の力を抑えてきたんだろうね。そうじゃないと、取り込んできた魔力が暴発してしまう。そして、その天性の制御力バランスこそが彼女の才能でもあり、強さでもあった。だが、」

　──私がそれを壊した、と。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》は苦しむセツナへと歩み寄っていく。

「さきほどの一撃は間違いなく致命傷。だからこそ、今の彼女はもう《魔狼フエンリル》の魔力を制御しきれない」

「なっ……じゃあ……」

　それは最悪の発想だった。遺産[image: ]４《魔狼フエンリル》に元から宿っていた魔力。そして、《魔狼フエンリル》が略奪して自らのものにしてきたウィッチクラフトの魔力。

　──もし。

　所有者セツナが瀕ひん死しの重傷を負ったことで、その力が暴走しかけているとしたら──！

「!?」

　そして、変化は突然だった。

　血に塗まみれたセツナの身体からだが、跳ぶ。

　その先にいるのは、さきほど自分に致命傷を負わせた《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　まるで獲物に襲い掛かる狼おおかみのように。

　跳躍の勢いそのままに、セツナは全身全霊の一撃を彼女の脳天に振り下ろして──。

「………っ!?」

　直後、大地が爆はぜた。

　まるで地震にでも襲われたかのように、墓地全体が大きく震える。舞い上がる土砂と土煙。その中心にあるのは、まるで巨大な怪物の爪つめにでも抉えぐり取られたように陥没して──いや、割られた地面。

　そして、セツナ。

　自分が穿うがったかつてないほどの痕破跡壊の中心で、彼女は飢えた獣のように息を整えていた。

「素晴らしい！」

　そんなセツナに賞賛の声を飛ばすのは《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　おそらくは瞬しゆん転てんでセツナの一撃を回避したんだろう。彼女は剣を──《夜想曲ノクターン》を構えたままで嗤わらっている。その表情に浮かんでいるのは、興奮、愉悦、快楽、そして──狂気。

　間違いなく、彼女はこの状況を愉たのしんでいる。

「さすがだ、霧きり谷や雪せつ奈な。きみが《魔狼フエンリル》をここまで育ててくれた。おそらく今のきみならたった一人で魔女の人形ゴーレムにすら勝てる。それほどまでに、暴走して魔力をすべて解放した《魔狼フエンリル》は強いだろう。そして──」




　この身体からだを試すのに、ふさわしい。




　消失音階サイレント、と。

　再び黒い影を剣に纏まとわせてから、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は告げた。

「今のきみは狼おおかみだ。だが、悪い狼を狩るのはいつだって人間の仕事。そう、今度はきみが狩られる番だ。さあ──立ち上がれ、顔を上げろ、牙きばを剥むけ。そうやって私に挑んで来い、霧谷雪奈」

「………っ」

　ギリッと、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の挑発にセツナは血に染まった口くち唇びるを噛かみしめた。

　おそらくは、《魔狼フエンリル》が暴走しているせいで意識すら朧おぼろなんだろう。

　それでも、

「……うるせーよ」

　白髪の少女は、まるで絞り出すように──叫んだ。




「アタシをその名前で呼んでんじゃねえッ！」




　その咆ほう哮こうが、合図だった。

　恐ろしいことに、セツナがスタートを切っただけで、彼女の足元の地面がまたもや爆はぜた。そのまま、まるで神風のように彼女は大地を疾駆する。

　おそらくは、全身全霊の一撃。

《魔狼フエンリル》に備わった魔力と今まで奪ってきたウィッチクラフトの魔力。

　彼女が持てる力のすべてを込めた右ストレート。

　その拳こぶしが、《剣舞士の首飾りソードダンサー》に突き刺さろうとして、




「さよなら、セツナ・ヴァレンタイン」




　次の瞬間には──すべてが終わっていた。

　痛いくらいの静寂が墓地を覆い尽くす。

　その中心にいるのは、セツナと……彼女の左胸を《夜想曲ノクターン》で貫く《剣舞士の首飾りソードダンサー》の姿。

　あまりにも鮮やかすぎる一刺しカウンター。セツナの渾こん身しんの一撃を完かん璧ぺきに見切り、躱かわした彼女は──ただ静かに敵の急心所臓を貫いていた。

「───っ」

　──そのとき。

　俺は、なぜさっきセツナの姿を梨り央お姉ねえと見間違えたりしたのかわかった気がした。

　だって、あのときのあいつはよく似ていたんだ。




　──大丈夫かな、冬とう夜やくん。




　そう言って、俺を守ってくれた梨央姉に。

　自分の命を犠牲にしてまで家族を救ってくれた梨央姉に。

　どうしようもなく、似ていたんだ。

「……セツナ！」

　静寂を破るように叫んだのは、ラピスだった。

　まるでその叫びに応じたように、セツナの身体からだが乾いた大地に崩れ落ちる。

「これで、《魔狼フエンリル》は私のものだ」

　まるで勝ち誇るように、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は微動だにしないセツナの首から《魔狼フエンリル》を外しやがった。

「……《剣舞士の首飾りソードダンサー》。あんた……」

「ん？　何を不思議そうにしているんだい、《蒼柩ラピスラズリ》？　《魔狼フエンリル》の所有者は死んだんだ。だったら、これは私がいただいてしまっても構わないだろう？」

「………っ」

　その言葉に、ラピスが口くち唇びるを噛かみしめる。

　……あり得ない。

　目の前の現実を認めたくない自分の頭が、必死にそう叫んでいた。

　いくらなんでも、圧倒的すぎる。

　あのセツナが、こんなにもあっけなく斃たおされるなんて……。

「ふふっ。そんな顔をしないでくれ、辻つじ峰みね冬夜。言っておくが、さっきの勝負はかなりギリギリだったのだよ？　攻撃は戦場舞踏で見切っていたが、ほんのコンマ数秒でも瞬しゆん転てんを使うタイミングが遅れたら、こうなっていたのは私だった」

「………っ！　そもそも、なんであんたが瞬転を……」

「別に不思議がることはないだろう？　何も瞬転は辻峰梨央やきみだけの専売特許じゃない。きみたちが生まれるはるか昔に、極めていた人間がいたんだよ。それが私だっただけの話だ」

「くっ──！」

　はるか昔、だと？

　確かにコイツは以前深層対話室でまるで中世の頃ころの騎士が着るような鎧よろいを着ていた。ひょっとしたら、コイツは俺たちの時代よりずっと以前に生まれた人間なのか？　だとしたら、どうしてそんなヤツが──五十年前にこの街で魔女を殺せたって言うんだ？

「話はここまでだ。詳しくは──灰はい原ばら家の当主に聞くといい。《夜魔ヴアンパイア》の所有者である彼女なら、私の正体について答えられるかもしれない」

「なっ……」

　どういうことだ？

　灰原家の当主は──灰原イツキ。

　あいつが、何か知っているって言うのか？

「では、また近いうちに会おう。そのときまで、彼女の身体からだは預かっておくよ」

　そう言って、まるで幻のように。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》の姿は消えてしまった。おそらくはまた瞬しゆん転てんを使った移動だろう。文字通り、影も形もなく彼女は退場してしまった。

　──いや、そんなことより。

「セツナ！」

　傷でおぼろげな意識のままで、倒れ伏したセツナのもとへと向かう。

　仰向けに倒れた彼女の身体を抱き起こすが、その肌はひどく冷たい。

　まるで梨り央お姉ねえが死んだときみたいに──。

「お兄様！」

　後ろから俺を呼ぶ声。

　振り返ると、ラピス、七なな海み、アリスが来てくれた。

　そうだ。

　七海の治癒を使えば、こんな傷は……。

「………っ」

　けれど、倒れたセツナに七海が追いついた瞬間、彼女は息を呑のんだ。

　そして──。

「……ごめんなさい」

　彼女は、まるで自分の不ふ甲が斐いなさを悔いるように呟つぶやいた。

「完かん璧ぺきに、心臓を貫かれてしまっている。この傷を治すのは私でも無理よ」

「なっ……何言ってんだよ？　だって、おまえの能力は……」

「ええ。私の能力は治癒。けど、それは私の魔力を流し込んで対象者の身体を活性化させて傷を癒いやすもの。《血核ハートレス》のような蘇そ生せいじゃない。だから、今のセツナさんを治すことは……」

「そ、そんな……」

　絶望が、音を立てて俺の思考を浸食してくる。

　信じたくない。信じたくない。信じたくない。だってセツナはどんな傷を負ってもその度に立ち上がって、俺たちの前に現れてきたじゃねえか。

　だから、今回も……。

「……チッ。なんで、てめーがそんな泣きそうな顔してんだよ」

「！」

　ドクンッと、その言葉に心臓が震える。

　視線を下ろすと、俺の腕の中でセツナは小さくだが瞼まぶたを開けているように見えた。

「………っ。嘘うそっ。心臓が破壊されたのに、どうして……」

「し、知らねーよ。ひょっとしたら、アタシが所有者だった……《魔狼フエンリル》の魔力がまだこの身体からだに残ってたのかもな。だから、最期に少しだけ喋しやべる力をくれた……とか。なあ、そうだろ？」

　──梨央、と。

　どうしてか、セツナは俺を見つめながら梨り央お姉ねえの名前を呼んでいた。

「………っ」

　もしかして、わからないのか？

　俺が、誰だれだか。

　いや、それよりも梨央姉はもう死んでしまっている。それはセツナだって十分承知のはずだ。なのに、どうして梨央姉の名前を呼んだんだ？　ひょっとしたら、記憶すら混濁するくらいに意識が朦もう朧ろうと──いや、消えかけてるのか？

　セツナの、命が。

「……悪いな、梨央。負けちまったよ。三年前に……てめえを一度殺しちまってから、アタシはずっとウィッチクラフトを狩り続けてきた。たぶん……そうやって自分なりに償いたかったんだ」

「セツナ……」

「けど……アタシは、負けた。もうどうやって負けたかすら覚えてねーが……アタシはもうダメだ。この身体は《魔狼フエンリル》が遺のこした魔力に生かされてるだけ。《紅柩ピジヨンブラツド》でも治せねー。もうすぐ……ただの抜け殻になる」

「………っ」

　……ふざけんな。

　どうして、俺はこんな気持ちになる？

　初めて会った頃ころから、コイツはずっと俺たちの敵だった。そして、俺の家族を一度殺した仇かたきだ。それはウィッチクラフトの暴走っていう原因があっても変わらない。《白兎ホワイトラビツト》を斃たおすために共闘したが、それが終わったらまた敵同士になるはずだったんだ。

　なのに、どうしてだ？

　どうして、こんなに胸が痛む？

　なんでコイツの姿が……俺たちを守って死んだ梨り央お姉ねえと重なるんだよ!?

「……梨央」

　まるで別れを惜しむように、セツナは再び梨央姉の名を呼んだ。

　……チクショウ。

　俺は何もできないのか？

　今目の前で、一人の女の子が死のうとしている。

　霧きり谷や雪せつ奈な。

　霧谷家の元当主にして、梨央姉の親友だった女の子。セツナが自ら語った話を思い出すなら、コイツにとって梨央姉は大切な存在だったんだ。

　孤独。

　霧谷家の複雑な家庭環境で育った雪奈は、ずっと孤独だったんだ。

　だけど、梨央姉と出会って、変わった。

　変われたんだ。

　そして、敵ながらも俺たちのために戦ってくれた。

　なのに、梨央姉はもう──。




　──ごめんね、冬とう夜やくん。




「えっ──」

　けれど、唐突に頭の中で響いたのは懐かしい声だった。

　辻つじ峰みね梨央。

　死んだはずの辻峰家六代目当主。

　その声は、俺の右手に握られた《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》から響いていて──。




　──ちょっとだけ、身体からだを貸してくれないかな？




「───っ」

　──そうだ。

　梨央姉は、まだここにいる。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》に遺のこされた残留思念。おそらく所有者である俺の意識が不安定なために表に出て来られたんだろう。

　彼女は、俺の身助体けを求めていた。

「──わかったよ、梨り央お姉ねえ」

　頭の中で響いた声に応こたえる。

　その瞬間、何かが身体からだに入ってくるような奇妙な感覚を覚えた。

　そして──。

「やあ、せっちゃん」

　俺の口から零こぼれたのは、紛れもなく辻つじ峰みね梨央の声だった。ウィッチクラフトによる精神呪じゆ縛ばく。《剣舞士の首飾りソードダンサー》が真ま由ゆ香かの身体を操っていたように、梨央姉が俺の身体を操作していた。

　今間違いなく、俺の身体の制御は梨央姉に移っている。

　だから俺には祈ることしかできない。

　──頼む。

　続いてくれ。

　少しでも長く、続いてくれ。

　梨央姉とセツナ。

　この二人は友だち同士だったんだ。

　だったら……最期の瞬間ぐらい、二人で話すことができても──。




「──ありがとう、せっちゃん」




　しかし。

　現実は残酷だった。




「──おう。ありがとな、梨央」




　二人の会話はたった一度のやり取りで終わった。

　終わらざる、をえなかった。

「……セツナ」

　白髪の少女が、俺の呼びかけに再び応えることはなかった。

　セツナ・ヴァレンタイン。

　彼女の本当の名前は霧きり谷や雪せつ奈な。

　魔女の血統という運命に翻ほん弄ろうされながらも、最期まで自分の意志を突き通そうとした女の子。

　最期にその表情に刻まれたのは──微笑ほほえみ。

　いつものセツナとは違う、普通の女の子のような安らかな表情。

　けれど──。

「冬とう夜や!?」

　ひょっとしたら、これが彼女の本当の笑顔なのかもしれない。

　そんなことを思った瞬間、傷を負ってとっくに限界を超えていた俺の意識は途切れていた。





×　　×　　×






「──畜生っ！」

　辻つじ峰みね本家の自室。

　昨夜の出来事をすべて思い出した俺は、ベッドの脇わきの壁を力任せに殴打していた。

　セツナが、死んだ。

　その事実を受け止めきることができない。それに、梨り央お姉ねえが死んだときはウィッチクラフトをすべて集めれば生き返らせることができるかもしれないという希望があった。

　だけど、九十九のウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしても叶かなえられる願いは一つだけ。

　おそらく生き返らせることができるのは、一人だけだろう。

　だから、俺は梨央姉を生き返らせようと思っていたんだ。

　なのに──！

「───っ」

　セツナまで、死んでしまった。

　……どうしたらいい？

　誰だれか一人しか助けられないのなら、俺は梨央姉を助けるべきだ。けど、セツナは梨央姉の親友だったんだ。親友の代わりに自分を生き返らせることを、梨央姉はどう思うんだ……？

「落ち着いて、冬夜」

　そこで、温かい感触が俺の頭に触れる。

　ベッドの上で悔やむ俺を慰めるように、ラピスが身体からだを抱きしめてくれていた。

「ラ、ラピス……」

「……ごめん、ね？　あんたはわたしの所有者だけど……わたしはこうするくらいしかできない。でも……お願いだから、今は冷静に──」

「ふざけんなっ！　おまえに俺の何がわかるって言うんだよ！」

　これはただの八つ当たりだ。

　心の中でそんなことを思いながらも、俺は自分を止めることができなかった。

「梨り央お姉ねえが死んで、ついにはセツナまで死んだんだ！　あいつは敵だったけど……それでも、梨央姉の親友だった！　なのに、あいつは俺たちを助けようとして殺されたんだぞ!?　俺の……俺たちのせいで……！」

「──そうね。わたしを取り戻すための戦いに参加しなければ、梨央もセツナも死ななかったと思う」

「──あ、」

　その瞬間、ようやく俺は自分の愚かさに気付いた。

　熱した鉄のようだった心が、氷のように冷却される。俺たちが《白兎ホワイトラビツト》と戦ったのは何のためだ？　あいつを斃たおして、ラピスを取り戻すためだったじゃねえか。そして、梨央姉もセツナもその戦いが原因で命を落としちまったようなもんだ。

　そのことを、助けられたラピス自身が悔やんでないわけがないじゃねえか……！

「……すまない、ラピス。無神経なことを言っちまった」

「ううん、いいのよ。わたしだって……まだ状況を受け入れきれてないわ。梨央は、わたしにとっても大事な家族だった。そして、セツナは梨央にとって大事な人だった。だから、冬とう夜やが叫びたくなる気持ちもわかる。けど……これだけはわかって欲しいの」

　そう言って、ラピスは蒼あおい瞳ひとみで俺を真まっ直すぐ見つめてきた。

「わたしたちには、やらなくちゃいけないことがある」

「………っ。それは、《剣舞士の首飾りソードダンサー》のことか？」

「ええ。当然だけど、あれから真ま由ゆ香かは行方不明。《剣舞士の首飾りソードダンサー》の次の行動も予測不能よ。ひょっとしたら、今すぐこの辻つじ峰みね本家を襲ってくるかもしれない。だから、わたしたちに今必要なのは──話し合いよ」

「は、話し合いって……」

　誰だれと？　そんな疑問を口にする前に、ラピスは俺の手を引いて廊下へと連れ出していた。そして、辻峰本家にある居間へとたどり着く。

「おや。辻峰くんも起きたんすか」

　直後、俺たちを出迎えたのはどこか間の抜けた声。視線を向けると、そこにいたのは俺たちが通う千せん羽ば学がく園えんの制服の上に黒い外套マントを身に纏まとった女の子。

　灰はい原ばらイツキ。

　昨晩《剣舞士の首飾りソードダンサー》が名前を挙げた、遺産[image: ]６《夜魔ヴアンパイア》の所有者だった。

「イツキ？　なんでおまえがここに？」

「いえいえ。イツキは七なな海みさんに呼び出されただけっすよ。なんでも、霧きり谷や家の当主としてお話があるとかで。それで──大体の事情は聞いたっす。まゆっちのことも……」

　顔を俯うつむかせるイツキ。

　無理もない。コイツは真ま由ゆ香かと中学時代からの友だちだったんだ。いくら灰はい原ばら家が絶対中立という立場を取っていて直接的に蒐しゆう集しゆうに関かかわることを禁じられていたとしても、友だちのことは心配なんだと思う。

「お兄様。やっと全員揃そろったことだし、そろそろ本格的な話を始めようかと思うんだけど、大丈夫？」

　心配そうに話しかけてきたのは七なな海みだった。

　その表情は疲労に塗まみれ、目の下には微かすかにくまができている。さっきまで眠っていた俺とは違って、もしかしたらコイツは一睡もしていないのかもしれない。おそらく自分が置かれた状況のせいで、眠ることすらできなかったんだろう。

　彼女の隣では、メイド服姿のアリスが疲労困こん憊ぱいの主を心配そうに見つめていた。

「──ああ。大丈夫だ」

　ぱんっと自分の頬ほおを両手で叩たたいてから、俺はまるで自分に言い聞かすようにそう告げた。

　──もちろん、ショックから立ち直ったわけじゃねえ。

　人が二人も死んでるんだ。

　けど──それでも今は進むしかない。

　じゃないと、梨り央お姉ねえとセツナの死すら無駄になっちまう。

　そんな恐怖感が、折れかけた俺の心を強引に奮い立たせていた。













「わかったわ。じゃあ、話を始めましょう」

　まるで場を仕切るように、七なな海みが口を開いた。

「今の私たちが置かれた状況はかなり絶望的よ。真ま由ゆ香かさんは《剣舞士の首飾りソードダンサー》に意識を乗っ取られ、《魔狼フエンリル》も奪われてしまった。そして、彼女がいつ襲ってくるかすらわからない」

「そうね。本当だったら、呑のん気きに話なんかしてないで逃げるべきなのかもしれない。けど、わたしたちウィッチクラフトはリリィが張った結界のせいでこの街から逃げ出すことができないわ。だから、こうして人を集めて、話し合うしかないの」

「でも、どうしてイツキが呼ばれたんすか？　さっきまでは昨晩の経緯を聞いてましたけど、肝心の理由を聞いてませんでしたよね？　言っておくけど、灰はい原ばら家には絶対中立っていう掟おきてがあるから、ウィッチクラフト蒐しゆう集しゆうへの参加は──」

「けど、話ぐらいならできるでしょ？」

　問い詰めるように、ラピスが言った。

「昨日《剣舞士の首飾りソードダンサー》が言ったのよ。『詳しくは灰原家の当主に聞くといい。《夜魔ヴアンパイア》の所有者である彼女なら、私の正体について答えられるかもしれない』って」

「えっ……そんなことを言われても。イツキは《剣舞士の首飾りソードダンサー》の正体に心当たりはないっすよ」

「イツキ、ホントなのか？」

「さすがにこの状況でいつものジョークが飛ばせるほどイツキはバカじゃないっすよ。知ってたらとっくに答えてるっす」

　真剣な表情で答えるイツキ。

　だとしたら、昨日の《剣舞士の首飾りソードダンサー》の言葉はどうなる？　それとも、あれは俺たちを欺くための嘘うそだったのか？

　けど、だとしたらどうしてコイツの名前を挙げたんだ？

　灰原イツキ。

《夜魔ヴアンパイア》の所有者である彼女の名を──。

「──あ、」

　俺がイツキの纏まとった《夜魔ヴアンパイア》を見つめていると、ラピスが声を上げていた。彼女の瞳ひとみは、俺と同じように漆黒の外套マントを見つめている。

「ひょっとしたら、わたしたちが話すべきはイツキじゃなくて、《夜魔ヴアンパイア》なのかも」

「？　どういうことだ？」

「冬とう夜やもわたしの封印以外の能力は知っているでしょ？　──対話。ウィッチクラフトの意志や所有者が死ぬ間際に遺のこした残留思念と会話するのが、わたしの能力。そして、今思い出したことなんだけど──過去に、リリィが《夜魔ヴアンパイア》を使ってたことがあるの」

「なっ──」

　魔女は《夜魔ヴアンパイア》の所有者だった。

　つまり、それは──。

「ひょっとして、《夜魔ヴアンパイア》の中には魔女が遺のこした残留思念があるかもしれないってことか？」

「……ううん、わからないわ。所有者がウィッチクラフトに意志を遺すときは、大抵自分が死ぬ間際なの。死に瀕ひんしたときに抱いた強い感情。それが残留思念となってウィッチクラフトに遺る。リリィが《夜魔ヴアンパイア》を死ぬ間際に使っていたかはわからない。けど、可能性はあるわ」

「可能性？」

「リリィが《夜魔ヴアンパイア》に自分の意志を遺している可能性よ。たとえ死ぬ間際じゃなくても、リリィなら──魔女と呼ばれたあいつなら、ウィッチクラフトに自分の意志を遺すことができたかもしれない」

「………っ。じゃあ、魔女に話を聞くことができれば──」

「《剣舞士の首飾りソードダンサー》の正体がわかるかもしれない。正体がわかれば、対策もわかるかもしれないわ」

「対策……」

　だが、そんなものが簡単にわかるのか？

《夜想曲ノクターン》と瞬しゆん転てんを完かん璧ぺきに使いこなし、《魔狼フエンリル》すら手に入れた。そして、日々の鍛錬と蒐戦集いで鍛え抜かれた真ま由ゆ香かの身体からだを手に入れたあいつに──勝てるのか？

「今は考えてる時間すら惜しいわ」

　俺の思考を遮るように、七なな海みが口くち唇びるを動かした。

「《夜魔ヴアンパイア》に遺された意志が魔女の可能性がある以上、今すぐ対話をしましょう。お姉様の対話は、お姉様以外の人も二人参加できるのよね？」

「ええ……って、まさか、七海……」

「そう。その内の一人は私にして欲しいの」

　彼女の様子は、ひどく真剣に見えた。

　──ひょっとしたら、七海は魔女と会ってみたいのかもしれない。ラピスは十六年間魔女と暮らしていたが、七海が完成したのは魔女が死ぬ直前だった。たぶん満足に会話を交わしたことすらないのだろう。

　もちろん、それ以外の理由もあると思う。

　梨り央お姉ねえがいなくなった今、おそらくもっとも策略に長たけているのは七海だ。だとしたら、魔女と対話することにもきっと意味があるだろう。

　そして、もう一人を選ぶとしたら──。

「──ラピス。もう一人は俺にしてくれ」

「冬とう夜や……」

「瞬しゆん転てんを使えるようになった以上、たぶん辻つじ峰みね家で一番強いのは俺だ。《剣舞士の首飾りソードダンサー》の強さには及ばないかもしれねえが……それでも、俺は魔女の意見を直に聞きたい」

「………」

　少しだけ考え込んだ後で、ラピスは「わかったわ」と頷うなずいてくれた。

　そして、ゆっくりと腰を上げたラピスはイツキのもとまで歩いていって、彼女の外套マント──《夜魔ヴアンパイア》に触れた。そのまま、もう一方の手を俺と七なな海みの方に伸ばしてくる。

　ドクンッと、心臓が大きく脈打った。

　俺たちが今から会うのは、魔女──リリィ・ヴァレンタイン。昨晩戦った人形ゴーレムと違って、ちゃんと意識を持った彼女なんだ。九十九のウィッチクラフトを創つくり出だした、俺の祖先でもある。

　正直、緊張しないと言ったら嘘うそになるが、

「頼む、ラピス」

　ほとんど同じタイミングで、七海と一緒にラピスと掌てを重ねる。

　これが対話の手順。

　こうしてラピスがウィッチクラフトと俺たちを繋つなぎ、深層対話室への扉が開かれる。

「じゃあ、行くわよ？」

　おそらくは、魔女と会うことに緊張しているんだろう。ラピスが不安を押し殺したような声で言った。

　そして、視界が、思考が、意識が、白く塗りつぶされていく。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　すべての始まりである魔女との対話が、始まる。

「───っ！」

　瞼まぶたを開けた瞬間、そこにあったのは純白の世界。

　──深層対話室。

　そこにいたのは、何も身に着けていない俺、ラピス、七海。

　そして──。




『──珍しいな』




　聞き覚えのない声が響く。

　しかし、それはどこか懐かしい気がした。

「………っ」

　その声を聞いた瞬間、俺の隣にいたラピスが小さく息を呑のんだ。

　彼女の蒼あおい瞳ひとみに映っているのは、銀髪に黒いドレスを着た女性。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　純白の世界の中で、魔女は静かに佇たたずんでいた。
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「──リリィ！」

　魔女を目にした途端、ラピスは彼女の方へと走り寄っていた。

　そして、その身体からだにぎゅっと抱きつく。

　まるで母親にすがりつく子供のように。

「───」

　いや、本当にその通りなのか。魔女はすべてのウィッチクラフトの生みの親であり、ラピスの育ての親なんだ。だからこそ、ラピスは彼女に抱きついた。きっと、死に別れた魔女と出会えたことで緊張の糸が切れてしまったんだろう。

　そして、梨り央お姉ねえとセツナを失ったという事実に耐えられなくなって──。

『ん？　どうした、ラピス。そんな子供みたいに甘えて』

「『どうした』じゃないわよ！　どうして《夜魔ヴアンパイア》の中にいることを黙っていたの!?　あんたが死んでから、わたしは五十年も独りぼっちで……！」













『ほう。そっちの私は死んでいるのか』

「えっ……」

　魔女の言葉に、絶句するラピス。

　……どういうことだ？

　これじゃまるで、魔女が現代の様子をまるで知らないみたいな……。

「失礼ですが、魔女。あなたは何も知らないのですか？」

『そういうおまえは何者だ？』

「《紅柩ピジヨンブラツド》。あなたが創つくり出だしたウィッチクラフトの一つにして、そこにいる《蒼柩ラピスラズリ》の妹です」

『おお、《紅柩ピジヨンブラツド》か。すまない、今の私はまだ《紅柩ピジヨンブラツド》を完成させていないものでな。だから、おまえの姿を見るのはこれが初めてになる』

「ですが、あなたは灰はい原ばら家の当主のウィッチクラフト──《夜魔ヴアンパイア》の意志のはず。だとしたら、所有者を通して現代の様子を知ることができたのでは？」

　未いまだに困惑するラピスに代わって訊たずねる七なな海み。

　すると、魔女は『ふふっ』と微笑ほほえみを零こぼしてから、

『残念ながら、今の私はウィッチクラフトの意志として不完全なのさ』

「不完全？」

『ああ。普通ウィッチクラフトの意志になれるのは死の間際の所有者の感情だ。しかし、私は死んでいないにもかかわらず《夜魔ヴアンパイア》に意識を移した。だから、他ほかのウィッチクラフトと違って所有者の意識を通して外を見ることができないのだ』

「では、今のあなたは現代のことや私たちの置かれた状況も理解していないと？」

『そういうことになる。今の私はラピスが十四歳になったときに私自身が《夜魔ヴアンパイア》に残した意志だ』

「……なるほど。では、あなたは亡くなる二年前の魔女なのですね？」

　結論付けるように、七海が言った。

「それなら私を知らないのも無理はありません。私を完成させたのは、あなたが死ぬ直前でしたから。そして、現代はあなたがいた時代から五十二年が経たった世界です」

『五十二年……か。大して時間は経っていないな。それはそうと、どうしておまえたちは裸なんだ？　もしやそれが現代の流行か？』

「あんたがこうなるように深層対話室を作ったんでしょ！」

　ゲシッと、瞳ひとみを潤ませたラピスが魔女のスネに蹴けりをお見舞いしていた。

　……なんだか、すげえ既視感のある光景だ。

　俺もラピスと出会ったとき、同じようなことをされた気がする。

『怒るな、ラピス。今のは冗談だ』

「そういうものは状況を弁わきまえて言いなさいよね！」

『そう叫ぶな。さっきも言った通り、私は現代のことを何も知らない。だから、おまえたちと話がしたい。だが、その前に──』

　パチンッと、魔女が軽く指を鳴らした。

「なっ……」

　その瞬間、自分の身に起きた出来事に驚きよう愕がくする。

　一瞬にして、俺たちの身体からだは見慣れた衣服をまとっていたのだ。ラピスと七なな海みはいつものドレス。俺は千せん羽ば学がく園えんの制服である。

『おまえたちが普段着ているであろう服を用意した』

「用意って……どうやって？」

『愚問だな。ラピスを──そして、この深層対話室を創つくり出だしたのは私だぞ？　あとはおまえたちが深層意識の中でもっとも愛着がある服を着られるよう、この部屋のルールを変えたのだ』

「愛着って……これは俺が通ってる学園の制服だぞ？」

『では、その服が一番着慣れているということだろう。その証拠にラピスはいつものドレスだ』

　事もなげに言う魔女。

　まるで魔法だ。いや、この人にしたら今の言動が普通のことなのか。それこそ、すべてのウィッチクラフトの生みの親なのだから。

『さて』

　まるで仕切り直すように、魔女は息を吐ついた。

『初対面の人間もいるし、まずは名前を名乗っておこう。私の名前はリリィ・ヴァレンタイン。《夜魔ヴアンパイア》に宿った残留思念だが、魔女そのものだと思ってもらって構わない』

「俺は……辻つじ峰みね冬とう夜やだ」

『ほう、辻峰家の人間か？　ということは、私の子孫というわけか。道理で私の血の力を色濃く感じると思ったのだ。もしや、おまえが現代のラピスの所有者か？』

「そうだ。俺が触れた瞬間、あんたに眠らされたラピスが目覚めたんだ」

『なるほど。確かに、おまえならラピスの所有者になれる素質がある。ところで、ラピスが私に眠らされたというのは本当か？』

「当たり前でしょ。リリィはわたしに自分はもうすぐ死ぬって言って、強引に眠りにつかせたのよ」

　当時のことを思い出したのか、ラピスが悲しそうな口調で言った。

　そう、五十年前の魔女は自分の死を予知していたんだ。だからこそラピスを眠らせ、辻峰家へと預けた。

『ふむ。ラピスの言う通り、私が自分の死を予知したのだとしたら、眠らせて私以外に所有者になれる人間が現れる未来へと託すだろうな。だが……どうして私は死んだのだ？』

「魔女。あなたは殺されたんですよ。遺産[image: ]７《剣舞士の首飾りソードダンサー》に。私たちは、彼女の正体を教えてもらうために──ここに来ました」

　迷いのない七なな海みの宣告。

　すると、魔女は『……むっ』と初めて顔を歪ゆがめた。

　そして──。

『やはりか』

　まるで予想が的中したかのように、ため息を吐ついた。

『私を殺すとしたら、あいつ以外いないと思っていた』

「………っ！　どういう意味よリリィ！　あいつは……《剣舞士の首飾りソードダンサー》は何者なの!?」

『何者……か。強いて言うなら宿敵だな。なにせ私がこの極東の島国に来たのもあいつが原因だ。おまえたちも知っている通り、私が生まれ育ったのは欧州。だが、私はあの地から逃げたのだ』

「逃げた？」

『そうだ。ただ、あいつから離れるために……あいつのウィッチクラフトであった《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪って、百年ほど前にこの国に逃げてきた。血を分け合ったと言っていい、あの女からな』

「なっ……待ってくれ！」

　血を分け合った、だって？

　じゃあ、まさか。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者は──。

『おそらくはおまえの考えている通りだ、辻つじ峰みね家の若人』

　緊張で固まる俺に。

　魔女は──静かな口調で告げた。

『《剣舞士の首飾りソードダンサー》の最初の所有者の名は──サブリナ・ヴァレンタイン。魔女と呼ばれたこの私の、妹だ』
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「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　魔女の言葉に、ラピスが叫んでいた。

　……当たり前だ。

　あいつが……《剣舞士の首飾りソードダンサー》の最初の所有者が魔女の妹だって？　そんな話は、聞いたことがねえぞ。

「どういうことよ！　《剣舞士の首飾りソードダンサー》に遺のこされた残留思念がリリィの妹なんて、わたしは知らなかったわよ！」

『当然だ。私だって話すつもりはなかった。──いや、正直に言うなら、忘れたかったのかもしれない。なぜなら欧州を離れるときに私はあいつを殺したはずだったからな。そして、形見代わりに《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪い、この国にやってきた』

「………っ！」

　全員が、魔女の言葉に息を呑のむ。

　じゃあ、何か？　魔女は自分の妹を欧州で殺したっていうのか？　そして、形見として《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪った。

　けど、実際は──。

「どうして、ですか？」

　問いただすように、七なな海みが口を開いていた。

「どうして、あなたと《剣舞士の首飾りソードダンサー》の残留思念──サブリナが殺し合ったのですか？　あなたたちは、血を分けた家族なんでしょう？」

『ああ、そうだ。だが、血を分けた家族だからこそ私が殺す必要があると思った。私しか、あいつを止められないと決断したのだ』

　──少しだけ昔話をしてやろう、と。

　魔女は再び指を鳴らした。

「！」

　同時に、景色が変わる。まるでキャンバスに絵の具で色を付けるように、純白の世界だった深層対話室に彩いろが生まれていく。

　そして、わずか数秒で──世界は一変していた。

　集落。

　そんな言い方をするのが良いかもしれない。俺たちが立っていたのは、ひどく現代離れした──まるで映画の中に出てくるような古めかしい集落だった。

『ここが、私とサブリナが生まれた村。さきほどと同じく、深層対話室の世界ルールを変え、風景を映し出してみた』

「じゃあ、この風景は……」

『もはや何百年前かも思い出せぬが、おまえたちの言葉で言うなら中世の欧州。その片田舎にある小さな集落だな。ここで私とあいつは生まれた。そして、私たちは異質だったのだ』

「異質？」

『ちょうど、私たちが成人したときだ。お互いの身体からだの成長が止まった。そして、私は自分の力に目覚めたのだ。──魔術。一言で言い表すならそれがいいだろう』

「じゃあ……そのときにあんたは、魔女になったって言うのか？」

『ああ。理由は誰だれにもわからない。もしかしたら神が気まぐれを起こしたのかもしれんし、元から私の家系がおかしかったのかもしれん。しかし、現状はどうあれ──私たちはこの生まれ育った村を出なくてはならなくなった』

「どうして？」

『簡単だ、《紅柩ピジヨンブラツド》』

　ふうっと。

　魔女は軽く自分の頭を押さえながら、




『私たちは、自分の両親を殺したのだ』




「なっ──」

『そうしなければ、私たちが殺されていた。この世ならざる力に目覚めた私たちを両親は恐れた。そして、殺そうとしたのだ』

「魔女狩り……ってヤツか？」

『その言葉がぴったりだろうな。あの時代の欧州ではそんな凶行が行われていたのだ。そして、私たちも魔女と見なされ殺されかけた。だから──私たちは逃げるしかなかった。自分を殺そうとした生みの親を殺してな』

「………」

『それから、私たちは行くあてもなく欧州を彷徨さまよった。何十年……いや、何百年もな。ときには自分と同じような魔術に魅入られた人間と出会い、教えを乞こうたりしたこともある。そうして、私とサブリナは二人きりで生き抜いてきたのだ』

「……じゃあ、ホントに《剣舞士の首飾りソードダンサー》はあんたの……」

『家族だったよ。血を分けた妹なのだから、当たり前だろう？』

「………っ」

　理解が追いつかない頭で、必死に思考をまとめる。

　魔女の生い立ちは今の話で伝わってきた。

　けど、これだけじゃわからない。

　どうして……魔女はサブリナを殺したんだ？

『サブリナと過ごす生活は楽しかった。私とあいつは血を分けた姉妹。魔女である以上、普通の人間とは関かかわることはできぬが、私はそれでも幸せだった。しかし──』




　──サブリナは、違った。




『何十年……何百年と時間が流れるにつれ……あいつは徐々に飽きていった』

「飽きる？」

『自分の人生にだ。私たちはいわば不老不死。不死身ではないが、限りなく死から遠い存在になった。だからこそ、悠久の時間の中でサブリナは退屈した。生きるのに飽きた。そして──求めた。不老不死になった自分を高ぶらせてくれるものを。そして──』




　あいつは、私を殺そうとした。




　ひどく悲しげな表情で、魔女はそう口にした。

『サブリナが求めたもの──それは、戦いだ。だからこそ、サブリナは誰だれかと殺し合った。元々あいつには私が生み出したウィッチクラフト──《剣舞士の首飾りソードダンサー》を与えていた。サブリナは不老不死だったが、私と違って魔術が使えなかった故に、護身用の武器としてな。だが、サブリナは護身用の《剣舞士の首飾りソードダンサー》でいたずらに人を殺あやめるようになった』

「それじゃ、あいつは……」

『殺人鬼シリアルキラー。もはやそう言った方がいいだろう。だが、やがてそれにも飽きがきた。人を殺すことにすら、サブリナは退屈したのだ。だから、より強い相手を求めるようになった。そして──それが、実の姉である私だった』

　そこまで言って、魔女は一度息を吐ついた。

『私は家族であるサブリナの凶行を止めるために、そしてサブリナはより強い相手との殺し合いたたかいを求めるために。約百年前──私たちはそんな理由から欧州で争った。その結果──』

「リリィが、勝ったの？」

『その通りだ、ラピス。私はサブリナを殺した。確かに、殺したはずだった。だからこそヤツの《剣舞士の首飾りソードダンサー》を形見として奪ったのだ。だが……私がこの国で殺されたということは……』

「サブリナが……生きていたということですか？」

　辿たどり着いた結論を、七なな海みが口にしていた。

　けれど、それはまだ終わりじゃない。

　そこで終わっていたら、今の俺たちの状況は生まれていない。

『《紅柩ピジヨンブラツド》の言う通り、サブリナは生きていたのだろう。私を追ってこの国までやってきた。そして、何らかの方法で──いや、あいつの戦い方はいつも一緒か。おそらく、あいつは私から《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪ったのだ。ラピス、私が死ぬ前に屋敷の警備が破られたことがなかったか？』

「………っ」

　魔女の言葉に、ラピスがはっきりと目を見開いた。たぶん、傍はたから見たら俺も同じような顔をしているだろう。だって、俺は知っているのだ。

　思い出すのは、今年の三月にラピスと初めて魔女が眠る墓地を訪れたときの会話。あのとき俺たちは魔女の屋敷の警備役だった《蜃気楼ミラージユ》の話をしていた。俺の記憶が正しければ、ラピスは《蜃気楼ミラージユ》についてこう言ったのだ。




『わたしが眠りにつくちょっと前に厄介な侵入者と戦って負けたとかで、リリィが修理してた気がする』




　ラピスが眠りにつく寸前──つまり、それは魔女が死ぬ直前。

　そんなときに魔女の屋敷に侵入し、《蜃気楼ミラージユ》を斃たおした犯人。

　それは──。

『どうやら、心当たりがあったようだな』

　俺たちの表情を見て察したのか、魔女が呟つぶやいた。

『おそらく、そのときにサブリナは屋敷に侵入して《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪ったのだろう。あとは、あいつがおまえたちに話した通り。私は《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪還したヤツに殺された』

「けど、サブリナはあんたを殺したけど、ほとんど相打ちだったって言ってたぞ」

『ほう？　では、私も善戦したんだろうな。もしくは、サブリナを殺し切れなかったのか。魔女と呼ばれた私も……さすがに、家族を二度も殺したくはない』

「家族……」

　そういや、ラピスから聞いたっけな。

　魔女と俺はよく似ているって。

　それは──家族想おもい、という点。

　──もし。

　魔女が家族想いなのは、過去に自らの妹を手にかけたのが原因だとしたら──。

「ともかく。そうやって、魔女とサブリナが死に、九十九のウィッチクラフトがこの街にバラ撒まかれることになった。けれど、《剣舞士の首飾りソードダンサー》にはサブリナ・ヴァレンタインの残留思念が遺のこっていたのね。そして、今彼女は私たちの敵になった」

『ふむ。やはり、おまえたちはサブリナと戦っているのか。あいつなら、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の意志になった後に、所有者の意識を乗っ取って戦い出しても不思議ではないが……』

「でも、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は元々俺のウィッチクラフトだった。しかも、あれは親父おやじが俺に渡してきたんだぞ？　あのロクデナシがなんで……」

『おまえの父親と言うことは、ソイツも辻つじ峰みね家の人間なのだろう？　だとしたら、辻峰家の開かずの間にでも仕舞い込まれていた《剣舞士の首飾りソードダンサー》を見つけたのではないか？　状況から考えるに、その可能性が一番高そうだ』

「高いって……どういうことだ？」

『簡単だ。辻峰家と霧きり谷や家には私の血を色濃く継いだ人間──つまり、ウィッチクラフトを扱う素質のある人間が生まれやすい。だからこそ、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は辻峰家に隠されていたのではないか？』

「………っ。じゃあ、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を辻峰家に隠したのは……」

「《白兎ホワイトラビツト》でしょうね。サブリナに頼まれてウィッチクラフトをバラ撒まいたのも彼女らしいし、サブリナが死んだ後の後始末は彼女がしていた可能性が高いわ。そして、彼女たちの行動が──現い代まに繋つながっている」

「くっ──！」

　七なな海みの言う通りだ。

《白兎ホワイトラビツト》とサブリナ・ヴァレンタイン。

　理念は違うが、お互いが戦いを求める者だった。

　この二人のせいで、今真ま由ゆ香かは──。

『──さて。やっと本題に入れそうだな』

　どこか妖よう艶えんな表情を浮かべながら、微笑ほほえむ魔女。

　彼女は、俺たちを──いや、俺をその瞳ひとみで射貫きながら、

『おまえたちは、ここに何をしに来た？』

「………っ」

　……そうだ。

　俺たちが知りたいのは、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の正体だけじゃねえ。

　どうすれば、あいつに勝てるかだ。

「教えてくれ、リリィ・ヴァレンタイン」

　だからこそ。

　俺は彼女の視問線いに応こたえるように、言葉を紡ぐ。

「どうすれば、俺は家族を守れる？」

『ふむ。つまりは、どうすればサブリナを斃たおせるかと言うことか？』

「そうだ。今あいつに意識と身体からだを乗っ取られてるのは……俺の従妹いとこだ。けど、ただの従妹いとこじゃねえ。十年以上も同じ屋敷で暮らしてきた……掛け替えのない家族なんだ」

『だから──助けたい、と？　なるほど。なんだかおまえはやけに私に似ているなぁ。まあ、おまえは辻つじ峰みね家の人間で私の子孫なのだから当然か』

　どうしてか、少しだけ嬉うれしそうにしながら魔女は口くち唇びるを吊つり上げた。

『しかし、サブリナを斃たおすことは簡単ではないぞ？　あいつは私よりも強い。《夜想曲ノクターン》はすべてのウィッチクラフトの魔能術力を打ち消す。しかも、あいつは二重所有者ダブルホルダーだ』

「なっ……じゃあ、もしあいつが《魔狼フエンリル》を使ってきたら……！」

「最悪の発想ね、お兄様。瞬しゆん転てんによる高速移動、《夜想曲ノクターン》によるウィッチクラフト能力の無力化、そして──《魔狼フエンリル》の怪力と不死性。私たちは、そんな相手を敵に回すことになる……」

　さすがの七なな海みも、その表情に暗い影を落としていた。

　──最強。

　昨晩《剣舞士の首飾りソードダンサー》が言った通りだ。今挙げた点を考えると、あいつは間違いなく今まで俺たちが会ってきた人間の中で最も強い。梨り央お姉ねえ、セツナ、そして魔女よりも。

　けど──。

『それでも、退ひく気はないのだろう？』

　まるでこちらの思考を読み当てたように、魔女は告げていた。

　──当たり前だ。

　ここで退くようなら、俺はウィッチクラフト蒐しゆう集しゆうを始めていない。

　そんな甘い覚悟は、決めてねえ。

『ふむ。どうやら現代にも面白い人間がいるようだな。辻峰家の若人……もう一度聞く。名前はなんと言ったか？』

「俺は──辻峰冬とう夜やだ」

『ならば、冬夜。ここで魔女でありおまえの先祖でもある私が試練を出そう』

　そう言って、再び魔女はパチンッと指を鳴らした。

　瞬間、深層対話室の景色が変わる。

　そこに現れたのは──闘技場。

　まるで古代ローマにでもあるようなコロシアム。誰だれも観客のいない闘技場の中心に俺たち四人だけが取り残されていた。

『さあ、冬夜』

　そして、魔女は黒いドレスをはためかせながら──告げる。

『ここで、私に勝利してみせろ』

「………っ！　まさか、あんたと戦えって言うのか？」

『そうだ。ここは深層対話室。たとえ私に負けても死ぬようなことはない。まあ、ここで私に負けるようでは、サブリナには到底勝てないだろうがな』

「でも、俺には戦いに使うウィッチクラフトが──」

『心配するな。おまえのウィッチクラフトは私が用意してやる。当然、私が使うウィッチクラフトもな』

　瞬間、俺の手に握られていたのは固く冷たい感触。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　おそらくは魔女が創つくり出だした想像イメージなんだろう。俺の武器がしっかりと握られていた。

　しかし──。

『言っておくが、私も結界弾バレツトや零式結界弾ゼロバレツトのような魔術は使わない。今から始まるのは純粋なウィッチクラフトによる戦闘。だが──』

　突如、魔女の服装が変わる。

　彼女がドレスの上から羽織ったのは漆黒の外套マント──遺産[image: ]６《夜魔ヴアンパイア》。

　──いや、《夜魔ヴアンパイア》だけじゃねえ。

　その左手に握られたのは、遺産[image: ]８《四銃奏カルテツト》。

　右手には俺が所有している遺産[image: ]９《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の姿まで。

　これは、まさか……！

『一つ教えておいてやる、冬とう夜や』

　九十九あるウィッチクラフトの中でも上位の九つの遺産──《Ⅸノウエム》。それを三つも所有したままで、魔女は口くち唇びるを歪ゆがませた。

『おまえやサブリナは二重所有者ダブルホルダー。つまり、ウィッチクラフトを同時に二つまで所有できる。だが、魔女であるこの私は──三重所有者トリプルホルダー。今からその意味を、おまえの身体からだに教えてやる』





×　　×　　×






「………っ！」

　三重所有者トリプルホルダー、だと？　つまり魔女は三つものウィッチクラフトを同時に使役できるっていうのか？　しかも、あいつが今持っているウィッチクラフトはすべて《Ⅸノウエム》。その中には俺が所有している《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》すら含まれていて──！

『では、始めようか』

「！」

　その言葉が、合図だった。

　魔女の開戦宣言とともに、円形の闘技場コロシアムから覗のぞく空が黒く染まる。

　おそらくは、魔女がまた深層対話室のルールを変えたのだろう。月明かりに照らされた地面の上で、俺はそう思うしかなかった。

　けど、どうしてだ？

　なんでわざわざ時間を夜に──。




『──夜やみに染めろ、《夜魔ヴアンパイア》』




　刹せつ那な、自分が抱いた疑問の答えを俺は悪寒と共に知らされた。

　魔女が纏まとっていた《夜魔ヴアンパイア》。

　その形状が──変わる。まるで魔女の身体からだの中に溶け込むように、黒い外套マントは徐々に消失していく。その光景は《魔狼フエンリル》の第二獣化形態を発動させたときによく似ていた。

「───っ！」

　その瞬間、俺の脳裏に蘇よみがえったのは《夜魔ヴアンパイア》の所有者──灰はい原ばらイツキの言葉だった。




『この《夜魔ヴアンパイア》は辻つじ峰みねと霧きり谷やのサポートをさせるために、はるか昔に魔女が灰原家に与えたもの。その能力の一つは──結界作成』




　霧谷の屋敷で俺たちが七なな海みと敵対していたとき、あいつは確かにそう言いやがったんだ。

　つまり、《夜魔ヴアンパイア》は《剣舞士の首飾りソードダンサー》や《蒼柩ラピスラズリ》のように複数の能力を持ったウィッチクラフト──！




『なにせ、てめえの《夜魔ヴアンパイア》はアタシから見てもかなり厄介なウィッチクラフトだからな』




　さらには、《魔狼フエンリル》の所有者であるセツナは《夜魔ヴアンパイア》のことをこう評していた。

　つまり、恐ろしいことに──匹敵するのだ。《夜魔ヴアンパイア》の能力は、最強にして最悪のウィッチクラフトと謳うたわれた《魔狼フエンリル》の力に──！

「気を付けて、冬とう夜や！」

　警戒を促すラピスの声。

　その蒼あおい瞳ひとみの先で──魔女の身体が変へん貌ぼうする。

　──翼。

《夜魔ヴアンパイア》を身体に取り込んだ魔女の背中から生えたのは、巨大な蝙蝠コウモリのような黒い羽翼。さらにはその口から鋭く尖とがった二本の牙きばが覗のぞき、赤く染まった瞳は俺のことを射貫いている。

「……人為変体。これが、《夜魔ヴアンパイア》の持つもう一つの能力よ」

　微かすかに震える声で、ラピスが言葉を紡いだ。

「能力的には、《魔狼フエンリル》の獣化変身と似てるわ。簡単に言えば、《夜魔ヴアンパイア》は所有者の身体能力を爆発的に高め、不死身と言っていいほどの回復能力を与えるの。ひょっとしたら、回復の速さだけなら《魔狼フエンリル》を上回ってるかも」

「なっ……それじゃ、まるで……」

「文字通り、吸血鬼ね。でも、その能力には《魔狼フエンリル》と違って制限があったはずよ。人為変体を使えるのは夜の間だけっていうルールが。だからこそ、魔女はこの場を夜に切り替えた……」

　頬ほおから冷や汗を零こぼしながら、七なな海みが口にした。

　すると、魔女はクスッと微笑ほほえんでから、

『なんだ、せっかく私が説明してやろうと思ったのに全部取られてしまったな』

「バカなこと言わないでよリリィ！　冬とう夜やがあんたに勝てるわけないでしょ!?　いくらここが深層対話室だからって、《Ⅸノウエム》クラスのウィッチクラフトを三つも所有するなんて……！」

『だが、今の私に勝てないようではサブリナには到底勝てないぞ？　いっそのこと私が外の世界に出て戦いたいくらいだが……さっきも説明した通り、今の私は死んでいないにもかかわらず《夜魔ヴアンパイア》に意識を移した不完全な残留思念。だから、他ほかのウィッチクラフトのように精神呪じゆ縛ばくで所有者を操ることができん』

「だからって《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》まで用意しなくてもいいでしょ！」

『何を言う。確かに同じウィッチクラフトが二つ存在するのはありえない。だが、ここは深層対話室だ。精神的イメージの世界なら、この空間を変えるだけの魔力を持っていれば多少のルール違反は許される』

「そ、それは……」

「──大丈夫だ、ラピス」

　魔女に向かって一歩踏み出してから、俺は言っていた。

「……冬夜」

「そんなに心配そうにすんなって。確かに、魔女の言う通りだ。ここでこの人に勝てないようじゃ、俺たちはサブリナに殺される。それに、この人が《Ⅸノウエム》を三つも使ってくれることは、俺にとってもすげえありがたい」

『ははは！　さすがは私の子孫！　なかなかいい根性をしているな！　だが、気を付けろ？　この深層対話室では死ぬことはないが──痛みは現実と同じように感じる。つまり、それは致命傷を負っても楽に死ねないということを意味する』

「………っ」

『たとえいくら傷を負おうが、私はおまえに攻撃するのをやめない。そう、私に勝つまでな。ここは死という解放がない世界。最悪の場合、身体からだを襲う痛みに耐えきれず発狂するかもしれんぞ？』

　ゾクッと、その言葉に背筋が凍りついた。おそらく魔女の宣告はハッタリなんかじゃない。冗談でもなんでもなく、コイツは俺のことを壊す気で戦うのだろう。

　だけど──。

「──上等だ」

　そうじゃないと、ここに来た意味がない。

　コイツに勝てないようじゃ、サブリナには到底勝てない。そして、真ま由ゆ香かを取り戻すことも、ラピスたちを守ることもできやしねえ──！

「かかってこいよ、ご先祖様」

『ふむ。生意気だな。だが──』

　──その意気や良し！　と。

　魔女の叫びと同時に背から生えた二枚の翼がはためく。

　その姿は、まさに吸血鬼。翼で闘技場の上空へと飛んだ魔女は、空中から左手に持った《四銃奏カルテツト》をこちらに向けて、

『──爆はぜろ、セカンドショット』

「！」

　迷うことなく、焔えん弾だんを撃ち込んできた。

「──《氷刃ブレイド》！」

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の形状を変えると同時に、俺はサイドステップでセカンドショットの着弾地点から移動。

　直後、爆炎。大地に突き刺さった焔の球体が盛大な音を立てて爆発。大量の黒煙と熱風を撒まき散らす。そして、それを合図にするように──。

『──《氷刃ブレイド》！』

　俺と同じ言葉を叫んだ魔女が漆黒の翼をはためかせながら急降下。

　そして、俺の《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》とまったく同じ形に変へん貌ぼうさせた銀色の刃をこちらの首筋めがけて叩たたき下ろしてくる！

「ぐっ!?」

　瞬間、闘技場の空気を鈍い金属音がかき乱す。

　振り下ろされた刃を受け止めるが──重い。しかも、こちらは両手なのに対して、あちらは片手。

　これが、《夜魔ヴアンパイア》の能力──人為変体。

　名前通り、吸血鬼バケモノじみた腕力か──！

『腕力パワーだけではないぞ？』

「!?」

　ふわっと、一度刃を交えただけで魔女は再び空中に飛んだ。

　途端──空気が変わる。

　喩たとえでもなんでもない。微かすかだが空気が乾いていくような、そんな違和感。そして、その違和感の中心にあるのは魔女が右手に持った《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

『さきほど言った通り、教えてやろう』

　その言葉と共に、魔女はまるで指揮棒タクトのように《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を月が浮かぶ空に掲げた。

　そして、

『──《氷矢アロー》』

　紡がれたのは、呪じゆ文もんじみた言葉。

　なんてことはない。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力──氷結。魔女はその力で空気中の水分を掻かき集あつめ、氷の矢を作っただけ。これだけなら俺や真ま由ゆ香かでも十分できる。

　しかし、夜空に展開された光景は──俺の想像を遥はるかに上回っていた。

「なっ……」

　多すぎる。

　魔女が闘技場の空の上で創つくり出だしたのは数えきれないほどの矢。おそらく、その数は数百本。俺や真由香が同時に作れる矢の数の限界はせいぜい数十本。だが、魔女が生み出したこれは……！

『何を不思議がっている？』

　呆ぼう然ぜんとする俺に、魔女は上空から訊たずねた。

『おそらく、おまえにはこんな芸当は不可能だろう。それは私の方が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の力をより引き出しているからだ。これがウィッチクラフトを扱う所有者の器の差──血に宿る魔力の差だ』

「くっ──！」

　魔女の宣告と共に、夥おびただしい数の矢が俺に向かって殺到。

　まるで嵐あらしのようにありとあらゆる角度から降り注ぐ──！

「《氷壁デイスコネクト》！」

　躱かわすのは無理だと瞬間的に判断した俺は、氷の壁を発生させることで矢を防ぐ。数秒後、夥しい数の金属音とともに暴風のような矢の嵐が氷壁によって防がれていく。

　──しかし、自分の心を襲う不安までは防げない。

　どうする？

　おそらくあいつの身体能力は《魔狼フエンリル》の所有者だったセツナなみ。さらには不死身に近い回復力に加え、《四銃奏カルテツト》と《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》という遠距離から近距離まで戦える《Ⅸノウエム》が二つ。

　しかも、相手は魔女。

　今の言動通り、あいつは俺よりもウィッチクラフトを使う術すべに長たけている。

「──いや、」

　一つだけ、俺が魔女に勝てるかもしれない可能性があった。

　──瞬しゆん転てん。ウィッチクラフトの強化のリミッターを解除する禁じ手。あれを使えば、魔女の背後を取ることだって……。

『言い忘れていたが』

　しかし、わずかコンマ数秒後──俺は自分の考えの迂う闊かつさを呪のろった。

　恐ろしいことに、魔女の声は壁に隠れる俺のすぐ後ろから聞こえたのだ。

『少しでも私に勝っているところがあると思っているならば、大間違いだぞ？』

「───っ！」

　振り返ったときには、もう遅かった。

　ひゅおんっという風切り音とともに俺の身体からだは切り裂かれていた。

「がっ──」

　身体を切り裂かれた焼けるような痛みとともに感じるのは、自分の失ミ念スに対する怒り。

　──バカか、俺は？

　瞬転は俺や梨り央お姉ねえだけの技じゃない。

　その証拠にサブリナだって瞬転でセツナを斃たおして見せた。だったら、あいつの姉である魔女が瞬転を使えないなんて保証はどこにもないじゃねえか……！

『さて、これで一回死亡だな』

　傷の痛みに倒れ伏す俺に、吸血鬼へと姿を変えた魔女は冷淡な口調で呟つぶやいた。

『さあ、立ち上がれ。さきほども言った通り、この深層対話室ではどんな傷を負おうと死ぬことはない。だから、どんなにおまえが痛みに悶もだえようが──私は何度でも、おまえを殺すぞ。そう──私に勝てるようになるまでな』

「くっ……！」

　胸から流れる血を地面に垂らしながら立ち上がり、魔女と再び距離を取る。

　そして、また始まる。

　一向に終わりの見えてこない戦い。

　俺が真由香家族を取り戻すための、鍛錬が──。
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「……冬とう夜や」

　あれから何時間──いや、何十時間経たったのか。

　闘技場の隅から、俺を呼ぶラピスの声が聞こえた気がした。

『どうした、もうここで終わりか？』

　そして、俺のもとに響いたのは魔女の声。

　だが、その言葉に言い返すことすらできない。

　彼女の瞳ひとみに映るのは──血ち塗まみれで倒れる俺の姿。

　──あれから何回……いや、何十回殺された？

　どうやらこの深層対話室では傷を負っても時間が経たてば治るらしい。おそらく、そういう風に魔女がこの空間のルールを変えたのだろう。そして、この深層対話室と外の現実とは時間の流れが違う。実際外では一時間くらいしか経っていないだろう。

　その中で、俺は回復が間に合わないくらい、殺され続けた。

　それでも死ぬことができずに戦いを強要される。

　そう、魔女に勝つまで……。

「……く、そっ」

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を支えにして、傷だらけになった身体からだを起こす。

　どうすればいい？

　俺と魔女の実力差は明らかだ。あっちは三つの《Ⅸノウエム》と瞬しゆん転てんを完かん璧ぺきに使いこなしている。この強さはおそらくサブリナに匹敵するだろう。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を持っているだけの俺では、勝ち目が──。

「……やめて」

　そんな所有者の姿が見ていられなかったのか、ラピスが口を開いていた。

「もうやめてリリィ！　《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》だけしか持ってない冬とう夜やがこれ以上戦うのは無理よ！」

『だからこそ、戦う意味がある。それにさきほども言った通り今のこの男ではサブリナには到底勝てない』

「だけど、ここで死んじゃったら元も子もないでしょ！　リリィもさっき言ってたじゃない！　もし殺され続けるのに耐えられなくなって、廃人にでもなったりしたら……」

『そのときは、この男がそこまでの人間だったということだ。この男は私の子孫で私の血を──私の魔力を色濃く継いでいる。ならば、勝機はあるはずだ』

「───っ」

　魔女の言葉に押し黙るラピス。

　そんな彼女を安心させたくて、俺は再び立ち上がっていた。

　──そうだ、戦うしかない。

　何度も、何度も、何度も。

　この身体が、壊れるまで。

　魔女に勝つまで戦うしかない。

　そうじゃないと、俺は失ってしまう。

　大事な家族を。

　だから、俺は──。




「待って、お兄様」




　しかし、そこで響いたのは大人びた声。

　霧きり谷や七なな海み。

　ラピスの隣で俺と魔女の戦いを見守っていた彼女が、言葉を発していた。

「な、七海……」

「戦いに水を差してしまってごめんなさい。でも、今は少し私に話をさせてくれないかしら？」

　そう言って、七海は魔女を見つめてから──続ける。

「魔女。今の言葉はどういう意味ですか？」

『ん？　なんだ、《紅柩ピジヨンブラツド》。私の発言が気になったか？』

「はい。はっきり言って、今のあなたとお兄様の力の差は歴然です。このままではお兄様に勝機がやってくるとは思えない。けど、あなたは言った。『この男は私の子孫で私の血を──私の魔力を色濃く継いでいる。ならば、勝機はあるはずだ』と。それは……何かのヒントですか？」

『………』

　七海の言葉に、魔女は『ほう』と息を吐ついてから。

『さすが遺産[image: ]２。勘がいいな』

「では、やはりさっきのは──」

『黙れ。それをおまえが言っては意味がない。ヒントはもう十分だ。だから、後は冬とう夜やが自分で気付くしかない』

「………っ！」

　瞬間、回復を終えた俺は魔女から距離を取るように移動。

　──どういうことだ？

　俺が魔女の血を色濃く継いでいることが勝機に繋つながるだって？　確かに、俺の血に含まれている魔力は他ほかの子孫よりも多いらしいが──！

『ほら、どうした！　早く答えを出せねばさっきの二の舞だぞ！』

「くっ──！」

　叫びと同時に魔女が放ってきた無数の矢を瞬しゆん転てんで躱かわす。

　──考えろ。

　そもそも俺が負けるのは魔力の云うん々ぬんよりも、ウィッチクラフトの数が影響しているのだ。なにせ魔女は《夜魔ヴアンパイア》に《四銃奏カルテツト》に《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。三つもの《Ⅸノウエム》を創つくり出だした。

　せめて、俺にもそれができれば──！

「──あっ、」

　ドクンッと、自分の思考に心臓が大きく脈打った。

　──なんだ。

　だったら、簡単じゃねえか。魔女はウィッチクラフトを三つ創り出した。そう、自分の魔力を使って深層対話室に働きかけることで。




　ならば、俺にも同じことができるんじゃないか？




　深層対話室。

　この空間に働きかけて、ウィッチクラフトを生み出すことが……！

『──ほう。気付いたか』

　俺の表情から思考を読み取ったのか、魔女は攻撃の手を止めた。

　そして、静かにこちらを見つめる。

『そう、簡単だ。私とおまえの戦力差は歴然。だとしたら、おまえも私と同じ戦力を持てばいい。魔力でこの空間に働きかけ、新たなウィッチクラフトを創り出す。だが、それだけではダメだ』

「それは……俺が二重所有者ダブルホルダーだからか？」

『そうだ。私と同じ三重所有者トリプルホルダーにならなければ、ウィッチクラフトを生み出そうが意味がない。だが、三重所有者トリプルホルダーになることができれば──現実でも、この《夜魔ヴアンパイア》の所有者になれる』

「………っ！」

　それは、たった一つの光明だった。

《夜魔ヴアンパイア》の能力──人為変体。その力は夜だけのものだが、それでもあいつと戦う場合大きな勝機になる。

　サブリナ・ヴァレンタイン。

　今や《魔狼フエンリル》すら手に入れたあいつと戦うには──！

『だから、なってみろ』

　そう言って、魔女は再び夜空に舞い上がった。

　そして、繰り返されるのはさきほどと同じ光景。

　闘技場の上空を埋め尽くす無数の矢。

　しかも、その本数はさきほどよりも多い。おそらく数百……いや、数千本の矢が俺に狙ねらいをつけていた。

『今度の矢は壁で防ぐことすら叶かなわぬ。全方位……あらゆる角度からおまえを撃ち抜く。そして、私はおまえの傷が治るのを待たずに延々と矢を撃ち続ける』

「なっ……」

　それは、俺の心が壊れるまで攻撃を止めないってことか？

『心を壊されたくなければ、《夜魔ヴアンパイア》を生み出せ。そして、三重所有者トリプルホルダーになってみろ』

「───っ！」

　──無茶を言うな！　そう叫びたかったが、俺は咽のどを駆け上がってきた絶叫を呑のみ込み、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を構えた。

　落ち着け。

　ここは精神的イメージの世界。そして、魔女はさっきこう言っていた。




『精神的イメージの世界なら、この空間を変えるだけの魔力を持っていれば多少のルール違反は許される』




　だとしたら。

　俺の身体からだ──いや、血にこの世界を変えるだけの魔力が備わっていれば──。

『十』

「!?」

　おそらくはカウントダウンなのだろう。

　上空で魔女は数字を口にした。

『九』

　考えろ。

　ここは精神的イメージの世界だ。

『八』

　だったら、俺もイメージすればいい。

　遺産[image: ]６──《夜魔ヴアンパイア》。

　その姿を──！

『七』

　もし《夜魔ヴアンパイア》を生み出せたとしても、俺に三重所有者トリプルホルダーになれる素質がなかったらそれまでだ。

『六』

　そうなったら、真ま由ゆ香かを助けられない。

　いや、真由香どころか──。

『五』

　脳裏に浮かぶのは、彼女たちの笑顔。

　ラピス、七なな海み、アリス、梨り央お姉ねえ、セツナ……。

『四』

　死にたくない。

　死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない──！

『三』

　だって、俺は生きなくちゃいけない。

　そう、家族を守るために。

　だから──！

『二』

　瞬間、手に新たな感触を感じた。

　それは魔女が羽織っていた黒い外套マント。

　紛れもない《夜魔ヴアンパイア》の姿──。

『一』

　そして、カウントダウンが終わる。

　反射的に外套マントを身に纏まとった後、俺は《夜魔ヴアンパイア》に心の中で働きかけて──！




『零ゼロ』




「動けぇええええええええええええええっ！」

　そして、俺の咆ほう哮こうとともにカウントダウンが終わり、夥おびただしい数の鏃やじりが闘技場の大地を射貫いた。
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『──ふむ』

　そして。

　無数の鏃が降り注いだ闘技場の地面を見下ろした後。

　空中にいる魔女は、自分の正面にいる俺に話しかけてきやがった。

『上出来だな。やはり、生き死にがかかると人間は思わぬ力を発揮するものだ』

「……あんた、ハッタリでもなんでもなく本気で矢を撃ちやがったな」

　自分の身体からだから生えた黒い翼で空に浮かびながら、俺は毒づいた。

　あの一瞬、《夜魔ヴアンパイア》の人為変体の能力を発動させて空に逃げるのが少しでも遅れていたら……文字通り蜂はちの巣になるところだった。

「で、どうする？　まだ勝負を続けるか？」

『いや、もういいだろう。これはおまえが《夜魔ヴアンパイア》の所有者に──そして、三重所有者トリプルホルダーになれるかどうか試す戦いだった。だったら、これ以上の戦いは無意味だ』

　そう言って、魔女はあっさりと地面に降りて人為変体を解いた。

　さっきまで殺され続けてたせいか若干魔女の言葉が信じられなかったが、俺も地面に降りて人為変体を解除する。

《夜魔ヴアンパイア》。

　現実世界でもこのウィッチクラフトの能力を扱えれば、勝てるかもしれない。

　サブリナ・ヴァレンタイン。

　魔女を殺した、すべての元凶に。

『さて、これでおまえも《夜魔ヴアンパイア》の所有者になれたわけだ。ここを出たら、サブリナと戦うのだろう？』

「当たり前だ。あいつを斃たおして、真ま由ゆ香かを取り戻す。そして、俺はすべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうする。それで──自分の願いを叶かなえるよ」

「冬とう夜や……」

　俺の言葉に、近づいてきたラピスが応こたえてくれた。

　そう、俺の願い。

　それは自分の家族を──。




『本当に、それでいいのか？』




　だが、そこで俺の思考を遮ったのは魔女の言葉だった。

「？　どういう意味よ、リリィ。冬夜はウィッチクラフトをすべて蒐集して家族を──」

『だが、それは同時に家族を失うということになる。ラピス……どうやら死に際の私は、おまえにすべてのウィッチクラフトを蒐集して願いを叶えることの真実を教えなかったようだな』

「……それはどういう意味ですか、魔女」

　魔女の言葉に、七なな海みが訊たずねる。

　すると、魔女は『ふぅっ』と小さく息を吐ついてから。

『簡単だ、《紅柩ピジヨンブラツド》。九十九すべてのウィッチクラフトを蒐集すれば願いを叶えることができる。それは即すなわち九十九のウィッチクラフトをすべて《蒼柩ラピスラズリ》と《紅柩ピジヨンブラツド》の中に蒐集するということ。そして、ウィッチクラフトに分け与えられた私の血魔力を使って、新たなウィッチクラフトを創つくり出だすということだ』

「その新たなウィッチクラフトっていうのは……自分の願いを叶かなえるための能力を持っているんだろ？」

『ああ。だが──』

　そして。

　魔女は決定的な言葉を口にする。




　──九十九すべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすれば──一つだけ、願いを叶えられる。




　その言葉に隠された、真実を──。

『新しいウィッチクラフトを生み出すということ。それはつまり、九十九のウィッチクラフトを犠牲にするということだ。だから、新しいウィッチクラフトを生み出すには──ラピスや《紅柩ピジヨンブラツド》を消滅させなくてはならない』





第３章　邂かい逅こう







『やっほー、冬とう夜やくん。こうしてここで会うのは初めてだね』

　耳に届いたのは、無邪気な声。

　俺の前にいるのは──辻つじ峰みね梨り央お。

《白兎ホワイトラビツト》との戦いで死んでしまったはずの女の子。そして、今俺の前にいる梨央姉はウィッチクラフトに遺のこされた残留思念。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　魔女との対話が終わってすぐに、俺とラピスは彼女と対話をすることにした。そして、一度深層対話室を出た後、再びこの部屋を訪れたのだ。

「……梨央姉」

　死ぬ前となんら変わらない彼女の姿に、思わず胸のあたりが痛んだ。

　……そうだ。

　梨央姉は、俺たちのことを守るために……。

『あれ？　でも、この部屋で冬夜くんやラピスと会うとき、二人は服を着てないんじゃなかったっけ？』

「大丈夫だ。実はさっき《夜魔ヴアンパイア》に残された意志と──魔女と会ってきた。そこで、この部屋のルールを変える方法を教わったんだ。だからこの服は俺がこの世界を改変して作ったんだ」

『えー、なんか残念』

「いや、残念って……」

『冬とう夜やくんもついに全裸マスターを卒業しちゃうんだね……』

「元々その厄介なあだ名を付けたのは梨り央お姉ねえだろ！」

　くそっ、ダメだ。相変わらず梨央姉には勝てる気がしねえ。それはこの人が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の残留思念になっても同じらしい。なんだかセンチメンタルな気持ちになっちまった自分が悲しい。

　いや、今はそんなことより……。

「梨央。実は、大事な話があるの」

　俺の隣にいるラピスが切り出した。

　そう、さきほどの魔女との対話で聞いた話。

　ウィッチクラフトをすべて蒐しゆう集しゆうするということの本当の意味を──。





×　　×　　×






『新しいウィッチクラフトを生み出すということ。それはつまり、九十九すべてのウィッチクラフトを犠牲にするということだ。だから、新しいウィッチクラフトを生み出すには──ラピスや《紅柩ピジヨンブラツド》を消滅させなくてはならない』

　闘技場へと姿を変えた深層対話室で、魔女はそう宣告した。

「なっ──」

　思わず、言葉を失ってしまう。

　突き付けられた現実に思考が追いつかない。新しいウィッチクラフトを生み出すには、ラピスや七なな海みを消滅させなければいけないなんて……。

「……リリィ。それは本当なの？」

　張りつめた緊張感を帯びた声で、ラピスが訊たずねていた。

『本当だ。元々、新しいウィッチクラフトを生み出すというのは──九十九すべてのウィッチクラフトの魔力を一つに集めたウィッチクラフトを創つくり出だすということ。それには蒐集したものの願いを叶かなえる能力が込められている』

「じゃあ、冬夜の願いを……梨央を生き返らせるには……」

『おまえと《紅柩ピジヨンブラツド》が犠牲になるしかない。ウィッチクラフトを封印したおまえたちがその魔力を解放することで、新たなウィッチクラフトは生み出される。そして──同時におまえの魔力も新しいウィッチクラフトを創つくる礎いしずえに──』

「ふざけんなっ！」

　魔女の言葉を遮るように、叫んでいた。

　……嘘うそだ。じゃあ、梨り央お姉ねえを生き返らせるためにはラピスと七なな海みを犠牲にしなくちゃいけないっていうのか？

「落ち着いて、お兄様」

　しかし、そこで俺に声をかけたのは紅あかい少女。

　霧きり谷や七海。

　遺産[image: ]２《紅柩ピジヨンブラツド》は、魔女の話を聞いたにもかかわらず冷静さを保ったままだった。

「落ち着けるわけねえだろ！　梨央姉を生き返らせるためには……七海やラピスのことを犠牲にしなくちゃいけないんだぞ！　俺には、そんなこと……」

「でも、そうしないと梨央さんは助けられないわ。それに……大丈夫。なんとなく、こうなる気はしていたから」

「えっ……じゃあ、七海は……」

「少しだけ、予想が付いていたわ。すべてのウィッチクラフトを集めて、新しいウィッチクラフトを創り出す。それはきっと……そういうことなんじゃないかって思って」

「………っ！」

　……やめろ。そんな悟ったような言葉を言うのはやめてくれ。だとしたら、コイツは最終的には自分が死ぬかもしれないと思いながら、俺たちと一緒に戦ってくれてたのか？

「ねえ、お姉様。もしかしたら、あなたも私と同じなんじゃないの？」

「………っ」

　七海の言葉に、ラピスははっきりと息を呑のんだ。

「……そうね。わたしもウィッチクラフトの一つだもの。その可能性を考えていなかったわけじゃないわ」

「け、けど、じゃあどうして魔女はそのことをラピスや七海に伝えなかったんだ？」

　いや、それ以上に、どうして魔女はすべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすれば願いを叶かなえられるということをラピスや七海に教えてしまったんだ？

　そんな言葉さえなければ、ラピスや七海にこんな選択が迫られることは……。

『死に際の私が何を考えていたのかはわからない』

　俺たちを見つめながら、魔女が言った。

『おそらく、そのときの私はサブリナの襲撃が迫っていたせいで焦っていたんだろう。だから、ラピスや《紅柩ピジヨンブラツド》に真相を伝えきれなかった。もしくは──そうしない方がいいと判断したのか』

「判断したって……どういうこと？」

『ラピスは知っているだろう？　私には少しだが予知の力がある。まあ、正確に言うと予知夢だがな。だから何らかの予知をして、ラピスにウィッチクラフトをすべて蒐しゆう集しゆうするように遺言を残したのかもしれん』

「予知夢……」

　魔女の言葉に、ラピスは考え込んでいるようだった。

　けど、今は予知夢なんてどうでもいい。重要なことは、たとえサブリナを斃たおしても、梨り央お姉ねえを生き返らせるにはラピスと七なな海みを殺さなくちゃいけないということ。

　そんな、あまりにも残酷な二者択一──。

『さて。このあたりで対話は終わりにしよう』

「なっ……」

　瞬間──深層対話室の風景が元に戻った。

　待て、という言葉も届かずに、俺たちの意識は現実へと回帰していく。

　その中で──。

『──冬とう夜や』

　たった一言。

　魔女は──俺と同じで家族想おもいだったという彼女は、言葉を残してくれた。

『決断しろ。おそらく、そう遠くない未来におまえは選択を迫られる。そのとき私が見た予知夢みらいに辿たどり着けるかは──おまえ次第だ』





×　　×　　×






『──なるほどね』

　そして、時間は現在へと巻き戻る。

　魔女と深層対話室で交わした会話を話すと、梨央姉はゆっくりと息を吐ついた。

　……本当は、こんな話したくなかったんだ。

　だって、梨央姉を生き返らせるためにはラピスと七海を──。

『冬夜くんが悩むのもわかるよ。きみは叔母様が死んでしまって以来……家族っていうものにすごく固執してきた。常軌を逸してるって言っていいほどにね。だからこそ、今までの戦いで生き残って来られた』

「でも、だからこそ俺には……決められない。俺にとってはラピスや七海や梨央姉は家族なんだ。確かに、俺たちは血は繋つながってないかもしれない。けど、それでも……」

『ありがとう。冬夜くんがそう言ってくれるのはとっても嬉うれしいよ』

　けどね、と。

　梨央姉は、まるで何事もなかったかのように。




『ボクのことは、生き返らせなくてもいいよ』




「なっ──」

　──ふざけんな。

　何を言ってんだこの人は──！

「いいわけねえだろ！　梨り央お姉ねえは俺たちを……俺を庇かばって死んじまったんだぞ！　なのに、なんで……！」

『そうだね。確かに、ボクは冬とう夜やくんたちを守って死んだ。でも、あの瞬間──ボクはとっても幸せだったんだ。決して自己犠牲に酔ってるわけなんかじゃない。自分の家族を守れたことが──すごく幸せだった』

「梨央姉……」

『三年前の事件で、ボクの身体からだは変わってしまった。ボクは普通の女の子とは到底呼べない、ひどく異質おかしな存在になっちゃったんだ。普通の女の子とは違う怪物みたいな身体……それが、《血核ハートレス》で生かされたボクだった。けど、それでも──』




　冬夜くんは、ボクを受け入れてくれた。




　まるで天使のような微笑ほほえみで、梨央姉は告げた。

『まるで怪物みたいになっちゃったボクの存在を受け入れてくれて、ちゃんと守ろうとしてくれた。それだけでも、ボクは十分満足できた』

「け、けど、梨央姉はもう……」

『それを言うなら、ボクの命は三年前に終わっていたんだよ。《血核ハートレス》がなければ元々ボクは《魔狼フエンリル》の暴走で死んでいた。そして、今年の三月に冬夜くんとも再会することができなかった……』

「再会……」

『とっても、楽しかったよ？　冬夜くん、真ま由ゆ香か、ラピス、七なな海みちゃん、アリスちゃん……そして、セツナ。みんなと過ごした時間は、ボクにとって掛け替えのないものだった。だから──ボクはさっきみたいな言葉を言えたんだ』

「くっ……！」

　それは、自分を生き返らせなくてもいいということ。

　──ふざけんな。

　なんでそんなこと言うんだよ。やめてくれよ。だって、俺は未いまだに忘れられないんだ。

　梨央姉が死んだ瞬間の出来事。

　自分の腕の中で家族の鼓動が消えていく感触が。

　──ただ、あの記憶を消したくて。

　俺は梨り央お姉ねえを生き返らせるために戦ってきたのに──！

『それに、冬とう夜やくんが本当に大事にするべきなのは……たぶん、すでに死んじゃったボクじゃないと思う』

「えっ……」

『だから、ボクのためにウィッチクラフトを生み出さなくてもいいよ。冬夜くんがラピスや七なな海みちゃんを選ぶんだったら、今のボクも《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の意志として冬夜くんの傍そばにいられるしね。けど──もし、冬夜くんがどうしようもない危機に陥ってしまったら……』




　ボクの命魔力を、使って欲しい。




　それは、まるで予言じみた言葉だった。

「……どういう意味だよ、梨央姉」

『そんなに怖い顔しないで。今のボクは、正確に言えば辻つじ峰みね梨央本人じゃない。彼女が遺のこした残留思念にして、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の意志。だから、新しいウィッチクラフトを創つくり出だすってことは──今のボクも消えるってことだから』

「ふざけんな！　俺は梨央姉を生き返らせるために戦ってきたんだ！　それ以外のことで新しいウィッチクラフトを創り出すなんて……！」

『絶対にない、とは言い切れないでしょ？　冬夜くんたちが戦うのはサブリナ・ヴァレンタイン。あの魔女の妹なんだよ？　だとしたら──何が起きても不思議じゃない』

「梨央……」

　梨央姉の言葉に、ラピスが胸のあたりをぎゅっと押さえていた。

　確かに、俺たちが戦う相手は過去にない強敵だ。予想不可能な事態が起きる可能性は十分ある。

　けど──本当にいいのか？

　ラピス、七海、そして今の梨央姉。

　彼女たちを犠牲にするなんて……。

『大丈夫』

　俺の不安を吹き飛ばすように、梨央姉はいつものスマイルを浮かべていた。

　そして、ぎゅっと俺の身体からだに抱きついてから──告げる。

『ボクの名前は辻峰梨央。辻峰家六代目当主。家族を守るのは、当主の役目だよ。そして、今のボクは《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の意志で──冬夜くんのウィッチクラフトでもある。だから、ボクは所有者冬夜くんの決断を受け入れるよ。それに──』




　ボクは、冬とう夜やくんの家族お姉ちやんだから。




「………っ！　梨り央お姉ねえ！」

　その瞬間、俺は今回の対話が終わるのを感じた。

　辻つじ峰みね梨央。

　話したのはほんの数分だったが、彼女の言葉はその儚はかなげな笑顔とともに、俺の胸に深く刻まれた。





第４章　深しん紅く







「──フッ！」

　時刻は午後三時。

　梨央姉との対話を終えた俺は、辻峰家の庭で《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使って素振りをしていた。

　──あの対話の後。

　俺たちはアリスやイツキに魔女の話をした。アリスは願いを叶かなえるには七なな海みの犠牲が必要だって知ってひどくショックを受けたようだった。

　そして、イツキは俺に《夜魔ヴアンパイア》を託した。

　いや、正確には託さざるをえなかった。魔女との対話が終わった瞬間、イツキは《夜魔ヴアンパイア》を使うことができなくなってしまったのだ。それはきっと、《夜魔ヴアンパイア》の意志──魔女が俺を所有者として認めたということ。

《夜魔ヴアンパイア》を使って、サブリナを斃たおせということ。

　そして──。

「くっ──！」

　頭の中の邪念を振り払うように、ただがむしゃらに刀を振るう。

　──集中しろ。

　今は迷ってる場合じゃねえ。

　真ま由ゆ香かの身体からだはサブリナに奪われたまま。俺は《夜魔ヴアンパイア》の所有者になることはできたが、その能力が使える夜にあいつと戦えるかはわからねえ。その証拠に、あいつがいつ襲って来てもおかしくはないんだ。

　だから、考えるな。

　すべては、サブリナを斃たおした後に考えれば──。

「あんまり根を詰めない方がいいんじゃない、お兄様？」

　どれくらい刀を振ったかもはやわからなくなってしまった頃ころ。

　無心で鍛錬を続ける俺に話しかけてきたのは、七なな海みだった。

「……七海か。どうした、何か用か？」

「いえ、大したことじゃないの。ただ、少しお兄様と話がしたかったから」

　そう言って、彼女は屋敷の縁側に腰掛けた。

　そして、ぽんぽんと自分の隣を叩たたく。

　もしかして、座れってことか？

「早くしてお兄様」

「いや、ちょっと待て。俺は今まで刀を振ってたから汗だくなんだ。だからまずはタオルを……」

「むしろそのままがいいわ」

「『むしろ』ってなんだよ!?」

「鍛錬を終えた後のお兄様って、男らしくてステキだもの」

「だからってなんで汗だくでおまえの隣に座んなくちゃならねえんだよ……」

　言いつつも、用意したタオルで頭や顔についた汗を拭ふきながら、七海の隣に座る。

　たぶん、今の会話はコイツなりのジョークだろう。

　──だって、ショックを受けていないわけがないんだ。

　深層対話室で聞いた魔女の言葉。

　あれが本当だとしたら、七海は──。

「ねえ、お兄様」

　そんな俺の思考を払うように、七海は話しかけてきた。

「憶おぼえている？　私たちが出会ったのは六月だったわ」

「忘れるわけねえだろ。あの頃、俺たちは敵同士だったしな」

「うふふ、そうね。私は──自由と家族が欲しかった。私たちはウィッチクラフトである以上、この音おと原はら市から出られない。まるで籠かごに囚とらわれた小鳥みたいに。だから、私は結界の元であるお姉様を殺そうとした」

「でも……結果的に、おまえは俺たちの仲間になったじゃねえか」

「ええ。私は自由を求めていた。けど、そのせいでアリスを──大事な家族を失いかけた。《遺灰人形ウイツチドール》であるあの子は私にとって特別な存在よ。自由を手に入れても、傍そばに誰だれもいないのは寂しすぎる。そのことに、気付けたから」

　──でも、と。

　七なな海みは言葉を切った。

「もし、私が裏切ったらどうする？」

「えっ──」

「可能性がゼロとも言い切れないでしょう？　いくらお兄様が《夜魔ヴアンパイア》の所有者になれたからと言って、サブリナ・ヴァレンタインが脅威であることにかわりはないわ。そして、仮に私たちが勝っても、お兄様は梨り央おさんのために私やお姉様を犠牲にするかもしれない。だとしたら──」




　ここで、裏切ってしまった方がいいと思わない？




「………」

　紅あかい少女の言葉に、俺は何も言えなかった。

　黙り込む俺を無視するように、彼女は続ける。

「たとえば、今日お姉様を殺してしまうとか。そうすれば、この街に張られている魔女の結界が解けて──私たちウイツチクラフトは自由になれる。そうすれば、私はアリスと一緒にこの街の外へ出ていけるわ。ずっと憧あこがれていた……広い世界へ」

「………」

　確かに、七海の言葉は間違っちゃいない。

　この街の結界の中心であるラピスを殺してしまえば、七海たちは晴れて自由の身だ。もうサブリナとも戦う必要はない。コイツがずっと思い描いていた夢を叶かなえるために、この街の外へと出ればいい。

　世界を──七つの海を見に行けばいいんだ。

　──でも。

「七海」

　一つの確信を以もつて、俺は言っていた。

「おまえはそんなことはしねえよ」

「………。どうしてそう言い切れるの？　お兄様も知っての通り、私はお姉様のことを一度殺そうとして──」

「それでも、俺たちとおまえは家族になれたじゃねえか。戦いが終わった後は、ほとんどこの辻つじ峰みね家で過ごしてるようなもんだしさ。それに──六月に戦ったときだって、おまえは卑ひ怯きような戦い方はしなかった。真正面から、俺たちに戦いを挑んできた」

「………」

「だから、おまえは俺たちを──いや、ラピスを裏切らないよ。だって、おまえとラピスはこの世界にたった二人だけの姉妹なんだぜ？　だったら、裏切るわけがない。少なくとも、俺はそんな風に信頼してるから」

「………」

　俺の言葉をすべて聞き終わった後で。

　七なな海みは、「ふうっ」とため息を吐ついた。

「まったく、お兄様はお人よしなのね。今のが私の冗談じゃなくて、本気だったらどうするつもりだったの？」

「けど、結局は冗談だったんだろ？」

「まあね。でも、たまにはこういう冗談も悪くないわ。だって、今私が一番言って欲しい言葉をお兄様に言ってもらえたし」

「七海……」

「はい。そんなわけで、私からお兄様にちょっとしたお願いがあります」

「……お願い？」

　訊たずね返すと、七海はゆっくりと微笑ほほえんでから。

「今から、ちょっとだけ出かけましょう」





×　　×　　×






　もちろん、こんなときに出かけてる余裕はないってことは理解できていた。

　サブリナはいつ襲ってくるかわからないし、俺たちがあいつに勝てる方法を考えついたわけでもないし、何より俺は答えを──ウィッチクラフトをすべて蒐しゆう集しゆうしたときに自分がどんな選択を下すのか。

　その答えは、まだ出せずにいる。

　なのに、俺は七海の言葉を断ることができなかった。

　できなかったんだ。

「……いい匂いね」

　微かすかに潮の香りを含んだ風を浴びながら、ワンピース姿の七海は息を吐ついた。

　──海岸。

　この街──音おと原はら市は海沿いの観光地。

　そんなわけでこのシーズンの海水浴場はどこも大おお賑にぎわい。だけど、中には人も来ないような穴場もある。

　それが今俺たちが立っている小さな砂浜だった。

「それにしても、お兄様はよくこんな場所を知っていたわね」

「昔、親父おやじや母さんと一緒に来たことがあるんだよ。確かあのときは梨り央お姉ねえや真ま由ゆ香かも一緒だったかな。ここには海の家とか海水浴場はないけど、静かでいい場所だろ？」

「そうね。ここにいると落ち着くわ」

　麦わら帽子を被かぶった七なな海みが砂浜を歩きながら言った。

　そう、辻つじ峰みね家の庭でコイツが俺に言った言葉。

　それは──海を見に行きたいというものだったのだ。

　だから、俺たちは二人だけでここへやってきたのだけれど──。

「でも、七海。本当に大丈夫なのか？　俺たちだけで出てきちまって……」

「心配しないで。たぶん、サブリナが襲ってくるのは夜になってからだと思うわ。あの人が求めているのは私たちとの戦いよ。だとしたら、少しでも私たちが戦力を整えるのを待つはずよ」

「『はず』って言われてもな」

「だって、そうじゃなきゃ私たちは昨晩全員殺されていたはずだもの。私たちが生かされた理由はたった一つ。それはあの人が自分と戦うのにふさわしい相手を求めているからに違いないわ」













「なんだか、《白兎ホワイトラビツト》と考え方が似てるな」

「そうね。《白兎ホワイトラビツト》曰いわく、あの二人は知り合いだったらしいし……ひょっとしたら、《白兎ホワイトラビツト》の思考はサブリナの影響を受けたものだったのかもね。どっちにしろ、彼女は私たちにとっては厄介極まりない。それに……」

　ゆっくりと。

　七なな海みはヒールのついたサンダルを脱ぎ捨て、裸足はだしで砂浜を踏みしめてから。

「たとえ彼女を斃たおして真ま由ゆ香かさんを取り戻したとしても、その先に選択があるわ。そうでしょう、お兄様」

「……七海。俺は……」

「謝らないで。お兄様が家族に執着している気持ちはわかるわ。だって、私もそうだったもの。ずっと家族というものを知らなかった私は……そういう繋つながりにひどく憧あこがれていた。──いえ、きっと今も憧れている。だから、お兄様が梨り央おさんを生き返らせたい気持ちはよくわかるわ。でも……」

「梨央姉には、自分を生き返らせなくていいって言われちまったからな」

　正直な話、あれは応こたえた。

　だって、俺の戦う理由が一つ減ってしまったのだ。

　なんだか、胸にぽっかりと穴が空いた気分だ。

　それを俺は『真由香を助けたい』という気持ちを強くすることで、必死に埋めようとしている。

　しかし──。

「今考えてみれば、梨央姉らしいけどさ」

　やっぱり、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の意志は紛れもなく梨央姉なんだ。

　俺はそうはっきりと確信できた。

　たとえ残留思念だろうが、梨央姉は梨央姉だ。

　じゃなきゃあんなことを言うはずがねえ。それに、あの人はやせ我慢や強がりであんな言葉を言う人じゃねえ。

　たぶん、本当に満足したんだろう。

　辻つじ峰みね梨央。

　三年前の事件で死んだ女の子。

　それでもこの半年間、あの人は俺たちと一緒にいることができた。

　思い浮かぶのは、梨央姉の最期の姿。

　あの瞬間に、あの人の気持ちは──。

「ほら、お兄様もこっちに来たら？」

　考え込んでいたところで、裸足はだしのままで波打ち際に入った七なな海みが声をかけてきた。

　……まったく、無邪気なヤツだ。

　今俺たちが置かれている状況を考えればとてもじゃないがこんなことをしてる場合じゃねえのに。

　いや、むしろこんな状況だからこそ──残された時間を楽しもうとしてるのか？

　七海の推測。

　サブリナが来るとしたら、今夜。

　だとしたら、俺たちに残された日時常間は半日もないかもしれない。

「そういや、七海」

　波打ち際に近寄りながら、俺は彼女に話しかけていた。

「なんで海に来たんだ？」

「えっ……」

　俺の質問に、七海は少しだけきょとんとしてから。

「さあ、どうしてでしょうね」

「……おまえ、もしかして理由もなしに連れ出したのか？」

「ふふっ。そういうことになるのかしら。ただ、私は海を見てみたかったのよ。なんとなく、お兄様と二人きりで出かけるならどこがいいかって考えたときに……最初に思いついたのが海だったから」

　ぱしゃぱしゃと波打ち際を歩きながら、七海は答えた。

　──ああ、そうか。

　思えば、コイツの名前は──。

「お兄様」

　そして。

　隣に立って海を──水平線を眺める俺に、七海は言った。

「世界は、広いわ」

「………」

「私たちがいる音おと原はら市はほんの一角でしかない。世界には……この海の彼方かなたにはきっともっと面白くて素敵なものが溢あふれてる。それでも、私がお兄様たちと一緒にいたのは……たとえ、自分のいる世界が狭くても、あなたやお姉様たちと一緒なら楽しいって思えたからよ」

「おう。俺も、おまえと一緒で楽しかったぜ。散々迷惑かけられた気もするけどさ」

「うふふ。ごめんなさい。お兄様といるとつい楽しくて、悪戯いたずらばかりしてしまった気がするわ。でも──」




　私も、楽しかったわ。




　噛かみしめるように、七なな海みはそう言った。

　そう言ってくれた。

「ねえ、お兄様。一つお願いをしてもいい？」

「なんだよ？」

「もし私に何かあったら、アリスのことをお願いね。あの子、不器用だけどお兄様のことを慕ってると思うから」

「……おまえ、この状況でよくそんな死亡フラグっぽいこと言えるな」

「あら、いいじゃない。これぐらい余裕があった方がいいわよ。それに──」

　水平線の彼方かなたを。

　そこに広がっているはずの世界を。

　七海は澄み切った瞳ひとみで見つめながら──。

「何が起きるかは、わからないわ」

「………」

「それは私たちが戦いの中にいるせいだけじゃない。普通の人間だって、誰だれも明日の朝を無事迎えられる保証書を持っているわけじゃない。だからこそ、私たちはいつだって今日を──今を精一杯生きるしかないと思うの」

「随分、人間臭いセリフだな」

「あら、ウィッチクラフトの私がこういうことを言うのは意外だった？　お姉様だったら『ウィッチクラフトと人間じゃ時間の流れが違うのよ』なんて言いそうだけど、私はそうは思わない。人間にもウィッチクラフトにも、いつか終わりは訪れる。そこだけは平等よ。重要なのは──その終わりに行きつくまでに、何をできるか」

「………」

「私は……世界を見たかった。この海の向こうに行ってみたかった。自分に付けた名前通り七つの海を見たかったの。でも──きっと、それは叶かなうことはないわ。だから──」

　それは、あまりにも唐突な出来事だった。

「!?」




　波音の中で、自分の口くち唇びるに触れる柔らかな感触。

　七海が、俺に口唇を重ねていた。




「なっ……お、おまえ！」

　バッと離れながら、抗議をすると彼女は少しだけ微笑ほほえんだ。

「というわけで、今のはその代わり」

「か、代わりって……！」

「どうせなら私もお姉様みたいにお兄様のウィッチクラフトにして欲しかったんだけど、私は所有者が必要なウィッチクラフトじゃないし、さすがのお兄様も四つもウィッチクラフトを所有するのは不可能だしね」

　そう言って、七なな海みはクスッと笑いやがった。

　……まったく。

　ここまで来ると呆あきれる。

　どうやら梨り央お姉ねえだけが自分らしさを貫き通したわけじゃなかったらしい。

　霧きり谷や七海。

　遺産[image: ]２《紅柩ピジヨンブラツド》。

　ウィッチクラフトを封印するためのウィッチクラフト。

　状況がどんなものであれ、コイツも自分らしさを貫いて……いや、必死に貫こうとして……。

「まあ、そんなわけで。私はお兄様の選択に従うわ」

「……は？」

　ちょっと待て。

　選択ってのは、まさか……。

「私たちをどうするかってことよ。別に私は、梨央さんを生き返らせても構わないと思うから」

「………っ！　本気で言ってんのかおまえは！　それはおまえやラピスが──」

「黙って、お兄様。じゃないとその口をもう一度塞ふさぐわよ」

「さりげなくキスするぞって宣言すんな！　──いや、そんなことを言ってる場合じゃねえ。七海、頼むから真剣に──」

「私は、いつだって真剣よ」

　そう言った彼女の手は、少しだけ震えているように見えた。

　……ふざけんな。

　なんでだよ。

　どうしてそんなに震えてまで、俺なんかに自分の命を託してんだよ。梨央姉を生き返らせるってことは、自分たちが消えるってことだぞ？

　それが──怖くないのか？

「───っ！」

　いや、怖くないはずがない。

　だから彼女は今もこうして震えている。

　日常。

　俺たちが過ごしてきた時間。

　方法次第では、それはこれからもずっと続くかもしれない。

　そんな希未望来を、コイツは自ら手放そうとしているんだ。

　俺みたいなヤツに、託そうとしてるんだ……。

「でも、これはあくまで私の意見であって、お姉様の意志ではないわ。お姉様はお姉様で自分の主張があると思うから、本家に帰ったらちゃんと聞いてあげてね」

「………っ」

　沈黙。

　さざ波の音が響く海岸。

　微かすかに夕日が沈み始めた水平線。

　その赤さに照らされながら──俺は訊たずねた。




「本当に、いいのか？」




　それは、最終確認。

　俺に自分の命を託していいのかという質問。

　自分自身、こんな質問をしてる状況自体がかなり異常だとは思う。

　けれど、七なな海みはそんな状況など気にしないように健気けなげに微笑ほほえんでから。

「ええ」

　にっこりと。

　笑顔のままで頷うなずいて見せた。




「だって、私はお兄様のことが好きだから」




「………っ」

　そして。

　もう一度だけ、彼女の口くち唇びるが触れる。

　二度目のキスは、最初の時よりも少しだけ長かった。

　でも、それもほんの数秒。

　たったそれだけの出来事。

　なのに──。

「───」

　どうしてか、俺はこの日常がいつまでも続けばいい──なんて。




　そんな夢みたいなことを思った。





第５章　瑠る璃り







「来てくれたのね、冬とう夜や」

　時刻は午後七時。

　夜の闇やみに染まった千せん羽ば学がく園えん。

　その屋上で、制服姿の少女が俺に話しかけてきた。

「……ラピス」

　そう、《蒼柩ラピスラズリ》。

　遺産[image: ]１にして、俺がさきほど話していた七なな海みの姉妹。

　七海と海に出かけた俺が本家に帰ろうとしたところで、ラピスから『話がしたい』という電話が入ったのだ。

　最初は辻つじ峰みね本家で話そうかとも思ったのだが……。

「なんで学園まで来たんだよ？」

「別にいいでしょ？　本家には七海やアリスもいるし、この屋上はわたしにとっては結構思い出深い場所だもん」

「まあ、《蜃気楼ミラージユ》を蒐しゆう集しゆうしたり、七海たちと戦ったりしたからな」

「その度にあんたは死にかけてたもんね」

「縁起でもねえこと言うなよ……」

　ここは俺が初めてウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうした場所。

　そして──試合と称して、真ま由ゆ香かと本気で戦った場所だ。あのときは俺がウィッチクラフトを蒐集できるか否かを賭かけての勝負をした。あの勝負の後、俺たちは一緒に蒐集をする仲間チームになれたんだ。

　なのに──。

「ねえ、冬とう夜や」

　蒼あおい瞳ひとみを持った少女は、静かに切り出してきた。

「《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と……梨り央おと対話をしてどう思った？」

「………」

　彼女の言葉に、俺は黙り込むしかなかった。

　梨央姉との対話。あの人は……ラピスや七なな海みを犠牲にして自分を生き返らせなくてもいいって言った。そして、もし何かが起きたときは自分の命魔力を使って欲しいとまで言ってくれた。

　それがウィッチクラフトとしての決断だって──。

「───」

　でも、俺にはきっと選べない。

　梨央姉を失った喪失感が大きすぎる。あの声が、あの笑顔が、あの温ぬくもりが……もう二度と感じられないのかと思うと、深い絶望が胸に渦巻く。この前までの俺は《白兎ホワイトラビツト》と戦うこと──家族ラピスを取り戻すということに集中するために、その不安を強引に抑えていたんだ。

　そして、状況は変わった。

　今俺たちの前に立たち塞ふさがっているのは、《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　サブリナ・ヴァレンタイン。

　すべてのウィッチクラフトを生み出した魔女の家族いもうと。そして、俺の従妹いとこである真由香の身体からだを乗っ取っている存在。

　あいつを斃たおさない限り、俺たちに未来はない。

　いや、仮に斃したとしても──。

「……正直な話、どうしたらいいかわからねえよ」

　胸の奥に溜たまった感情を吐き出すように、俺は言葉を零こぼしていた。

「自分でも決断できねえことが情けないって思う。けど……俺は家族を守りたい。それは死んだ母さんとの約束だからってこともあるけど……」

「……けど？」

「俺は……みんなが大事だ！　ラピス、真ま由ゆ香か、梨り央お姉ねえ、七なな海み、アリス……できることなら、誰だれのことも死なせたくない！　梨央姉やセツナが死んじまって……そのことを改めて強く思ったんだ！　でも──」

「全員を、守ることはできないわ」

「………っ！」

　突き付けるような言葉に、思わず息を呑のむしかなかった。

　……そうだ。もう全員を助けることはできない。新しいウィッチクラフトを創つくり出だすには、ラピスや七海を犠牲にしなくちゃいけない以上、たとえ《剣舞士の首飾りソードダンサー》を斃たおしても、待っているのは……。

「ところで、七海は何か言ってた？　冬とう夜やは、今日あいつと出かけてたんでしょ？」

「ああ。七海は……決断は俺に任せるって言ってた」




　──だって、私はお兄様のことが好きだから。




　それが、七海の言葉。そう──真由香と同じように、あいつも俺なんかを好きだって言ってくれてる。だからこそ自分の命運を俺に託してくれたのかもしれない。

「……そう。あいつらしいわね」

　夜空の下で、ラピスは息を吐ついた。

　……ああ。もしかしたら……いや、きっとラピスがここに俺を呼びだした理由は七海と同じだったのかもしれない。

　自分の命運。

　その行方を決めるために……。

「──冬夜」

　そして。

　まるで自分の所有者の気持ちを読み取ったように、ラピスは言った。

「わたしは、あんたに託さないわ」

「えっ──」

　それは、はっきり言って予想外の言葉だった。

「梨央や七海はあんたに自分の行く末の決断を任せたけど……たぶん、わたしまであんたに決断を任せたら、あんたはもう耐えられないと思うのよ」

「ラピス……」

「だって、人の生き死にを決めるなんて……そんな決断を簡単にできるわけがないでしょ？　それが自分にとって大事な人間……家族なら余計ね。あんたはリリィと一緒ですっごく家族想おもいだから……きっと、思いつめて壊れちゃうわ」

「………」

「だから、わたしはあんたに決断を託したりしない。自分のことは自分で決める。これ以上、所有者冬夜に迷惑をかけないために」

「………っ」

　……なんだよ、それ。もしかして、コイツは俺のことを気遣ってくれてるのか？　下手をしたら俺たちは《剣舞士の首飾りソードダンサー》に全員殺されるかもしれない。

　なのに、コイツは──。

「───」

　いや、落ち着け。

　今はそれよりも訊きかなければいけないことがある。

「──ラピス。おまえは俺に決断を託さないって言ったよな？」

「ええ。それがわたしの決断よ」

「じゃあ、おまえの答えは決まってるのか？　《剣舞士の首飾りソードダンサー》を斃たおしたとしても、俺たちは──」

「そうね。梨り央お──冬とう夜やの家族を生き返らせるためには、わたしと七なな海みを犠牲にしなくちゃいけない。だから──」

　ふうっと。

　まるで覚悟を決めるように、ラピスは息を吐ついてから。




「わたしを、殺して」




「………っ！」

　それは、梨央姉や七海とは違うひどく直接的な回答だった。

　殺して。

　わたしを、殺して。

　──そうだ。

　俺は梨央姉を……家族を生き返らせるためには、ラピスを殺さなくちゃいけない。俺が決断するっていうことは、そういうこと。

　──嫌だ。

　まず頭の中に浮かんできたのはそんな感情。嫌だ、嫌だ、嫌だ。まるで頭の中でもう一人の自分が叫んでいるみたいに、その言葉が脳内で反響する。響きすぎて、頭が割れそうな痛みがする。

　殺したくない。

　俺は、家族を殺したくない。

　でも──。

「───っ」




　そうしなければ、俺は家族を助けることはできない。




　無理だ。

　こんな問いに答えなんか出せるはずがない。現実は数学のテストや何かじゃないんだ。絶対に正しいって答えが決まってるわけじゃねえ。

　どんなに梨り央お姉ねえが優しくしてくれようが。

　どんなに七なな海みが決断を託してくれようが。

　どんなにラピスが自分で決断をしようが。

　──俺には。

　辻つじ峰みね冬とう夜やがこの問いに答えることなんてできやしない。決して考えることを放棄してるわけじゃない。ただ──いくら考えても終わりのない迷路に入り込んでしまったような感覚に、絶望しているだけ。

「ねえ、冬夜」

　そんな俺の気持ちを悟ってか。

　ラピスは、健気けなげに微笑ほほえんでみせた。

「……ごめんね。あんたにばっかり辛つらい悩みを押し付けちゃって。でも、大丈夫。少なくとも、わたしは自分で自分の未来を決めたから」

「ラピス……」

「もし《剣舞士の首飾りソードダンサー》を……サブリナ・ヴァレンタインを斃たおしたら、わたしと七海の命魔力を使って梨央を──あんたの家族を生き返らせて。きっとそれが一番正しい答えのはずよ」

「くっ……！」

　彼女の口くち唇びるから零こぼれた言葉に、眩暈めまいがした。

　正しい答え？

　なんだそれは。

　確かにそれは俺に──辻峰冬夜にとっては正しい答えなのかもしれない。

　家族。

　そんなものに執着してきた俺にとっては。




　──冬夜くんは、家族っていう存在に固執しすぎてる。




　思い出すのは、《蜃気楼ミラージユ》との戦いの後で入院していたときのこと。

　あのとき梨り央お姉ねえは俺にそう言った。確かに、俺が家族に抱く感情は病的で、偏執的で、狂気的だった。

　自分がどうなってもいいから、家族を守りたい。俺はその一心で戦ってきた。しかし、それでも《白兎ホワイトラビツト》との戦いではラピスを取り戻すために、梨央姉に──家族に助けを求めた。

　その結果、あの人は死んだ。

　無残に、殺されたんだ。

　──そのせいなのか。

　俺は、家族を失うことを今まで以上に恐れているのかもしれない。

「心配しないで」

　まるで泥沼のような思考に沈む俺に手を差し伸のべるように、ラピスは言葉を紡ぐ。

「わたしや七なな海みは、満足してるわ。だって、ウィッチクラフトなのにあんたの家族になれたんだもん」

「………」

「そう、わたしたちは人間じゃない。たとえ生き残ったとしても、気が遠くなるくらい長い時間……生きていかなくちゃいけない。いつかはウィッチクラフトとして壊れるときが来るかもしれないけど、それはきっと人間の寿命とはケタ違いの数字よ」

「寿命……」

「ええ。わたしと冬とう夜やは違うの。だから、もしわたしが生き残っても……わたしたちはずっと生き残ることはできない。だって、わたしは人間じゃないから」

「………っ」

　……ああ。

　やっと理解できた。思えば、伏線はあったんだ。《白兎ホワイトラビツト》との戦いのとき、ラピスは自分の命を絶とうとした。自分が《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介にならないように、ウィッチクラフトとの精神呪じゆ縛ばくを利用して、俺に刃を向けさせた。

　俺に、自分を殺させようとした。

　そんな常軌を逸した考えができたのには──理由があったんだ。




　──自分は人間じゃない。




　ウィッチクラフト。

　魔女の血を分け与えられた九十九のアンティークの一つにして、遺産[image: ]１。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　人とは──俺たちとは違う存在だ。だからこそ、あんな風に命を投げ出す覚悟ができた。ひょっとしたら、コイツは将来を悲観しているのかもしれない。たとえ生き残ることができても、俺たちはいつか死ぬ。そうしたら、ラピスや七なな海みは孤独の中で生きなければいけないかもしれない。

　何十年……いや、何百年という時間を。

　そんな風に生きるのなら、いっそのこと──。




「──ふざけんな」




　けれど。

　そこで俺の口から反射的に零こぼれたのは、否定の言葉だった。

「えっ……冬とう夜や？」

　予想外の言葉だったのか、ラピスが戸惑ったように言葉を零した。

　そんな彼女に、俺は言う。

「確かに、ラピスは人間じゃない」

「そ、そうよ。だから、わたしは……」

「でも、そんなことはどうだっていい。だって、俺たちは家族だろ？　家族が家族のことを想おもって……何が悪い？」

「───っ」

　俺の言葉に、ラピスが静かに息を呑のんだ。

　しかし、止まらない。

　もう止められない。たぶん、今から紡ぐ言葉は梨り央お姉ねえや七海にも言いたかった言葉だ。あの人たちの優しさに甘えて、俺は自分の気持ちを言うことができなかった。

　でも、今は違う。

　はっきりと自分の本音を言う。

「ラピス。おまえはさっき『わたしを、殺して』って言ったよな。でも……それは本当におまえの本音なのか？」

「それは……」

「確かに、人間とウィッチクラフトは違う。けど、俺はおまえと一緒に過ごせて楽しかったぜ？　俺たちはまだ出会ってから半年足らずしか時間は経たってない。それでも俺は、ラピスたちと過ごす時間が……楽しかった。できることなら、ずっと続いて欲しいって思ってる。ラピスは……違うのか？」

「………っ」

「だから……教えてくれよ！　人間の俺にはウィッチクラフトのおまえの気持ちなんか理解できないのかもしれねえ！　でも……でもさ！　これだけはわかる！　わかってるはずなんだ！　おまえは……おまえは……！」




　俺たちと一緒にいて、楽しかったんじゃないのか!?




　まるで獣のように、闇やみに染まった夜空の下で俺は叫んでいた。

　瞬間、ぎゅっと。

　ラピスが俺の身体からだに抱き着いてきた。

　まるで、俺の胸に顔を埋うずめるように。

　そして──。




「……当たり前じゃないっ」




　震え、掠かすれ、ひどく小さな声で……彼女は言った。

「わたしだって、楽しかったわよ！　五十年もずっと一人で眠ってて、いつ終わるかもわからない悪ゆ夢めを見ていて、目が覚めたらリリィが死んじゃってて……それでも、わたしは冬とう夜やたちと会えた！　家族になれたんだもん！」

「ラピス……」

「わたしはウィッチクラフトで……たとえ生き残ったとしても、いつか冬夜たちと死に別れなくちゃいけない！　でも……それでもきっとそれまでの人生は楽しいに決まってる！　楽しくないわけがないに決まってる！　だから……わたし、本当は……」




　死にたくなんかないのっ！




「死にたくない、死にたくない、死にたくないよぉ……。もっと生きていたい、もっと冬夜たちと一緒にいたい、まださよならなんかしたくない……まだ、眠りたくなんかない……」

「………」

「ご、ごめんなさいっ。わたしだけ、こんなこと言って……梨り央おや七なな海みはちゃんと言えたのに……わたしだけわがまま言って……でも、どうしても耐えられなくて……こんなこと言っても冬夜を困らせるだけなのに、余計に追い詰めるだけなのに、そんなことはわかってたはずなのに……っ」

「……いや、そんなことねえよ」

　ぎゅっと、ラピスの言葉を肯定するように俺は彼女の身体を抱きしめていた。

　──ああ。きっと、七なな海みや梨り央お姉ねえも本当は今のラピスと同じことを言いたかったんだと思う。それでも、彼女たちは俺のことを想おもってすべてを押し付けないように……自分の本音を隠していたんじゃないだろうか？

　たぶん、きっと俺もそのことを薄うつすらとわかっていた。

　だから──ラピスに本音を言わせたかった。

　けど──。

「───っ」




　どうすればいいんだ？




　もう、どうしようもない。梨央姉を生き返らせるためにはラピスと七海の命魔力を使わなくちゃならない。それ以上に、俺たち自身がサブリナに殺される可能性だってあるんだ。

　なんだよ、それは。

　こんなのおかしいだろ？

　理不尽。いくらなんでもひどすぎる。もし俺がもうちょっと大人だったら、『これが現実だ』とか『仕方のないことだ』とか『さっさと決断しろ』なんて気取った言葉を吐けるのかもしれないが、今の俺にはとてもじゃないがそんなことはできなかった。













　お願いだ。

　ラピスたちを、助けてくれ。

　ひょっとしたら、これ自体が理不尽すぎる願いなのかもしれない。

　けど、お願いだ。どうしてこんなに日常を……生きることを楽しんでるヤツらが、死ななくちゃいけないんだよ？　もしこの世界のどこかに『人生は楽しくない、明日死んでもいい』なんて腑抜けたことを言ってる野郎がいたら、今すぐその命を寄越して欲しい。

　死にたくない。

　もっと彼女たちと一緒に時間を過ごしたい。

　俺たちはやっと家族になれたのに。

　なのに、なのに、なのに……！

「……冬とう夜や」

　どれくらいの時間が経たっただろう。

　埋うずめていた顔を上げた後で、ラピスは瞳ひとみに浮かんだ涙を拭ぬぐった。

「……ありがとう」

「なっ──なんでお礼なんか言うんだよ！　俺は、おまえたちに何もできないで……！」

「そんなことない。冬夜がいてくれたから、わたしは本音を言えた。きっと、梨り央おも七なな海みも心の中ではわたしと同じことを想おもっていた。わたしたちは誰だれも死にたくなんかないもの」

　ねえ、憶おぼえてる？　と。

　ラピスは言葉を続ける。

「《白兎ホワイトラビツト》と戦ったとき、わたしは死のうとしたでしょ？」

「ああ。もちろん憶えてる」

「……ごめんね。あのときわたしはあんたを無理やり精神呪じゆ縛ばくで操って……死のうとした。けど……本当は、すごく怖かった。あのときも、心の中では死にたくないって思ってたの……」

「………」

「ここで冬夜とさよならしたくないって、思ってた。それは今も同じ。さっきわたしの決断を伝えたときだって本当は冬夜に頷うなずかれたらどうしようってすごく怖かった。でも、冬夜がわたしの本音を訊きいてくれた」

「……悪いな、乱暴なことを言ったりしてさ」

「──ううん。良いの。だって──やっと覚悟ができたから」

「覚悟？」

　訊き返すと、ラピスは「──うん」と呟つぶやいた。

　──そして。

　彼女はゆっくりと言葉を紡ごうとして──。




「おや、邪魔だったかな？」




　唐突に。

　そこで響いたのは嘲あざ笑わらうような声色の響き。

「───っ！」

　反射的に声の聞こえた屋上の隅に目を向けると、そこにいたのは巫み女こ服姿の女の子。

　辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　しかし、その中身は違う。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　俺のかつてのウィッチクラフトであり、魔女の妹は──静かに微笑ほほえんでいた。





×　　×　　×






「──ラピス！」

　彼女を庇かばうように、反射的に前に出る。

　しかし、サブリナはそんな俺を見てクスッと微笑みを零こぼした。

「落ち着いて欲しいな、辻峰冬とう夜や。きみは私を狂犬か何かと勘違いしていないか？　少なくとも、私は今きみたちと戦うつもりはない。だから──」

「バカかてめえは。そんなこと信用できるわけねえだろ」

　彼女の言葉を無視するように、俺は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を発動させ、構える。

　同時に、

「闇やみを統べろ、《夜魔ヴアンパイア》」

　呪じゆ文もんじみた言葉を、口にした。

　同時に夜空から降りてくる何十……いや、何百という羽音。

　蝙蝠コウモリ。

　黒い翼で羽ばたいてきた無数の蝙蝠コウモリはまるで群れで狩りをするみたいに、俺の身体からだに群がっていき──。




　その姿を、変へん貌ぼうさせる。




　やがて生まれたのは、漆黒の外套マント。

　遺産[image: ]６《夜魔ヴアンパイア》。

　俺が新たに所有者になったウィッチクラフト。出かける前に蝙蝠に変えて夜空に分散させていたのが功を奏した。

　これなら──戦える！

「ほう。きみが《夜魔ヴアンパイア》の所有者になったのか」

　俺が《夜魔ヴアンパイア》を纏まとっても、サブリナはあくまで余裕だった。

「ということは、どうやらきみは私の助言を聞いたようだな。魔女には……姉には会えたかい？」

「まあな。あんたの話も色々と聞かせてもらったよ、サブリナ・ヴァレンタイン」

「ふふっ、そうだろう。姉は家族想おもいで世話好きだからな。だが、大変だったろう。きみが《夜魔ヴアンパイア》の所有者になったということは姉と同じ三重所有者トリプルホルダーになったということ。元々きみには素質があったはずだが……姉のことだから随分厳しい試練を与えたんじゃないか？」

「そんなことはてめえの知ったことじゃねえだろ？　重要なのは、ここで今俺たちが戦うかどうかだ」

　言って、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の切っ先をサブリナに向ける。

　──油断するな。

　あっちには瞬しゆん転てんがある。

　いくら警戒しようと、あっという間に背後を取られる可能性はあるんだ。

　だとしたら、先手必勝。

　ここで一気に──！

「そんなに焦らないでくれ」

　だが、まるでこちらの闘志を感じ取ったかのように、サブリナはヒラヒラと両腕を上げた。

「ここで今きみたちと戦うつもりは本当にないのだよ？　せっかくだから、《紅柩ピジヨンブラツド》と《遺灰人形ウイツチドール》も一緒がいい。だから、時間を指定しよう」

「時間？」

「そうだ。この屋上に深夜零時ちょうど。それが私たちの命運を決める戦いが始まる時間だ。無論──」

　何を思ったのか。

　サブリナは自分の胸を……真ま由ゆ香かの胸を手で押さえながら。

「辻つじ峰みね真由香。この子の命運もかかっている」

「……てめえ！」

「そんなに怒らないでほしいな。私はこの子の身体からだをなかなか気に入っている。だから、おかしなことはしないよ。もっとも、これくらいの悪戯いたずらはするが」

　挑発のつもりなのか、サブリナは妖よう艶えんな表情を浮かべたままで真由香の着物の胸元を少しだけずらして見せやがった。

「どうだい、辻つじ峰みね冬とう夜や。この子はきみに告白してるんだろう？　なら、欲情したりはしないか？」

「ふざけたこと言ってんじゃねえよ。──約束してやる。俺たちは、絶対にてめえから真ま由ゆ香かを取り戻す。そして──」

「どうするんだい？　誰だれを助けるかは、もう決めたのかな？」

「………っ」

「まあ、その答えを決めておく必要はないか。勝つのはこの私だよ。きみたちは今夜死ぬ。私と殺し合って、死ぬ。それはもう決定事項だ。それにしても、本当に愉たのしみだよ。きみは私の所有者になったことで本当に強くなった。だからこそ──殺しがいがある」

　口元に愉悦を貼はりつかせたままでそう言ってから、サブリナは続ける。

「殺人鬼シリアルキラー。もしかしたら、姉はそんな風に私のことを表現したかもしれないが、それは間違いだよ。なぜなら──」




　私は、剣舞士だ。




「私はただ戦いたかっただけさ。自分に強い危機感を抱かせるような相手と剣を交えたかった。それが私の動機だよ。何十年……何百年と生きてきた私にとっては、それが唯一の生きがいだった」

「………っ」

「おや、表情が変わったね《蒼柩ラピスラズリ》。生きがいは大事だよ？　人間は何か本気になって打ち込めるものを持った方が良い。歌い手なら、歌。絵え描かきなら、絵。作家なら、本。そして、私の場合は──戦いだった」

「じゃあ、あんたがわたしたちと戦うのは……」

「確かめるためだ」

　そう言って。

　サブリナは屋上でくるりと回った。

　そのまま、旋回ターン、旋回ターン、旋回ターン。

　ターンを繰り返し、優雅にステップを踏んでいく。

　まるで──踊り子のように。

「そう、私は確かめたい。私が生きている意味を。生きているという実感を。より強い相手と戦って、確かめたいだけ。いいかい、《蒼柩ラピスラズリ》。生きるということは、魂の燃焼だ。だからこそ、人は自分にとっての生きがいに身を焦がす。それができない人間は、もはや屍しかばね同然だろう？」

「屍しかばね……」

「言ってしまえば、死んだまま生きているみたいなものだよ。私はそんな腐った生き方だけは絶対にしたくない。だから、私は殺した。戦いを求めた。求めて、求めて、求めて、渇望して……ついには、姉と殺し合って──」

「ふざけないでよ！　あんたのせいで、リリィは……」

「そう、姉は私が殺した。一度目は私が殺されかけ、二度目でやっと姉を殺した。そして、私自身も殺されたんだ」

「でも、あんたの死体は……」

「それについては、《白兎ホワイトラビツト》が処理してくれたんだろう。あの子は私の考え方に深く共感してくれたからね。もし私が死んだときは後始末をしてくれることを約束してくれた。そして、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を辻つじ峰みね家に授けたのも彼女だ。だからこそ──」




　私はこうして今を戦える。




　そう告げて。

　サブリナは踊るのをやめた。

　そして、静かに微笑ほほえんでから。

「では、深夜零時だ。待っているよ、辻峰冬とう夜や。きみは姉と似ている。だが、姉のように私に手加減をすることはないだろう。だからこそ、待っているよ。きみが辻峰真ま由ゆ香かを取り戻すのを。そして──私を殺しに来るのを」





第６章　決戦







　ウィッチクラフト。

　思えば、すべての始まりは今年の三月。俺が七年ぶりにこの街に帰ってきて、重騎士──《蜃気楼ミラージユ》に襲われたことだ。そして、俺はラピスたちと一緒に蒐しゆう集しゆうを始めたんだ。

　あれから、約半年。

　たったの六ヶ月にも満たない時間で俺は──俺たちは様々なことを経験した。

　けど──。




　おそらく、それも今夜で終わりだ。




　漠然とだが、俺には予感があった。

　今夜で、俺たちの蒐集は終わる。

　結果はどうであれ、そうに違いない。

　だから──。

「全員、揃そろったようだね」

　深夜零時。

　千せん羽ば学がく園えんの屋上。

　そこに揃った俺たちを見ながら、サブリナはそう言った。その手に嵌はめられているのは、《魔狼フエンリル》。セツナが所有者だったウィッチクラフト。

　やっぱり、あいつはあれを使うつもりなのか？

「ああ、これが気になるかい辻つじ峰みね冬とう夜や？」

　俺の視線に気づいたのか、サブリナがゆっくりと自分の手を上げた。

「もちろん、私は今夜これを使うよ」

「……いいのかよ。それを最後に使ったのはセツナだったんだぜ？　だとしたら、《魔狼フエンリル》にあいつの残留思念が遺のこってることも──」

「その心配はない。《魔狼フエンリル》は魔女が《白兎ホワイトラビツト》を斃たおすためだけに生み出したウィッチクラフトだ。だから、他ほかのウィッチクラフトとは違って所有者が残留思念を遺すことはできない。その証拠に──」

　瞬間、変わる。

　サブリナがおもむろに後頭部で結んだ髪を解くのと同時に、その頭から生えたのは獣じみた耳。そして、増大する圧力プレツシヤー。明らかに研ぎ澄まされた殺意。

　獣化変身。

　彼女は、見事に《魔狼フエンリル》の能力を使いこなしていた。

「この通り、私はもう《魔狼フエンリル》の所有者だ。まあ、私にはこれがあるから槍やりを持つ必要はないがね」

　言って、サブリナは漆黒の腕輪の着いた手で剣を掲げる。

《夜想曲ノクターン》。

　遺産[image: ]７《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力──刀剣変化を使って生み出された漆黒の剣。

　そして、おそらくはあれこそが魔女を殺したウィッチクラフト。

「……冬とう夜や」

　不安げな声でラピスが呟つぶやいた。

　──あの後。

　サブリナと屋上で別れた後、俺とコイツはほとんど会話を交わさずに辻つじ峰みね本家へと帰った。サブリナが来る直前にラピスが何か言いかけてた気もするが……その言葉を聞くことはできなかった。

　そして、俺自身もまだ答えを出していない。

　誰だれを助けるのか？

　誰を犠牲にするのか？

　その決断を下せていなかった。

　だけど──。

「下がっててくれ、ラピス」




　もう、戦う覚悟は決まった。




　前衛は《夜魔ヴアンパイア》と《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を所有している俺。後衛はアリス。回復役の七なな海み。そして、ラピス。

　今の俺たちにとっての最高の布陣。

　これで真ま由ゆ香かを取り戻す。そして、《剣舞士の首飾りソードダンサー》と《魔狼フエンリル》を奪い返す。七海曰いわく、俺とラピスが出かけている間に昨日《白兎ホワイトラビツト》から回収したウィッチクラフトはすべて封印したらしい。

　ということは、俺たちが手に入れるべきウィッチクラフトはあと四つ。

　遺産[image: ]７《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　遺産[image: ]４《魔狼フエンリル》。

　遺産[image: ]10《屍操書ミツドナイトヘブン》。これだけは、昨日の墓地から回収できなかった。おそらくは、サブリナが所有してるんだろう。

　そして最後に、《血核ハートレス》。本家の開かずの間に安置されている梨り央お姉ねえの身体からだの中にある。この戦いが終わったら、あれもラピスか七なな海みの中に封印しなくちゃいけない。

　けど、そのためには戦わなくちゃいけない。

　もちろん、恐怖がないわけじゃねえ。昨日見せつけられたサブリナの強さは嫌でも目に焼き付いてるし、心の中ではこの状況に絶望したい自分を必死に押し殺してる。

　でも、

「さあ」

　戦うしかない。

　そんな風に決めたんだ。

　だから──。

「それでは、最後の蒐集たたかいを始めよう」

　まるで自分に言い聞かせるように言って。

　俺は、その一歩を踏み出した。





×　　×　　×






「──夜やみに染めろ、《夜魔ヴアンパイア》」

　呪じゆ文もんじみた言葉を口にすると同時に、俺は身に纏まとった《夜魔ヴアンパイア》の能力を発動。黒い外套マントは所有者である俺と融合し、その身体からだを劇的に作りかえていく──！

「───っ！」

　──熱い。

　感じたのは、全身が燃えるような温度。

　同時に頭を駆け巡る何か。ああ、この感覚を俺は知っている。初めて《剣舞士の首飾りソードダンサー》を使ったときもそうだった。

　ウィッチクラフトは、己の使い方を所有者の意識に直接伝える。

　ならば、今回も──！

「あっ……ああああああああっ！」

　自分の身体が急激に変化する違和感を押し殺すために叫んでいた。

　しかし、それもすぐに止まる。

　わずか数秒と経たたずに、俺の身体は別物へと変わっていた。

　そう、深層対話室で戦った魔女のように──！

「ほう。《夜魔ヴアンパイア》の能力か。だが、翼は生やさなくていいのかい？」

　まるで嘲あざけるように、サブリナはそう言った。

「いらねえよ。てめえなんか、飛ぶ必要もない」

「ふふっ、強がらなくていいよ辻つじ峰みね冬とう夜や。きみは《夜魔ヴアンパイア》の所有者になって日が浅い。だから、翼を使った戦い方に慣れていないんだろう？　いくら能力翼の使い方を《夜魔ヴアンパイア》が直接教えても、それを使うものが素人じゃ意味がない」

　ああ、そうだ。サブリナの言葉は全部当たっている。おそらく下手に翼を出しても、俺に魔女のような戦い方はできない。ひょっとしたら、大きな隙すきを見せてしまう可能性の方が高いだろう。

　けど──人為変体の恩恵はそれだけじゃない。翼はなくても、回復力と身体能力は大きく強化されている。それこそ、《魔狼フエンリル》の所有者なみに。

　だったら、翼がなくても──。

「もっとも、きみ以外に翼を欲している人間──いや、ウィッチクラフトがいるようだがね」

「なっ──！」

　瞬間、ゾクッと背筋が震えた。

　けれど、それはサブリナの言葉にじゃない。俺の視界の端が捉とらえた異常な光景。

　霧きり谷やアリス。

　メイド服姿の彼女は、何を思ったのか自分のこめかみに銃を当てていたのだ。

　まるで、拳けん銃じゆう自殺でもするみたいに──！

「やめなさい、アリス！」

　そこで響いたのは、七なな海みの悲鳴。

　おそらく、彼女も俺と同じような思考をしていたんだろう。

　アリスが所有しているウィッチクラフト──《四銃奏カルテツト》。その弾丸には四つの種類がある。ファーストショットは拳銃程度の威力、セカンドショットは小型の火球を放ち、サードショットは巨大な不死鳥の弾丸を生み出す。

　そして、最後の弾丸。

　ラストショットの能力は──！

「七海様」

　静まりかえる屋上の一角で。

　アリスは、七海に──自分の生みの親と言っても過言ではない彼女に向かって──。

「ごめんなさい」

　微かすかに微笑ほほえんでから、命令しんらいに逆らったことを詫わびるように口くち唇びるを動かした。

　そして、




「──灼やき尽くせ、ラストショット」




　彼女の指が《四銃奏カルテツト》の銃ひき爪がねを弾はじくのと同時に、その身体からだが炎上する。

　直後現れたのは、四枚の巨大な炎の翼。全身を鎧よろいのように覆う業火。そして、炎が造りだした額から伸びる二本の鋭い角。

　──悪魔。

　これがラストショットの能力。《四銃奏カルテツト》の最後の弾丸は、所有者を死ぬまで戦わせる怪物へと姿を変へん貌ぼうさせていた……！

「くっ……！」

　予想外だ。まさかアリスがラストショットを使うなんて。あいつはこんなことをするなんて一言も言ってなかった。

　いや、ひょっとしたら言えなかったのか？

　もし言ったら、周囲の人間が止めるってわかっていたから。これは推測だが……アリスは《白兎ホワイトラビツト》との戦いの前からラストショットを使うことを覚悟していたのかもしれない。そのことに俺たちが気付けなかっただけ。




『ラストショットは危険すぎるんだ。制御できずに暴走させちまうことは必至。そして、今まであれを使ったヤツは全員死んでる』




　以前、霧きり谷や家の先代当主であり、《四銃奏カルテツト》の所有者だった霧谷雪せつ奈なはそう言っていた。

　だから、俺たちはアリスがラストショットを使うなんて夢にも思わなかった。

　なのに──！

「冬とう夜や！」

「───っ！」

　ラピスの声で、思考から現実に引き戻される。

　目の前で対たい峙じしていたのはラストショットとなって上空へ舞い上がったアリスと、屋上で《夜想曲ノクターン》を構えるサブリナ。

　──ダメだ。

　きっとアリスの精神こころは、ウィッチクラフトの精神呪じゆ縛ばくによって操られている。現に前回あいつが《四銃奏カルテツト》を使ったときはそうだった。精神呪縛が第三段階レベル３まで進行したあいつは、俺たちを殺しかけて──。




「──行くぞ！」




　だが。

　直後、上空にいるアリスが発した言葉に戦せん慄りつする。

　──嘘うそだろ？

　今の声は、霧谷アリスだった。

　確固とした証拠があるとか、そんなんじゃねえ。

　俺たちは七月から同じ屋敷で暮らして、一緒に戦ってきたんだ。

　だから──わかる。

　この声はアリスだ。

　あいつは……霧きり谷やアリスは、精神呪じゆ縛ばくになんか操られちゃいない……！

「はははっ！　そうか！　面白いな霧谷アリス！」

　上空にいる彼女に向かって、哄こう笑しようを上げたのはサブリナだった。

「《四銃奏カルテツト》の精神呪縛を、精神力で強引に捻ねじ伏せたか！　それほどまでに自分の主あるじを……《紅柩ピジヨンブラツド》を助けたかったのか!?　だが、それは賭かけだぞ！　そうなった以上、きみに残された時間いのちはあとわずかだ！」

　決死の行動を取ったアリスを嘲あざけるように、サブリナは嗤わらう。

　そんな彼女を無視するように、

「違う、七なな海み様だけじゃない」

　アリスは、その右手を静かに屋上へと向けた。

　そして──。




「アリスはただ、自分の家族を守りたいだけだ！」




　彼女の咆ほう哮こうと共に、轟ごう音おん。ラストショットとなった彼女が放ったセカンドショットが屋上に着弾。それはまるで戦いの始まりを告げる号砲のように鳴り響いた。

「……アリス！」

　なんだよ。

　なんなんだよ。

　今の言葉はどういう意味なんだよ。

　なあ、アリス。おまえはいつも七海以外には無愛想だったけど、俺たちのことを家族と思ってくれてたのか？　六月から今日までの時間の中で──いつの間にか俺たちがおまえのことを家族と思ってたように、おまえも俺たちに心を開いてくれてたのか？

　だから、おまえはそこにいるっていうのかよ──！

「おぉおおおおおおおっ！」

　まるで俺の疑問に答えるように、アリスは咆哮を上げたまま──加速。さきほどのセカンドショットの着弾地点へと炎の翼をはためかせて一気に滑空する。

　同時に、俺も加速。《夜魔ヴアンパイア》によって通常よりもはるかに強化された身体能力を使って一気に目的地へと疾駆。

　俺たちの視線の先にあるのは、今や黒煙と火の粉に埋め尽くされた屋上の一角。

　その中で──！

「あはははははっ！」

　彼女は、傷一つついていない姿で嗤わらっていた。

　サブリナ・ヴァレンタイン。

　おそらくは《夜想曲ノクターン》で焔ほのおの一部を打ち消したか、負った傷を《魔狼フエンリル》ですべて癒いやしたのだろう。

　魔女殺しのウィッチクラフトは、高らかに言葉を紡ぐ。

「素晴らしいぞきみたちは！　本当に愉たのしくなってきた！　ここまで気持ちが高ぶるのは、半世紀前に姉を殺したとき以来だ！」

　直後、閃せん光こう。先にサブリナへと到達したアリスが焔に包まれた腕を滑空の勢いそのままに振り下ろす。屋上の一部が融解し、蒸発するほどの一撃。

　しかし、それも躱かわされる。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力──戦場舞踏。まるで踊り子のように優雅に、サブリナはアリスの一撃を避けていた。

　そして、その身体からだに《夜想曲ノクターン》を突き刺そうとして、

「させるかよっ！」

　遅れて跳びこんだ俺が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で切りかかる。

　真ま由ゆ香かを操ってるのはサブリナ……《剣舞士の首飾りソードダンサー》に遺のこされた残留思念だ。だったら手首から先を切り落とせばいい。最悪、七なな海みがいれば傷は癒せ──。

「！」

　しかし、鳴り響いたのは金属音。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の一振りを、サブリナは《夜想曲ノクターン》で受け止めやがった。瞬時にアリスへの攻撃から俺への防御に狙ねらいを変える判断力とそれを実行する速さ。そして──。

「踏み込みが甘いな！」

　恐るべき、腕力パワー。

《魔狼フエンリル》の能力で強化された刃は俺を身体ごと吹き飛ばそうと迫り来る。

　だが、俺も《夜魔ヴアンパイア》で強化された身体能力で受け止める。

　──よし。

　力は互角だ。

　これなら、行ける。

　あとは──手て筈はず通りに。

　俺とラピスが辻峰本家へと帰った後で立てた作戦通りに行けば──。




「──消失音階サイレント」




　しかし、心に抱いたわずかな余裕すらも一瞬で打ち消された。

　黒い影を纏まとった《夜想曲ノクターン》で瞬く間に《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の刃が切断される──！

「くっ──！」

　たまらず俺は瞬しゆん転てんを使い、背後に逃げ、同時に新たな刃を生み出す。

　だが、それでも窮地を脱出できない。同じく瞬転を使ったのだろう。《夜想曲ノクターン》を上段に構えたサブリナが、まるで瞬間移動でもするみたいに俺の前に立っていやがった……！

「──《氷刃ブレイド》！」

　それでも、退ひかない。

　すぐに折られないように刃を分厚く、そして大きく変えてからサブリナと刃を切り結ぶ。

　断続的に鳴り響く、金属音。

　パワーとスピードはほぼ互角のはずだが……！

「ぐっ……おっ……!?」

　徐々にだが、俺の方が押され始める。

　ゆっくりとだが確実に、サブリナの刃を躱かわすことができなくなる。傷は《夜魔ヴアンパイア》が治してくれるが、それでも致命傷を負えばしばらく活動できない。それこそ首を切り落とされれば死ぬかもしれない。

　それはあいつだって一緒のはずだ。

　なのに、あいつの剣は徐々に俺の太刀筋を凌りよう駕がしていく。

　その原因は……！

「さあ、私と共に踊れ！　辻つじ峰みね冬とう夜や！」

　戦場舞踏。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》のもう一つの能力。サブリナは徐々に俺の呼吸リズムを掴つかみ、把握し、越えていく。

　そして、《夜想曲ノクターン》。

　いくら《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の刃を再生しようと、漆黒の剣はその度に容赦なく打ち砕く。まるで俺の心ごとヘシ折ろうとしているかのように。

「くっ──！」

　苦く悶もんの声を零こぼしながらも、跳ぶ。

　瞬転を使って屋上から跳躍。その着地先は、隣にある体育館の屋上。校舎の隣にある体育館とは三十メートルほどの距離があったが、瞬転を使ったおかげで難なく移動できた。

　だが、サブリナを振り切ることはできない。

　同じく瞬転を使って跳躍した彼女は、まるで影のように俺を追尾して、

「がっ……!?」




　黒剣で、俺の右胸を貫いた。




　身体からだを串くし刺ざしにされたことによる激痛。

　しかも、《夜想曲ノクターン》が影を帯びているせいか、そこに触れている部分の傷は《夜魔ヴアンパイア》の能力で治癒されない。

　ただ、赤い血だけが刃を伝って俺の身体から流れていく……。

「さあ、どうする辻つじ峰みね冬とう夜や？」

　敵の胸を貫いた《夜想曲ノクターン》を持ったままで、サブリナは嗤わらっていやがった。

「《魔狼フエンリル》の所有者となった今の私なら、このままきみを一気に両断できるぞ？　そこまで傷を負ってしまえば、いくら《夜魔ヴアンパイア》でも治せまい。これで、きみは──」

「バカを言ってんじゃねえよ」

　出血と傷のショックで朦もう朧ろうとし始めた意識を繋つなぎ止めるように、俺は言った。

　そのまま、掴つかむ。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を握っていない方の左手で、自分の胸から生えた《夜想曲ノクターン》の刃を掴んでいた。

　そして──。




「やっと、捕まえた」




「冬夜っ！」

　さっきまで俺たちがいた屋上から、ラピスの声が響いた。

　出血のせいで薄れる視界の中で見えたのは、屋上の柵さくの向こうから体育館の上にいる俺たちを見つめるラピスと七なな海みの姿。

　……よし。

　あそこなら、被害を受けないで済む。

「《氷鎖チエイン》！」

　瞬間、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を発動させ、俺とサブリナの身体を氷の鎖で拘束する。さっき俺がやったように、瞬しゆん転てんで移動できないように。

　そして──。

「アリス！」

　上空にいるアリスに向かって、俺は叫んでいた。

　炎の翼をはためかせながら俺とサブリナの動向を窺うかがっていたようだが──おそらくは、俺の声にこっちの意図を悟ったんだろう。

　紅ぐ蓮れんの火の粉を撒まき散らしながら、その身体からだが上昇。遥はるか上空でアリスは自らの翼を大きく広げた。

　そのまま、彼女は一気に急降下。

　まるで獲物を狙ねらう隼はやぶさのように、空を貫きながら降りてくる。

　そう、体育館の屋上にいる俺たち目がけて──！

「なるほど。考えたな」

　恐ろしいことに、この状況に置かれてもサブリナは微笑ほほえみを絶やさなかった。

「《四銃奏カルテツト》のラストショットを使って、私を消滅させる気か。確かに、《魔狼フエンリル》の能力を使おうが……身体自体が消滅してしまえばもう回復できない」

「ああ、そうだ。つまり、おまえは死ぬ」

「ふふっ。だが、いいのかい？　このままではきみと辻つじ峰みね真ま由ゆ香かもラストショットの破壊に巻き込まれて死ぬぞ？　ラストショットになってからそこまで時間が経たっていない以上、あの《四銃奏カルテツト》の所有者は生き残れるかもしれないがね」

　──そう。

　それがこの作戦の問題だった。

　けど──違う。

　おそらく俺たちはこの状況から生き残ってしまうだろう。

　だからこそ、辻峰本家で考えたもう一つの作戦が重要になってくる。

　だから──。

「さあ、知ったこっちゃないな」

　精一杯の虚勢ハツタリを、俺はサブリナに投げかけてやった。

「元所有者として、おまえの最期は看み取とってやるよ。だから、おまえも俺も真由香も──ここで死ね」

　その刹せつ那な──衝撃。

　おそらくは《四銃奏カルテツト》のラストショットとなったアリスが、体育館に着弾したんだろう。《四銃奏カルテツト》は《Ⅸノウエム》の中でもっとも攻撃に特化したウィッチクラフト。

　そのサードショットはたった一発で七階建てのビルを倒壊させた。

　だったら、ラストショットの威力は──。

「………っ！」

　その惨事を確かめる暇いとまもなく。

　俺の意識は、熱風の中で途切れていた。
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「お兄様！　しっかりして！」

　意識を覚かく醒せいさせたのは、響き渡る七なな海みの声だった。

　どうやら、彼女は地面に倒れた俺の傷を自分の能力で治してくれているらしい。そして、俺の隣には地面に落ちた《夜魔ヴアンパイア》の姿。もしかしたら、所有者の意識が飛んだことで人為変体の能力が途切れてしまったのか。

　──いや。

　そんなことよりも、今大事なのは……。

「ぐっ……あっ……！」

　さきほどまで風穴が開いていた右胸を庇かばうようにしながら、身体からだを起こす。

　同時に見えたのは、黒煙。

　体育館だ。

　しかし、その面影は一切残っていない。まるで爆撃でも受けたかのように、体育館は木端微み塵じんに破壊されていた。そして、その残ざん骸がいを紅ぐ蓮れんの炎が今も燃やし続けている。

　俺たちがいるのは、その残骸から三十メートルほど離れた校庭だった。

「冬とう夜や……」

　七海の隣にいるラピスが心配そうな声を出した。

　おそらく、急いで校舎の屋上から降りてきたのだろう。その後で校庭に倒れていた俺を見つけたのだ。

　──だとしたら。

　俺と一緒に拘束されていたサブリナは──。




「まったく、私の姉の子孫は揃そろいも揃って無茶をするんだな」




　突如、投げかけられた言葉に背筋が凍りつく。

　焼き尽くされた体育館。

　その傍そばに立っていたのは、サブリナ・ヴァレンタイン。

　しかし、その姿はさきほどまでとは大きく違っていた。

「……第二獣化形態」

「ああ、そうだよ。きみがした拘束を振りほどいて、ラストショットから逃げるためにはこうなるしかなかった。ちなみに、霧きり谷やアリスはあそこだ」

「なっ……」

　黒い装甲に覆われた彼女が指差す先──そこには地面に倒れているアリスがいた。

　まさか、アリスはもう……。

「心配することはない。ラストショットで力を使い切っただけで、まだ生きているよ。もっとも、これからはどうかわからないが」

「───っ！」

　そうだ。

　コイツが俺やアリスを助けたのも、自分なら殺せるという確信があったからだろう。

《魔狼フエンリル》の第二獣化形態。

　こうなってしまったサブリナを止める手立てはもはやないように思えた。《夜魔ヴアンパイア》との融合が解け、アリスが戦闘不能に陥ってしまった今なら尚更なおさらだ。

　──けど。




「そんなに余裕でいいのかな、サブリナ・ヴァレンタイン」




　突如、俺の口から零こぼれたのは自分とは全く違う声。

　この声を、俺は知っている。

　辻つじ峰みね梨り央お。

　セツナの死に際と同じように、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》に遺のこされた残留思念が、俺の口を借りて喋しやべっていた。

「きみは……辻峰梨央か？　きみの方こそそんなに余裕でいいのかい？　今の私は《魔狼フエンリル》の第二獣化形態を発動させている。できればこの姿にはなりたくなかったんだ。こうなってしまったら、勝負はすぐに決まって──」

「うん。そうだね。ただし──」




　勝つのは、ボクたちだよ。




　まるで決まったことを言うように、梨央姉はそう言っていた。

　そして、

「ねえ、そうでしょ？　せっちゃん」

「なっ──」

　微かすかにだが、はっきりとサブリナは息を呑のんだ。

　次の刹せつ那な──。




「ああ。そうだな、梨央」




　サブリナの口から聞こえたのは、彼女とは違う低くしゃがれたハスキーな声。

　セツナ・ヴァレンタイン。

《魔狼フエンリル》の所有者だったはずの、彼女の声だった。

「……霧きり谷や雪せつ奈な、だと？　ふざけるな。どんな所有者だろうと、《魔狼フエンリル》に残留思念を遺のこせるはずが……」

「オイオイ、そっちこそふざけたこと言ってんじゃねーよ。アタシはこれでも元霧谷家の当主。言わば魔女の直系にあたる子孫だぜ？　それなら、ウィッチクラフトを扱う適性は他ほかの人間よりも高いはずだ。だから、こうして残留思念を遺すことができたんだろうさ」

「では、まさか……」

「ああ。たぶん、おにーさんたちはこの状況を狙ねらってたんじゃねーのか？　随分低い可能性だったが、コイツらはその賭かけに勝ったわけだ」

　一つの口で交互に喋しやべった後で、サブリナは……いや、今や精神呪じゆ縛ばくでその身体からだを乗っ取ろうとしているセツナは口くち唇びるを吊つり上げた。

　──そう。

　これが、俺たちが賭けた可能性作戦。

《魔狼フエンリル》の第二獣化形態。

　それをサブリナに使わせること。

　なぜなら以前──俺たちがまだ七なな海みと戦っていたとき、セツナはこう言っていたのだ。




　──第二獣化形態を使うと《魔狼フエンリル》の精神呪縛がかなり強くなる。




　それはつまり、第二獣化形態になれば精神呪縛の影響を強く受けてしまうということ。だとしたら、勝ち目はある。

　セツナ・ヴァレンタイン。

　あいつが、《魔狼フエンリル》に残留思念を遺してさえいれば──。

「……そうか。第二獣化形態になったことで残留思念として遺された霧谷雪奈が表に出て来られたわけか」

「そういうことだ。ま、今のアタシ自身、さっきまでの状況はよくわかんなかったけどな。ぶっちゃけると、たった今目覚めたみたいなもんだ。《魔狼フエンリル》の中には元々ウィッチクラフトの意志が備わってたからな。たぶん、そいつに押し殺されて出て来られなかったんだろうよ。けどな──」




　声が、聞こえたんだ。




　はっきりと、セツナはそう告げた。

「アタシを呼ぶ……梨り央おの声がな」

「セツナ……」

　俺の口を使って喋しやべる梨り央お姉ねえ。

　──そう。

　辻つじ峰みね梨央と霧きり谷や雪せつ奈な。

　二人は生まれたときから敵同士。ウィッチクラフトを奪い合うために、辻峰と霧谷は半世紀もの間敵対していた。

　けれど、二人は親友同士だった。数年前までは、きっと仲良く同じ時間を過ごしていたんだ。

　──だから。

　声が、届いた。

　二人はもう死んでいる。それでも、ウィッチクラフトの残留思念としてまだこの世界に存在してる。だからこそ、お互いの声を届けることができたんだ……！

「だが、どうするんだい？」

　あくまで余裕を保った口調で、サブリナは言った。

「このまま霧谷雪奈が私から辻峰真ま由ゆ香かの身体からだを奪い返す気かもしれないが……残念だが、それはできないよ。《剣舞士の首飾りソードダンサー》は所有者を戦わせることに特化したウィッチクラフトだ。精神呪じゆ縛ばくの強さなら負けはしない」













「だったら、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を奪うまでだ」

「はははっ！　やってみろ、辻つじ峰みね冬とう夜や！　今の私と辻峰真ま由ゆ香かは精神呪じゆ縛ばくの第三段階レベル３！　しかも、これだけ長い時間第三段階レベル３の状態が続いたのだ！　ウィッチクラフトを強引に引きはがせば、この子の精神は──」

「ああ、知ってるよ」

　コイツの言う通り、《剣舞士の首飾りソードダンサー》を無理やり奪えば、サブリナは戦えなくなるが、同時に真由香の精神こころは壊れ、廃人になってしまうかもしれない。

　ならば、強引に奪わなければいいんだ。

　そのために──！




「──行くわよ、冬夜」




　あいつは今夜、戦こ場こに来た。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　その能力はウィッチクラフトを封印すること。

　そして、もう一つは──対話。

　ウィッチクラフトと所有者を会話させることだ。ウィッチクラフトと対話できる人数はラピスを入れて三人まで。

　だから──！

「ラピス！」

　叫ぶと同時に、俺は強引に立ち上がって走り出していた。

　治りかけた傷口が痛んだが……今はどうだっていい！

　──ここだ。

　このタイミングでしか、俺たちは真由香を助けられない──！

「冬夜！」

　俺と同時に走り出していたんだろう。

　ラピスがサブリナのもとに辿たどり着くのは俺と同時だった。しかも、彼女は今《魔狼フエンリル》の……セツナの精神呪縛によって身動きを封じられている……！

「……届け」

　その隙すきを突くように、俺はサブリナの……真由香の小さな掌てを握った。その後、すぐにラピスも手を重ねる。

　そして──！

「届けえええええええええええええっ！」

　瞬間、俺たちは深層対話室へと連れ込まれた。

　辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　自分の家族に、声を届けるために──。
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　純白の空間。

　もう何度目かになる深層対話室。

　今回、俺たちが対話する相手はサブリナ・ヴァレンタイン。

　つまりは、《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　そして、もう一人。




「……兄さん？」




　純白の空間で蹲うずくまるようにして座り込んでいる女の子。

　辻峰真由香。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》に囚とらわれている、俺の家族だった。

『まさか、深層対話室とはね』

　どこか愉たのしそうな声。

　その先にいたのは中世の騎士のような甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった女性。

　サブリナは、静かに俺たちのことを見つめていた。

『だが、どうするんだい？　ここに来たとしても、きみたちにできることは──』

「黙ってろ」

　俺がそう告げた瞬間、深層対話室の空間から無数の鎖が発生。

　サブリナを拘束するように、その身体からだを縛り上げた。

『……驚いた。ひょっとして、自分の魔力を使って深層対話室を操作したのか？　こんなことができるのは私の姉ぐらいだと思っていたが』

「ああ、そうだ。これはあんたの家族に教えてもらったんだよ」

　同時に、深層対話室を操作して俺たちの服も創つくり出だす。

　ラピスにはドレス。

　俺は普段の私服。

　そして、真由香には巫み女こ服。

　──大丈夫。

　ここはもう俺の領域だ。

　だったら、ゆっくり話せばいい。

「……真ま由ゆ香か」

　蹲うずくまっている真由香に向かって歩き出したのは、ラピスだった。

　彼女はゆっくりと手を差し伸のべる。

「さあ、帰りましょう？　あんたは《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者。そしてここはウィッチクラフトと所有者が対話をする空間。あんたがここで《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者になったように、ここであんたが《剣舞士の首飾りソードダンサー》を拒絶すれば、所有者じゃなくなる」

「ラピス……」

　蒼あおい少女の言葉に、真由香はゆっくりと顔を上げた。

　その瞳ひとみは、涙で潤んでいるように見えた。

『無理だね』

　嘲あざ笑わらうように、拘束された《剣舞士の首飾りソードダンサー》が言った。

『辻つじ峰みね真由香に私を拒絶することは不可能だよ。なぜなら彼女は、自分から私の所有者になることを選んだんだ。きみたちも知っているだろう？　辻峰真由香は、自分の姉である辻峰梨り央おにずっと劣等感を感じていた』

「………っ」

　確かに、それは事実かもしれない。

　辻峰梨央。

　天才と呼ばれた辻峰家当主。真由香はずっと、梨央姉の強さに憧あこがれ、そして嫉しつ妬としていたんだと思う。だからこそ、毎日毎日鍛錬を欠かさなかった。強くなろうとした。そして──《剣舞士の首飾りソードダンサー》の誘惑に乗ってしまった。

『私も彼女の気持ちはよくわかるよ。これでも私の姉は優秀だったからね。だから、私たちはわかり合えた。辻峰真由香と私は、同じ種類の人間なのだよ。辻峰梨央はもういない。それでも、辻峰真由香はずっと死んだ姉に劣等感を感じて生きるだろう。そう、私と同じように』

「違う。真由香は、てめえなんかと同じじゃねえ」

『だが、私が辻峰真由香に力を貸したのは彼女が力を欲したからだ。辻峰梨央よりも強くなりたい。そして、辻峰冬とう夜やを守りたい。──いや、正確には辻峰冬夜を守って、自分だけのものにしたい。ずっと自分だけを見てもらいたい。だから、辻峰真由香は──』

「やめて！」

　響き渡る悲痛な叫び。

　頬ほおに大粒の涙を零こぼしながら、真由香が絶叫していた。

「もう、やめてください……」

「真由香……」

「……ごめんなさい、兄さん。今《剣舞士の首飾りソードダンサー》が言ったことは、全部本当なんです。姉さんに劣等感を抱いていたことも、兄さんに振り向いて欲しかったのも……だから、だからきっと、私は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の誘惑に乗ってしまったんです……。そして、あの人を……セツナさんを……」

「違う。セツナを殺したのは、サブリナだ」

「でも、私が手を下したようなものです！　もっと私が強ければこんなことにはならなかった。《剣舞士の首飾りソードダンサー》に意識を乗っ取られていたせいか、セツナさんを殺した後の記憶はほとんどないんです。でも、きっと兄さんは私を取り戻すために戦ってくれたんですよね？　私のせいで……傷ついたんでしょう？」

「………」

「私が姉さんみたいに強ければ、兄さんたちが傷つくこともなかった。だから、私には兄さんたちと一緒にいる資格はありません。もう、私は……」

　それは深い拒絶の言葉。

　同時に、拘束されたサブリナが口くち唇びるを吊つり上げる。

　──ああ、そうか。

　これがサブリナの余裕の正体か。確かに、今のままの真ま由ゆ香かじゃ《剣舞士の首飾りソードダンサー》の支配を振りきれない。

　それはきっとコイツが現実に戻ることを怖がっているから。

　真由香は、俺たちに会うことを恐れている。

　自分が抱いてた欲望のせいで、俺たちを傷つけてしまった。

　そのことに、深い罪悪感を覚えているから。

　──でも。

「ふざけんなよ」

　はっきりと、俺は涙を零こぼす真由香に言ってやった。

「えっ……兄さん？」

「聞こえなかったか？　ふざけんなって言ったんだよ、真由香。おまえが反省したいのはわかるよ。たぶん、おまえは自分のしたことが許せないんだろ？　でも、そのことを悔いるのは現実に戻ってからでも十分できる。おまえがサブリナの精神呪じゆ縛ばくを断ち切ってから、自分がしたことを悔いればいい」

「かっ……勝手なことを言わないでください！　兄さんにはわからないんです！　兄さんには、私の辛つらさなんか……！」

「ああ、そうだな。俺にはおまえがどれだけ自分を許せないのか、どれだけセツナを殺して俺たちを傷つけたことを悔いてるのか……完かん璧ぺきに理解することは不可能だ。けど、それでも俺は、おまえに戻ってきて欲しい」

「………っ！　無責任なこと言わないでください！　どうして、そんなことが言えるんです？　私はこんな自分を許せないのに、どうして兄さんは私のことを許そうとしてくれるんですか……？」

　困惑した様子で涙を零こぼす真ま由ゆ香か。

　……バカ野郎。

　そんなの簡単じゃねえか。

「──いや、」

　本当のバカは、この俺か。

　今の今になって、こんなことに気付くなんてさ。

　俺が真由香に現実に戻ってきて欲しい理由。

　俺が真由香のしたことを許したい理由。

　俺が真由香の家族でいたい理由。

　そんなの──たった一つしかないじゃねえか。

「真由香」

　だから、今伝えよう。

　思い出すのは、夏祭りの記憶。

　あのときの真由香の言葉に対する、答えを。




「俺は、真由香のことが好きだよ」




「えっ──」

　突然の告白に。

　真由香は言葉を失っていた。

　そんな彼女に、俺は続ける。

「ごめんな、真由香。言うのが遅れちまってさ。でも、やっと気付けたんだ。サブリナにおまえの身体からだが乗っ取られて、おまえと戦わされて……それでも、俺はおまえのことを取り戻したいと思った。真由香とずっと家族でいたいって思えたんだ」

「兄さん……」

「たぶんそれは……俺が真由香のことを好きだからなんだと思う。もちろん、家族としても、女の子としても。だから……俺はおまえに戻ってきて欲しい。おまえが自分のしたことが許せないのなら……どうにかしてやりたい。おまえが自分のことを許せるようになるよう……助けてやりたい」

「………っ」

「だから、真由香」

　そして、俺はゆっくりと泣いている彼女に手を伸ばす。

　まるで子供の頃ころに戻ったみたいに。

　いつも泣いてばかりだった従妹いとこを励ますようにしながら──言葉を紡ぐ。




「これからも、ずっと俺の家族でいてくれ」




　それは、俺なりの告白の言葉。

　家族。

　そんなものに固執してきた俺が、自分のことを好きだって言ってくれた女の子に告げる告白──。

「……兄さん」

　そして、ゆっくりと。

　真ま由ゆ香かは、俺の方に手を伸ばして──。





×　　×　　×






　世界が、弾はじけた。

　そんな風に誤解してしまうほどに、《剣舞士の首飾りソードダンサー》との……いや、真由香との対話は終わった。













　かくして、俺たちは現実へと帰還する。

「……兄さん」

　千せん羽ば学がく園えんの校庭。

　そこで、微かすかに声を震えさせながら真ま由ゆ香かは俺の身体からだに抱きついてきた。

　……ああ。

　終わったんだ。

　真由香は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくを断ち切った。俺の告白に応こたえて、現実に戻ることを選んでくれた……。

「終わったのね、お姉様」

「──ええ、そうね。真由香は、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪縛から抜け出せたわ」

　俺たちの横で言葉を交わすラピスと七なな海み。その傍らに落ちているのは、《剣舞士の首飾りソードダンサー》。こうなってしまえば、いくらサブリナでもどうしようもできない。そう、あいつはウィッチクラフト。所有者さえいなくなれば身動きはできないんだ。

「………っ」

　だが、それでも《剣舞士の首飾りソードダンサー》を見ていたら寒気がした。

　……なんだろう。

　すべてはもう終わったはずなのに。

　どうして俺はこんなに落ち着かないんだ？

「ラピス。すぐに《剣舞士の首飾りソードダンサー》を封印しよう」

「えっ……う、うん、そうね」

　俺の言葉に応えるように、ラピスが大きく手を広げた。

　同時に、彼女の胸の刻印が蒼あおく輝いて、




「──眠りを」




　響いたのは、祈りの言葉。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　眠りゆくウィッチクラフトへの、別れの呪じゆ文もん。

　その響きに従うように、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の本体はゆっくりと蒼い粒子に分解され、蒼く輝く刻印の中へと消失していく。

「……兄さん」

　俺の身体から離れながら、真由香が話しかけてきた。

　どこか、不安そうに。

「そんなに心配そうな顔すんなって」

　彼女の不安を少しでも打ち消したくて、俺はそう言った。

「俺たちはサブリナを斃たおした。俺たちは、勝ったんだ。だから、やっと終わる。辻つじ峰みね家が五十年も続けてきた蒐しゆう集しゆうも……俺たちの戦いも。だから、真ま由ゆ香か。今はゆっくり休んでくれ。色々と考えるのは、その後でいいから」

「……はい」

　まるで安心しきった子供のように、真由香は微笑ほほえみながら頷うなずいてくれた。

　──そう。

　これで終わった。俺たちはすべてのウィッチクラフトを蒐集した。七なな海みとラピスの中に封印していないウィッチクラフトはあと四つ。《四銃奏カルテツト》、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》、《魔狼フエンリル》、そして──。

「あっ……そうだ。悪い、真由香。休む前にもう少しだけ。おまえは今、《屍操書ミツドナイトヘブン》を持ってるか？」

　そう、あれだけが気がかりだった。

《白兎ホワイトラビツト》が所有していたウィッチクラフト。昨日の戦いの後、あれだけが行方不明だった。

　ということは、真由香の身体を乗っ取ったサブリナが所有していたはずで──。

「？　いえ、私は持っていないと思います」

「えっ──」

　その言葉に、背筋が凍る。

　真由香が《屍操書ミツドナイトヘブン》を持っていない？

　どういうことだ？

　それなら、あのウィッチクラフトはどこに──。

「──あっ、」

　しかし。

　俺の思考は、突然響いた声に強引に打ち切られた。

　それはあまりにもか細い悲鳴。

　その発信源は、真由香。

　胸から銀色の刃を生やしていた、俺の家族──。

「あっ……に、いさん？」

　ドクンッと。

　彼女の姿に心臓が止まりかける。

　目の前にいるのは、背後から剣で胸を貫かれた真由香。

　その姿はまるで昨晩のセツナのようで──。




「ありがとう、辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。きみが所有者になって、私もなかなか楽しめたと思うよ」




　そこで響いたのは、もう消えたはずの響き。

　そう──真由香を背後から突き刺したのは、中世の甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった若い女性。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　まるで深層対話室から抜け出したような姿のままで、サブリナ・ヴァレンタインは真由香の身体からだを斬きり裂いていた。





第７章　終幕







「真由香っ！」

　反射的に、俺は彼女の名を呼んでいた。

　──嘘うそだ。

　こんなの嘘だろ？

　なんでここにサブリナがいる？

　しかも、どうして真由香が……。

「………っ！」

　混乱している間にも、サブリナはあっさりと真由香の身体から銀色の剣を抜きやがった。そして、真由香は重力に引かれて地面へと倒れ伏す。そして、校庭に広がるのは夥おびただしい量の血、血、血……。

　赤い血。

　深しん紅くの血液が、校庭と彼女の衣服を赤く染め上げていた。

「真由香！」

　手に持っていた《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を地面に落としながらも、俺は彼女の身体を抱き上げる。

　貫かれたのは、左胸。

　どう見ても致命傷。

　このままじゃ、真ま由ゆ香かは……！

「……《剣舞士の首飾りソードダンサー》！」

　そこで響いたのは、ラピスの絶叫だった。

　その蒼あおい瞳ひとみの向こうにいるのは、サブリナ・ヴァレンタイン。真由香の血で染まった剣を持ちながら、彼女は薄うつすらと微笑ほほえんでいた。

「なんだい、《蒼柩ラピスラズリ》。まるで幽霊でも見たみたいな顔をして。私がここにいるのがそんなに不思議かい？」

「………っ。嘘うそよ。だって、あんたは五十年前にリリィとの戦いで……」

「ああ、死んだよ。だから、こうして生き返ったんだ。そう──このウィッチクラフトの力を使ってね」

　ゆっくりと、サブリナは剣を持っていない方の左手を掲げる。

　そこにあったのは《屍操書ミツドナイトヘブン》。

　死者操生。

　そんな力を持ったウィッチクラフトだった。

「……《屍操書ミツドナイトヘブン》」

「そうだよ、《紅柩ピジヨンブラツド》。きみたちも不思議じゃなかったかい？　辻つじ峰みね真由香の身体からだを乗っ取った私が今日一日何をしていたのか？　そして、姉と相打ちになった私の遺体はどこに消えたのか？」

「なっ……じゃあ、まさかあんたはそれを……」

「探していたとも。私の遺体はこの街の一角に隠すよう《白兎ホワイトラビツト》に頼んでいたからね」

「………っ」

　そうか。サブリナの遺体の後始末をしたのは《白兎ホワイトラビツト》だった。

「そして、私はついに自分の遺体を探し当てた。まあ、五十年も前のものだから白骨化していたが……それでも、《屍操書ミツドナイトヘブン》の媒介にするには十分だ」

　くつくつと心底楽しそうに、サブリナは嗤わらう。

　その間にも、真由香の血は止まらない。

　まるで俺たちを嘲あざ笑わらうみたいに、ずっと流れ続けている。

「けど、《屍操書ミツドナイトヘブン》で蘇よみがえらせた死者は意志のない人形ゴーレムになるはずよ！　でも、どうしてあんたは……」

「ああ、それなら問題ない。だって、今の私は《屍操書ミツドナイトヘブン》に遺のこされた残留思念だからね」

「なっ……」

「別に不思議じゃないだろう？　《屍操書ミツドナイトヘブン》は《白兎ホワイトラビツト》が所有していた。けど、それ以前に所有していた人間がいたとしても何の不思議もない」

「じゃあ、あんたは……」

「ウィッチクラフトの精神呪じゆ縛ばくを使って、私は蘇よみがえらせた自分自身の身体からだを操っているんだよ。これが私の本当の目的だ。さっきまでの戦いもなかなかに面白かったが、やっぱり戦うなら自分の身体が一番いいと思ってね」

「………っ」

　絶句するラピス。

　……ふざけんな。

　じゃあ、コイツはずっと俺たちの戦いを見てたって言うのかよ。《屍操書ミツドナイトヘブン》の残留思念として自分の身体を動かしながら、真ま由ゆ香かと戦う俺たちを監視してたっていうのか？

　それは──恐ろしいほどに計算し尽くされた策略だった。

　だって、俺たちはもう戦えない。俺とアリスの傷はまだ完かん璧ぺきに癒いえてないし、さっきの戦いで疲弊しきってる。

　コイツは、そこを狙ねらって急襲してきやがったんだ。

　そして、真由香は……！

「残念だが、辻つじ峰みね冬とう夜や。辻峰真由香は死ぬよ」

「………っ！」

「さきほどの一撃は確実に心臓を貫いた。意識があったとしてもそれを保てるのはあと数秒だろう。当然ながら、もう戦えない」

「……黙れ」

「もう立ち上がる力すらないだろう。もっとも、《紅柩ピジヨンブラツド》に治して貰もらえば別かもしれないが……私はそれをさせないからね」

「……てめえ！」

　咄とつ嗟さに、地面に落とした《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を拾って切りかかろうとした。しかし、俺の手が刀の柄つかに届く前に、

「当然、きみも動いてはいけない」

「!?」

　おそらく、瞬しゆん転てんを使ったんだろう。

　瞬く間に移動したサブリナが、刀を拾おうとした俺の右手の甲を貫いていた。

「ああああああああっ！」

　悲鳴を上げながらも、貫かれた手を抱くように押さえる。

　……畜生。

　このままじゃなぶり殺しだ。

　サブリナが持っている剣。おそらくあれはウィッチクラフトじゃない。ひょっとしたら《屍操書ミツドナイトヘブン》で生き返らせるときに一緒に創つくり出だされたただの剣かもしれないが、瞬しゆん転てんを使えるあいつなら俺たちを殺すのは簡単だろう。

　そして、おそらくあいつの目的は──！

「さあ、《蒼柩ラピスラズリ》。《剣舞士の首飾りソードダンサー》を渡してくれないか？」

「………っ」

「元々それは私のウィッチクラフトだ。だったら、私が使ってもいいだろう？　あくまでこの身体からだは辻つじ峰みね真ま由ゆ香かが敗れてしまったときの保険だったが……もう一度自分の身体で戦うのも悪くはない」

「……どうしてよ。どうして、あんたはそこまでして戦いたがるの？　こんなに大勢の人を傷つけてまで──」

「？　そんなの決まっているだろう」

　ゆっくりと、地面に落ちた《剣舞士の首飾りソードダンサー》を守るように佇たたずむラピスに向かって、サブリナは歩いていく。

「愉たのしいからだ。戦うことだけが私の喜び。誰だれだって、自分がこの世界に生まれた意味を知りたがる。意味を実感したがる。それが私の中では──戦いだっただけのこと。きみたちを斃たおしたら、また新たな戦いを探しに行くさ」

「……そう。それなら、余計に《剣舞士の首飾りソードダンサー》は渡せないわ。これは今からわたしが封印──」

「させないよ」

　静かに銀色の剣が振り上げられる。

　そして──サブリナは、一言。




「さあ、眠れ《蒼柩ラピスラズリ》。今度は、きみの番だ」




　次の瞬間。

　千せん羽ば学がく園えんの校庭は、再び赤い血で染められた。





×　　×　　×






「えっ──」

　けれど。

　次の瞬間に響いたのは、呆あつ気けにとられたような声。

　その声を発したのは──サブリナ・ヴァレンタイン。

　彼女の胸には、俺が地面に落としたはずの《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》が深々と突き立てられていた。

　そして──。




「──《氷柩フリーズ》」




　まるで昨夜の魔女の最期の再現。

　突き立てられた《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》がサブリナの身体からだを内側から凍らせ、その動きを封じていく。

　そして、その剣を持っているのは、




「……これで、終わりです」




　辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　出血と傷で動けないはずの彼女は、一瞬でサブリナとの距離を縮め、サブリナの心臓を貫いていた。

「今の動き……まさか、瞬しゆん転てんか？」

　口から鮮血を零こぼしながらも、サブリナは呟つぶやいていた。

「けど、どうして……辻峰真由香。きみは動けなかったはずなのに……」

　瞬間、サブリナが右手に持っていた剣が地面に落ちた。

　そんな彼女に、真由香は薄うつすらと微笑ほほえむ。

「……そう、ですね。私だけじゃ無理でした。でも、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》が……姉さんが力を貸してくれたんです。姉さんが……少しだけ私に動く力をくれました。瞬転のやり方を教えてくれたのも、姉さんです」

　刀を握りながら、告げる真由香。

　──そうか。

　元々《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者は真由香だったんだ。だったら、あれを使う適性は十分あった。だから、あいつは俺が落とした《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を握った。

　──そして。

　その想おもいに、梨り央お姉ねえが応こたえてくれた。

　俺のときと同じように、瞬転のやり方を真由香の意識に直接伝え、妹の身体を精神呪じゆ縛ばくで強引に動かしたとしたら……！

「──なる、ほど。きみは最期の最期に、姉への劣等感を克服できたというわけか。そうでなければ、辻峰梨央の所有者になれるわけがない。それにしても、まさかきみに刺されるとは。ああ、これは計算外だ……」

　身体の内側から徐々に動きを拘束されながらも、《剣舞士の首飾りソードダンサー》はあくまで余裕を持っていた。

　けど、その余裕も凍り付く。

　文字通り、凍り付いていく。

　しかし、それでも──。

「はははははははっ！」

　サブリナ・ヴァレンタインは。

　魔女の妹は、高らかに嗤わらっていた。

「最高だ！　こんなにも自分が生きていると感じたのは、生まれて初めてだよ！　それが死の間際というのが皮肉だがね！　だが、私はやっと理解することができた！　もっとも強く生を実感できるのは……自らの死を前にしたときだ！　ああ、ありがとう……魔女の子孫たち──」




　確かに、私はこの世界で生きていた！




　まるで自分に言い聞かせるように叫んでから、サブリナの手から《屍操書ミツドナイトヘブン》が零こぼれ落ちた。

　次の瞬間、その身体からだは氷の柩ひつぎに閉じ込められた。

　そして──。

「真ま由ゆ香か！」

　従妹いとこの身体は、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の柄つかを握ったまま倒れてしまった。傷の痛みを堪こらえながらその身体に触れるが──あまりの冷たさにこっちの心臓すら凍り付きそうになってしまった。

　……嘘うそだろ？

　これじゃまるで……。

「七なな海み！　早く真由香を治してくれ！　このままじゃ、真由香が──」

　駆け寄ってきた七海に叫ぶ。

　しかし、彼女も真由香に触れた途端──その表情を凍り付かせた。

「───っ」

　──やめてくれ。

　彼女が言葉を発しなくても、表情だけでわかってしまった。

　だって、俺はこんな七海の顔を昨晩見たことがある。




　──完かん璧ぺきに、心臓を貫かれてしまっている。この傷を治すのは私でも無理よ。




　セツナが殺された瞬間、確かに七なな海みはそう言ったんだ。




　──私の能力は治癒。けど、それは私の魔力を流し込んで対象者の身体からだを活性化させて傷を癒いやすもの。《血核ハートレス》のような蘇そ生せいじゃない。だから、今のセツナさんを治すことは……。




　気付いたら、俺の瞳ひとみからは涙が零こぼれていた。

　……嘘うそだ。

　嘘だ嘘だ嘘だ嘘だ嘘だ嘘だ。

　お願いだ。

　誰だれか嘘だって言ってくれ。

　悪い夢だと言って目を覚まさせてくれ。

　だって、こんなのあんまりだろ？

　やっと。

　やっと自分の気持ちに気付けたのに。

　俺は真ま由ゆ香かが好きだってことがわかったのに。

　どうして、真由香が死ななくちゃいけないんだよ……！




「……大丈夫よ、冬とう夜や」




　しかし。

　そこで言葉を発したのは、ラピスだった。

「真由香を助ける方法は、あるわ」

「………っ！　本当か！」

「ええ。だから──」




　──眠りを。




　そう言って、ラピスは再び封印の言葉を口にした。

　その言葉に呼応するように、ウィッチクラフトが消えていく。

《屍操書ミツドナイトヘブン》。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

《四銃奏カルテツト》。

《夜魔ヴアンパイア》。

《魔狼フエンリル》。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　六つのウィッチクラフトは徐々に蒼あおい粒子へと分解され、ラピスの刻印の中へと消失していく。

「ごめんね、冬とう夜や」

　そして乱れ舞う蒼い光の中で、ラピスは静かに告げた。

「実はもう──本家にあった《血核ハートレス》はわたしの中に回収してあるの」

「えっ……ど、どういうことだ？」

「それが梨り央おと──《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と話した結果だったのよ。今朝……あんたがいないときにわたしと梨央は二人だけでこっそり対話をしていたの」

「………っ」

　やめろ。

　その先は言わないでくれ。

　反射的に、俺はそんなことを思っていた。

　しかし、無情にもラピスは言葉を紡ぐ。

「梨央はわたしに言ってくれたのよ。──自分の身体からだに遺のこされた《血核ハートレス》を蒐しゆう集しゆうしていいって」

「なっ……じゃあ……」

　まさか、すべてそろっているのか？

　ウィッチクラフト。

　魔女の血を分け与えられた九十九の遺産。

　俺たちは、それをすべて蒐集したっていうのか？

　けど、どうして。

　なんで今そのことを……。

「たぶん、この未来こそが──リリィの予知していた現実なんだと思う」

　困惑する俺を無視するみたいに。

　ラピスは、蒼い刻印を輝かせながら──言った。




「すべてのウィッチクラフトの魔力。それを使って、わたしたちは真ま由ゆ香かを生き返らせるわ」




「………っ！」

　……やめろ！

　だって、それはラピスと七なな海みの命魔力を犠牲にするってことで……！

「奇遇ね、お姉様。それとも、やっぱり私たちは姉妹ということなのかしら」

　しかし。

　姉ラピスの言葉に応こたえるように、七なな海みが言葉を紡ぐ。

「私も、同じことを考えていたの」

「な、七海？」

「私はお兄様のウィッチクラフトじゃない。それでも──もし、私がお兄様のウィッチクラフトだったのなら、お姉様と同じ決断をしたと思うわ。だって……お兄様は真ま由ゆ香かさんを選んだんでしょう？　だから、真由香さんを精神呪じゆ縛ばくから助けることができた。だったら……」




　私は、彼女のためにこの命魔力を使うわ。




「七海様！」

　そこで、叫び声を上げたのは霧きり谷やアリス。

　ラストショットを使った後遺症から立ち直ったのか、彼女は主あるじであり、自分の生みの親である七海のことを見つめていた。

「嫌です、七海様！　アリスはまだ七海様と一緒にいたいです！　これからも、ずっと！　なのに、どうして……」

「……ごめんね、アリス。自分でも身勝手な決断をしていると思うわ。でも、あなたの主として……家族として、一つお願いがあるの。あなたは──ずっと、お兄様と真ま由ゆ香かさんのことを見守っていて。そう──」




　──私たちの、代わりに。




「………っ」

　瞬間、アリスは言葉を失っていた。

　七海の身体からだが──消えていく。

　地面に落ちたウィッチクラフトたちと同じように、彼女の身体は蒼あおい粒子へと分解され、ラピスの刻印の中へと消えていく。

「七海っ！」

　必死に止めようと、消えゆく彼女の手を掴つかもうとした。

「じゃあね、お兄様」

　俺の手は空を切る。

　掴もうとした手は蒼い光となって消失していく。













　最後に残されたのは、紅あかい少女の笑顔と──。




「私はお兄様に恋をして、幸せだったわ」




　そんな別れの言葉と共に──。




　霧きり谷や七なな海みは消失した。




　遺産[image: ]２《紅柩ピジヨンブラツド》。

　紅い宝石の名を冠したウィッチクラフトはラピスの中へと封印された。

　これで──残されたウィッチクラフトはたった一つ。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　九十九のウィッチクラフトをすべて封印するために作られた、柩ひつぎ──。




「──目覚めを」




　そして、自分以外のすべてのウィッチクラフトを眠りにつかせた彼女が口にしたのは、今までとは違う言葉だった。

「すべてのウィッチクラフトの命魔力をここにささげる。わたしの願いを叶かなえるために、新たなウィッチクラフトに目覚めを。そして──」




　辻つじ峰みね真ま由ゆ香かに、目覚めを。




「──ラピス！」

　そう叫んだが、遅かった。

　今度は彼女の身体からだ自身が蒼あおい粒子へと分解され、真由香の中へと消えていく。

　まるで、真由香から失われた何かを取り戻すように。

「……どうしてだよ」

　けど、それでも俺はまだ目の前の現実を受け止められなかった。

「どうしておまえらはこんなことをする!?　おまえは……生きたいんじゃなかったのかよ！　まだ生きていたいんだろ！　だったら、なんで死のうとするんだよ!?　俺は、まだおまえたちに何もして──」

「いいえ。わたしたちは冬とう夜やに色んなものをもらったわ」

　ゆっくりと。

　その身体を蒼い光に変えながらも、ラピスは微笑ほほえんでいた。

「喜びを、怒りを、哀かなしみを、楽しみを……冬夜と暮らしていて、家族になることができて、わたしたちは色々な感情を得ることができた。一緒にいられた時間は少なかったけど……わたしたちは、あんたと一緒に過ごせて幸せだった。間違いなく……生きていた。だから……」




　わたしたちはウィッチクラフトとして、所有者冬夜を幸せにしてあげたい。




「それに、わたしたちは死ぬわけじゃない。これからは新しいウィッチクラフトとして……新たな所有者と、真由香と一緒に生きていく。それに……なんだか不思議ね。わたし、またあんたと出会える気がするの」

「ラピス……」

「だから、待っていてね。わたしたちとまた出会うまで……リリィが見た未来が訪れるまで、生きていて。わたしたちは……冬夜たちの幸せが少しでも長く続くことを願っている。だって──」

　蒼い光の中で。

　ラピスは、にこやかに微笑んでから。




「わたしは、冬とう夜やのことが大好きだから」




　最後に聞いたのは、そんな告白の言葉。

　そして、ラピスは……《蒼柩ラピスラズリ》は光になった。

　その微笑ほほえみだけを俺の記憶に刻み込んで、この世界から消失した……。




「……兄さん」




　聞こえたのは、子供の寝言のようにおぼろげな響き。

　辻つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　さっきまで冷たかった彼女の身体からだには温かさが戻り、その口からは安らかな吐息が零こぼれていた。

　けれど──。

「七なな海み……ラピス……」

　二人が彼女の温かさを知ることはできない。

　おそらく、彼女たちは真由香の心臓になったのだ。

《血核ハートレス》。

　魔女が生み出したたった一つの未完成のウィッチクラフト。それを新しいウィッチクラフトとして蘇よみがえらせるために、自らの命を犠牲にした。

　そうやって、俺の家族を……俺が恋をした女の子を助けてくれた。

「───」

　こうして。

　永かった俺たちの蒐集たたかいの幕が閉じる。

《蒼柩ラピスラズリ》と《紅柩ピジヨンブラツド》。

　蒼あおと紅あかの刻印を持った姉妹は、その命を以もつて、ウィッチクラフトの物語に終しゆう焉えんをもたらした。





第８章　遺産







《魔女の遺産ウイツチクラフト》

　それは魔女──リリィ・ヴァレンタインの血を分け与えられた九十九のアンティーク。そして、それをすべて蒐しゆう集しゆうしたものは願いを一つだけ叶かなえられると言われていた。

　──でも、

　俺たちは根本的な疑問の答えを出せなかった。




　どうして、魔女はウィッチクラフトを生み出したのか？




　ウィッチクラフトのせいで、様々なものが生まれた。

　戦いが、

　流血が、

　惨劇が、

　悲哀が、

　そして、死が。

　魔女の遺産ウイツチクラフトを巡り、様々な人々が命を落とした。

　けど、それでも──。




　俺は、彼女たちと出会えて幸せだった。




　それこそが、魔女がウィッチクラフトを生み出した理由なのかもしれない。

　ウィッチクラフトは多くの争いを生んだだろうが……同時に、誰だれかの幸せにもなったのかもしれない。

　魔女。

　魔に魅入られた人間。

　彼女は自分自身をよく理解していたからこそ、誰かを幸せにしたかったんじゃないだろうか？

　だとしたら──。

「───」




　魔女の願いは、叶ったのだろう。




　だって、少なくとも今の俺たちは──。





×　　×　　×






「兄さん、出かける準備はできましたか？」

　辻つじ峰みね本家の自室。

　そこにある姿見の前でネクタイを締めていると、ドアを開けた真ま由ゆ香かが話しかけてきた。彼女の着ている服は俺のネクタイと同じ黒。

　まるで、葬式にでも着るような黒い衣装。

　でも、それも正しい。

　なぜなら、今から俺たちが行くのは墓参りだからだ。

「ていうか、真由香。俺のことを『兄さん』って呼ぶのをいい加減にやめろ」

「うっ……けど、こっちの方が落ち着くんです。それに、今さら冬とう夜やと言うのは恥ずかしい気が……」

「おまえ、四年ぐらい前から同じセリフばっかり言ってるよな。いい加減慣れろよ。俺たちはもう兄妹きようだいって関係じゃないんだからさ」

　やれやれ、とため息を吐き出す。

　──そう。

　あれから──ウィッチクラフトを巡る戦いが終わってから、今年で約十年の時が流れていた。

　今俺は、真由香と一緒にこの辻峰本家で暮らしている。数年前に籍を入れて、俺たちは本当の意味で家族になった。ちなみに、真由香の職業は叔父さん……いや、俺の義父父親の仕事の手伝い。貿易関係の仕事のために、毎日働いている。

　そして、俺の職業と言えば……まあ、十年前から変わっていないかもしれない。

　いわゆる家事手伝い。

　言葉を換えるなら、専業主夫。

　親父おやじが作った借金を未いまだに返していない俺は、この辻峰本家に文字通り骨を埋うずめるようにして働いているわけだ。

「けど、叔父様……いえ、義父おとう様さまも勝手ですね。兄さんに借金を押し付けたまま一人暮らしなんて……」

「今さらあのロクデナシのことを言っても無駄だよ。まあ、もう借金を作らないで済むようになっただけでも上出来だ」

　もっとも、俺と真由香が結婚したときは『頼む、冬夜。二千万ほど貸してくれ』と言ってきたが。あのロクデナシからしたら俺は逆玉野郎に見えるらしいが、今後一切金を貸す予定はない。生存力の強いロクデナシのことだから、なんとか生きていけるだろう。

「二人とも、準備はできたか？」

　と、そこで真ま由ゆ香かの後ろから黒い衣装に身を包んだ女の子が入ってきた。

　霧きり谷やアリス。

　十年前からまったく姿が変わらない女の子だった。

「ええ、アリスさん。もうそろそろ出かけられます」

「わかった。こっちの準備はもうできているから、玄関で待っているぞ」

　そう言って、アリスは足早に廊下へと去って行った。

　……当たり前だけど、あいつは変わってない。

《遺灰人形ウイツチドール》。

　魔女の遺灰から作られたウィッチクラフトだからこそ、当然なのだが……。

「なんだかアリスさんを見ていると、昔のことを想おもい出だしますね」

　どこか懐かしげな口調で、真由香が言った。

　確かに、アリスは十年前から同じ姿だ。今はこの家でメイドとして働いているが、それもあのときの七なな海みの言葉があったからだろう。

　──十年前。

　二人の女の子が自分の命を賭としてくれたことで、真由香を助けることができた。

《蒼柩ラピスラズリ》と《紅柩ピジヨンブラツド》。

　二人のウィッチクラフトの魔力を使うことで、真由香は生き返った。そして、今も生きている。完かん璧ぺきなウィッチクラフトとして新たに作られた《血核ハートレス》は真由香の心臓として今日も働き、彼女を生かしている。

「あの日……二人が私を助けてくれたから、今の私があります。しかも、この《血核ハートレス》は姉さんのときとは違って、私の身体からだを人間のままにしてくれました。私も兄さんと同じように歳としをとって、兄さんと……いえ、冬とう夜やと同じように生きて、いつかは死にます」

「ああ、そうだな。全部……あいつらのおかげだ」

　真由香と一緒に廊下に出ながら、そんなことを呟つぶやいた。

　でも──こう言えるのは時間が経たったからだ。

　正直な話……十年前の俺たちは立ち直れなかった。

　ラピス、七海、梨り央お姉ねえ、セツナ……俺たちが生き残るために失った代償はあまりにも大きすぎた。最初はその喪失感に耐えられなかった。俺も、真由香も、アリスも何度も現実から逃げたくなった。

　けど、今日まで生きて来られたのは──。




　──生きていて。




　ラピスの言葉があったからだ。




　──わたしたちは……冬とう夜やたちの幸せが少しでも長く続くことを願っている。




　あいつらが俺たちの幸せを願ってくれたからだ。




　──だって、わたしは、冬夜のことが大好きだから。




　──そう。

　だからこそ、俺たちは墓参りに行く。

　ちょうど十年前の今日──ラピスと七なな海みはこの世界から消えた。

　そして、彼女たちの墓は魔女の墓があったあの墓地にある。梨り央お姉ねえとセツナが眠る場所も、一緒だ。

　だからこそ、会いに行こう。

　俺たちが幸せだと知らせるために。

　俺たちが今日も生きていることを知ってもらうために──。




「ちょっと。遅いわよ、冬夜」




　が。

　玄関まで行ったところで、俺はゲシッと足を蹴けられてしまった。

　そこにいたのは、この国の人間なら誰だれもが知っている乳酸飲料のペットボトルを手に持った幼い少女。

　煌きらびやかな金髪に赤いリボン。

　そして、透き通るような蒼あおい瞳ひとみ。

　そんな──どこか懐かしい姿を持った女の子──。

「コラ。痛いだろ、瑠る璃り」

　辻つじ峰みね瑠璃。

　今年で四歳になる俺と真ま由ゆ香かの娘。

　そして、その隣にいるのは──。




「ダメよ、お姉様。お父様に乱暴をしたら」




　紅あかい髪を持った少女。身長は瑠る璃りと変わらない。

　まあ、それもそうだろう。

　なにせ、彼女たちは双子なのだ。

　辻つじ峰みね深しん紅く。

　瑠璃と同じく、今年で四歳になる俺と真ま由ゆ香かの娘。

　俺たちの、家族だ。

「瑠璃様、深紅様。あまり騒いではいけません。今日は大事な日なのですから」

「わかってるわよ、アリス。今日は冬とう夜やたちの……父さんと母さんの大事な人が死んじゃった日なんでしょ？」

「そうです。アリスにとっても……とても大切な方々でした」

　過去を思い出すような口調で、アリスが言った。

　そして、彼女は瑠璃と深紅の手を引いて玄関から出ていく。

　まるで、俺と真由香を導くみたいに……。

「……それにしても、やっぱり似てますね」

　アリスと一緒に家を出た娘たちを見ながら、真由香が呟つぶやいた。

　──そう。

　四年前に生まれた俺たちの子供は、ラピスと七なな海みの生まれ変わりとしか思えないような外見をしていた。

　もしかしたら、母親である真由香の心臓が《血核ハートレス》であったことが関係したのかもしれない。

　そのことが、こんな奇跡じみたことを引き起こしたんじゃないかと……俺たちは推測している。




　けれど、瑠璃と深紅に前世の記憶はない。




　外見や性格はそっくりだが、ラピスや七海としての記憶は一切持っていない。十年前にあった蒐集たたかいを覚えていない。あいつらはウィッチクラフトでもなんでもなければ、何の特別な力も持ち合わせていない……。




　ただの人間だ。




　けど、それでも──。

「さあ、行きましょう。冬夜」

「おう、わかってるよ、真由香」

　二人で肩を並べながら、辻つじ峰みね本家の玄関を出る。

　すると、アリスに連れられていた瑠る璃りと深しん紅くがこちらに駆けてきた。もちろん、彼女たちが生まれたとき──最初はその外見に戸惑ったりした。

　でも、もうそんなことは関係ない。

　俺たちは今日も辻峰本家で暮らしているのだから。

「───」

　そして、俺たちは四人で手を繋つなぐ。

　真ま由ゆ香か、深紅、瑠璃、俺……の順で体温を分かち合う。

　そうやって、歩いていく。

　その姿を、アリスが微笑ほほえましげな様子で見つめていた。

　さあ、それじゃあ出かけよう。

　俺たちの幸せを伝えるために。

　今も俺たちが生きていることを知ってもらうために。

「ところで、お父様。今日の予定は？」

「墓参りをしてから街の外に出てランチを食べよう。深紅は遠出をするのが好きだろ？」

「ええ、そうね。どうしてかわからないけど、私は遠くに行くことが好きだわ。いつか……色々な場所に行ってみたい。それこそ、世界中を旅してみたいわ」

「きっと、深紅なら行けますよ」

「でも、わたしはこの街も悪くないと思うけどね。冬とう夜やや真由香もいるし」

「瑠璃様……ご両親を呼び捨てにするのは……」

「えー、いいじゃないアリス。だって、『父さん』とか『母さん』って呼ぶのは堅苦しいんだもの」

「これだから、お姉様は乱暴者ね」

「なっ……ちょっと、深紅！　誰だれが乱暴者よ！」

　辻峰家を出て、太陽の下を歩きながら、俺たちは話を続ける。

　──そう。

　この十年で色々なことがあった。

　何度も、何度も、何度も、ラピスたちを失った事実に潰つぶされそうになった。

　打ちのめされて、

　心が砕けて、

　壊れて、

　二度と立ち上がれなくなりそうになった。

　けど、それでも俺たちは生きていこうとした。

　生きていくことをやめたくなかった。

　そして、俺と真ま由ゆ香かは結ばれた。

　瑠る璃りと深しん紅くが生まれ……賑にぎやかにもなった。

　だから、俺たちは会いに行く。

　梨り央お姉ねえ。

　セツナ。

　七なな海み。

　ラピス。

　彼女たちに、自分たちの姿を見てもらうために。

　そして──。




　ウィッチクラフト。




　それだけが《魔女の遺産》でないと証明するために。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　すべての始まりとなった魔女。

　そして、彼女の遺のこした者たち。

　魔女の血を受け継いだ俺たちが……彼女の子孫たちが今もこうして存在していることを知ってもらうために──。

「さあ。早く行きましょう、冬とう夜や」

　待ちきれないのか、ぐいぐいと俺たちを引っ張りながら瑠璃が言った。

　そして雲一つない青空の──蒼そう穹きゆうの下で、歩を進める。

　──そう。

　俺たちは生きていたい。

　だからこれからも、こうやってみんなで歩いていこう。

　喜びも、

　怒りも、

　哀かなしみも、

　楽しさも、

　すべて抱いたままで、進んでいく。




　今というこの瞬間を、生きていこう。




　──なぜなら、
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　俺たちは、本当の意味で家族になれたのだから。





あとがき




　お久しぶりです！　七巻はクライマックス後編！　あさのハジメです。

　ついに『蒼そう柩きゆうのラピスラズリ』も最終巻。

　思えば、自分が生まれて初めて書き上げた長編小説はバトルものでした。小説家になりたいという気持ちは高校生ぐらいからあったのですが、高校の頃は部活で手一杯、大学に入ってからも遊んでばかりで、いつの間にかその気持ちを忘れていました。

　けれど、大学二年生の冬。サークルの先輩たちが就職活動をしているのを見て、改めて自分の将来的なものを考えだし、せっかくだから就職活動で忙しくなる前に一本小説を書いてみようと一念発起。そうやって書き上げた作品がバトルものでした。賞を取ることはなかったのですが、おそらくその作品を書くことがなければ自分がこうして本を書くことはできなかったと思います。そして、『蒼柩のラピスラズリ』はプロになってから初めて書いたバトルもの。もちろん初投稿作品とは違う作品ですが、デビュー作がラブコメだったので心の中にはバトルも書いてみたいという気持ちがありました。そして、『蒼柩のラピスラズリ』はそんな気持ちを叶かなえてくれました。原稿を書く日々は自分の未熟さを思い知る毎日でしたが、この作品を書くことができてよかった、と今はただそう思います。

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の武たけ石いし様。突然の担当チェンジで色々ご迷惑をおかけしてしまったと思いますが、無事に完結することができてホっとしています。今後ともよろしくお願いします。

　最後までキャラクターを描き切ってくださった菊きく池ち政せい治じ様。デビュー作『まよチキ！』の頃ころから、本当にお世話になりました。一緒にお仕事をさせていただいたり、作品のイベントに出演したり、飲み会でプロレスの話をしたり、お酒を飲んだり……この五年間、すごく楽しかったです。本当に、ありがとうございました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校正様、デザイナー様、この本を出すために尽力してくださったすべての方々、一緒にお酒を飲んでくださる作家の皆様、初代担当の庄しよう司じ様、前担当の成なり田た様、コミックの作画を担当してくださった吉よし岡おか公きみ威たけ先生、そして読者の皆様。最後に、キャラクターたち。もう悔いがない、と言ったら嘘うそになります。このあとがきを書いている今でも「もっとできることがあったんじゃないか？」と本気で悩んだりします。ですが、そういう感情があるからこそ、『蒼柩のラピスラズリ』で得た経験を次の作品に繋つなげることができると信じていますので、これからも精一杯原稿を書き続けます。

　それでは、またどこかでお会いできることを願いつつ。『蒼柩のラピスラズリ』という作品を読んでくださり、ありがとうございました！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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